








































ギルド〈白き盾〉の夜明譚オーバード








方波見咲





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　一、魔ま眼がんの騎士






　それは想像していたよりも、ずっと平へい坦たんで、ずっと広大な光景だった。

　鮮やかな水色の空、深い群ぐん青じよう色いろの海、その間に赤い大地が広がっている。洋上から見える光景は、王都で流行している最新の風景画のようにぼんやりしていた。




　新大陸。

　二百年前、世界の最果てに発見された、新たなる、そして最後の秘境。

　そこには、旧大陸では失われてしまった迷宮・遺跡・大自然の要害が存在し、二百年経たった今もなお、大地には『魔獣』が蠢うごめき、それを狩る『傭兵ランサー』たちが活躍していた。




　レイ・ブラウンは船の甲板から、新大陸を眺めていた。

　茶色の髪、茶色の瞳ひとみ、平凡な容姿をした青年だった。種族は人間族ヒユーマン。細身だが、装備から覗のぞいた首・腕には長年に渡って鍛きたえられた筋肉が根付いているのがはっきりとわかる。どこか神経質そうな細ほそ面おもてが、緊張と興奮とでより険けわしくなっていた。

　──ようやく、ここに辿たどり着いた。

『本物の騎士』の道を全うするための第一歩。

　平穏な旧大陸では、もはや形けい骸がい化かしてしまった騎士という存在。

　しかし新大陸なら、いまだ人々が強大な魔獣に脅おびやかされているこの地なら、剣を振るい、人々の盾となる『本物の騎士』として生きることができるはず。

　レイの手は知らず知らず、腰の剣に触れていた。

　ランサーとしての第一歩、それが始まろうとしていた。





　　　　◆






　桟さん橋ばしから、地面に降り立つ。

　新大陸、その最初の一歩。感慨にふける間もなく、レイは旅客の列に追いやられるように港へ入っていった。

　そこは、旧大陸の港町とさほど変わらないように見えた。

　海に突き出した、石積みの防波堤。港内の水域には、桟橋に係留された外洋船と、雑多に並んだ小型の漁船が浮かんでいる。

　埠ふ頭とうを見下ろす白壁の砦とりで。埠頭と市街地を隔てるように城壁があって、その上には衛えい士したちの姿も見えた。

　ここを建設したのは初期に入植した旧大陸の人間なのだから、変わりないのは当然かもしれない。余よ所そ見みをしたせいで、背負っていた装備品が隣を歩く男の荷物にぶつかり、睨にらまれた。

　レイは歩きながら、これからの予定を確認した。

　港湾管理局で、上陸審査を受ける。上陸許可証はあらかじめ船会社に用意してもらっているから、さほど時間は掛からないはずだ。

　できれば、今日中にこの港町を出立し、傭兵都市ロックフォートへ向かいたい。

　そこにはレイの知っているランサーがいるはずだった。

（……ダグは、まだいるんだろうか？）

　傭兵ダグ・ショートと出会ったのは八年も前のことだ。

　彼は一時期、レイの実家で護衛隊長を務つとめていた。もともとは新大陸で活動をしていたのだが、獣人の優れた危機察知能力と、器用さを活いかした『狙そ撃げき』のスキルを見込まれ、豪商だったレイの父親が家族の護衛として旧大陸へ招まねいたのだ。豪ごう放ほうで面倒見がよく、幼いレイに新大陸での冒ぼう険けん譚たんを聞かせてくれたのを今でも憶おぼえている。

　その後、彼は新大陸へと戻り、それ以来、一度も連絡を取っていない。生きているかどうか、それさえもわからない。だが、できることなら、ランサーとしての人生を始める前に会っておきたかった。

　ランサーになる。

　もう一度、その目的を頭に思い浮かべ、レイは心臓が高鳴るのを感じた。

「止まれ」

　呼びかけられ、レイは立ち止まった。

　埠ふ頭とうの一角に天てん幕まくがあり、数人の男たちがいた。検問所らしい。男たちの種族はばらばらだが、肩に鷲わしの紋章が入った制服を着て、腰に警棒を差しているのは同じだ。港の衛えい士しらしかった。

「お前はこっちだ」

　呼び止められたのはレイだけだった。旅客たちは疲れきった視線をレイに向けただけで、関かかわり合いを避さけるように、そのまま砦とりでの方へ歩いて行く。

　レイは中肉中背の人間族ヒユーマンと大柄な猪人族オークに取り囲まれ、天幕の下のテーブルに連れて行かれた。

「荷物を置け。その剣もだ」

　言われるままに、背はい嚢のうと装備品類をテーブルに置き、腰から長剣を外した。

　オークは剣を受け取ると乱雑にテーブルに置き、横おう柄へいな口調で言った。

「書類を見せろ」

　レイは荷物から、上陸許可証を取り出した。ヒューマンはそれを取り、書類に目を走らせながら、たずねてきた。

「目的地と上陸の目的を」

「ロックフォートです。ランサーになるためにやってきました」

「ランサー？」

　脇で聞いていたオークが素すっ頓とん狂きような声を上げた。質問者のヒューマンが言った。

「やっぱり旧大陸出身か。こっちに身内は？」

「いません」

「いない？　じゃあ、どのランサーギルドに入る予定なんだ？」

「まだ決めていません」

「コネも無しに来たのか？」

「いけませんか？」

　レイが言うと、男たちは顔を見合わせ、鼻で笑った。

「何にも知らないんだな。今時、こんな馬鹿がいるとは思わなかった」

「お前みたいなのは、野垂れ死ぬのがオチだ。金があるうちにとっとと帰るんだな」

　男たちの態度に、レイは苛いら立だつ。

「あなたたちには関係ないでしょう」

　レイが言うと、衛士は睨にらみつけてきた。

「俺たちの仕事は、余計な奴やつを俺たちの街に入れないことだ。野垂れ死にするならましな方で、仕事にあぶれて無ぶ頼らいになる連中も多いからな」

「俺は旧大陸にある、セシリアル王国の陸軍士官学校アカデミーで訓練を受けてきました。犯罪者と一緒にしないでください」

「士官学校アカデミーねえ。どうせ、落第して逃げ出してきたんだろう」

　その言葉に、レイはわずかに顔をしかめた。それを見て、オークが笑った。

「やっぱりな。向こうの士官学校アカデミーでまともな成績を修めてたんなら、わざわざ新大陸にやってくるわけがねえからな」

「いい加減な憶おく測そくで言いがかりをつけないでください」

「わかるさ。お前みたいなガキにランサーが務つとまるものか。とっとと旧大陸に帰れ」

　ヒューマンの男がテーブルにあったレイの荷物を手に取り、中身をぶちまけた。

「何か金目の物はないのか？　それで船賃くらいは都合してやるよ」

「やめてください！」

「大人しくしろ！」

　前に出ようとしたレイの腕を、オークが掴つかんだ。

（こいつ！）

　頭に血が上った。レイはオークの腕を掴み返すと、相手の方が上背があるのを利用し、体勢を低くしながら足を払った。油断していたオークは足をもつれさせ、こらえきれず地面を転がった。

　男たちの雰ふん囲い気きが変わった。背後で別の仕事をしていた衛えい士したちも、不穏な空気を察知して、レイを取り囲む。オークが立ち上がり、警棒を構えた。

「力尽くじゃなきゃ、わからないみたいだな」

　四対一。

　レイは気け圧おされかけたが、意を決し、身構えた。

　やりすぎた、と正直思った。だが、間違っているのは向こうだ。レイは拳こぶしを握り込む。

　突如、轟ごう音おんとともに地面が揺れた。

　体が竦すくむような大気の震えと同時に足下の揺れに襲われ、レイは思わず片かた膝ひざを突いた。不意の轟音に、体が震え出した。

　鐘が鳴りだした。見ると、港の白い砦とりでの高こう楼ろうで、せわしく鐘が動いている。さらに別の方角から、さらに遠方から、鐘の音は共鳴するように街中から響き始めた。

「出やがったぞ！」

　衛士たちの視線が防波堤に集まっていた。レイもそちらを見た。

　何かが、防波堤から突き出ていた。

　それは黒い尖せん塔とうのように見えた。黒光りし、鉄でも木でもない質感の何かは、自おのずから動き出し、その先端を防波堤に突き刺した。

　そして、その尖塔のような脚あしを支えに、魔獣がゆっくりとその姿を現した。

　外観は巨大なサソリのようだった。

　亀かめの甲こう羅らを思わせる分厚い殻からから、金属のような光沢のある八本の足が生えていた。後部から伸びた太い尾は反り返り、先端には槍やりのような針を備えている。サソリのような鋏はさみはない。その代わり、胸部からは黒い触手が無数に噴き出し、蠢うごめいていた。

　──あれが、本物の魔獣。

　旧大陸ではすでに駆逐された存在。

　大型のものは体長数十メートルを超え、砲弾すら耐える甲こう殻かくを持ち、街一つを軽く蹂じゆう躙りんする力と残虐性を兼ね備えている、書物にはそう記されていた。だが、これほどの巨大さ、おぞましさとは。魔獣を目の当たりにした瞬間、自分の知っている情報が、単なる机上のものでしかなかったことをレイは知った。

　白い砦とりでの屋上に衛えい士したちが現れ、弩ど砲ほうで攻撃を始めていた。

　その攻撃をものともせず、魔獣は港内を蹂躙していく。八本の脚あしを気持ち悪い程の速さと正確さで動かし、白い砦を目がけ、防波堤の上を突き進む。

「立て！」

　腕を掴つかまれ、体を引っ張り上げられた。

「あれが見えないのか！　さっさと逃げろ！」

　オークの衛士がレイの体を引っ張り、城壁の方角へと走り始めた。市街地への門には避難する港の人々が駆け込んでいく。彼と一緒に門に入ったレイは我に返り、叫んだ。

「俺の剣が！」

「馬鹿野郎が！　あんな安物のために死ぬ気か！」

「俺も一緒に戦います！　剣がなければ戦えません！」

　オークは、本物の馬鹿を見た、と言わんばかりの視線をこちらに向けてきた。

「大馬鹿が！　あんなのはランサーに任せておけばいいんだ！　そのために高い金を払ってるんだからな！」

「こんなときにランサーも何も関係ないでしょう！」

　そのときだった。抵抗するレイの目の前を、人の流れに逆らうようにして一台の馬車が駆け抜けていった。

　その一瞬、レイの目は、御ぎよ者しや台だいにいた人影を捉とらえた。

　ヒューマンの少女だった。軽装歩兵姿、真しん珠じゆ色いろの髪をした少女が手た綱づなを操り、砦へと向かっていく。

（あれが、ランサー……？）

　馬車は角を曲がり、すぐに見えなくなる。

　門に人々が殺到してきた。レイは人の波に巻きこまれ、そのまま市街地に流されていった。





　　　　◆






「鐘を鳴らせ！　住民を避難させろ！」

　砦の屋上で警戒していた男が叫ぶ。魔獣を発見した自警団の男たちがお互いに怒鳴り合いながら配置に着いた。

「どっから出やがったんだ、あんな馬鹿でかいのが！」

「武器を用意しろ！　西門にも応援を要請しろ！」

　隊長は部下に指示を出し、防波堤に乗り上げた魔獣の姿を確認した。

　蟹かにと蠍さそりとを合成したかのような、異様で、巨大な体たい躯く。

　その姿から、デスターレットと呼ばれている、新大陸沿岸に現れる大型の魔獣だ。本来はもっと北に生息している種だが、ときおり南下する個体が現れ、人里を襲うことがある。今回も、数日前から付近で目撃証言が相次ぎ、港でも警戒していたのだが……。

　隊長は背後に向けて怒鳴った。

「ランサーはどうした！　まだ到着しないのか！」

「今日の昼には着くはずなんだが……！」

　隊長は空を見上げた。太陽はまだ東の空にある。しかも相手はランサーなのだ。時間通りに到着するはずがない。

　だからといって、逃げるわけにはいかない。砦とりでの背後には市街地が広がっているのだ。

「撃て！　魔獣を近付けさせるな！」

　隊長の合図とともに、自警団が攻撃を開始する。倒せるとは思っていない。せめてもの抵抗で時間を稼ぎ、あわよくば魔獣を追い払うことができればそれでいい。

　しかし、淡い期待は簡単に打ち砕かれた。巨大な体躯からは想像もつかない機き敏びんな動きで魔獣は砦へと迫る。バリスタの矢はほとんどが当たらず、命中したものも分厚い甲こう殻かくによって跳ね返された。

　魔獣はあっという間に砦に到達した。

　最前部の足を城壁に突き刺し、それを支えに体を持ち上げた。その動きはまさに、八足の生きた攻城櫓ターレツトだった。

「退ひけ！」

　隊長が叫ぶ。

　退却命令は間に合わなかった。城壁に、魔獣の頭部が乗り上げる。殻からの奥から、金属のような八個の目がぎろりと覗のぞき、取り残された自警団を捉とらえた。胸部から伸びた大蛇のような触手が餌えさを求め、砦の壁をまさぐる。その内の一本が鎌かま首くびをもたげ、隊長の頭上から振り下ろされる。

「しまっ……！」

　その瞬間、後方から影が走ったように見えた。

「『秘剣・平ひら蜘ぐ蛛も』」

　隊長には、何がどうなったのかわからなかった。気がつくと、彼の眼前に、びくり、びくり、蠢うごめくものが落ちていた。切り落とされ、黒色の体液を吹き出す触手に、突如現れた巨大な人影が太た刀ちを突き立てた。

「ここは拙せつ者しやが」

　巨人族テイターンの男だった。

　身長は二メートルを優に超え、その手には、長身に匹敵する長さの大おお太だ刀ちが提げられていた。防具はほとんど身につけていない。右肩は肌脱ぎになり、大樹のような筋肉を脈動させている。

　そして、黒い眼帯で右目を覆おおい、左目で油断なく魔獣の姿を捉とらえていた。

　ランサーだと一目でわかった。街が雇やとったギルドの一員に違いない。

　巨人族テイターンはゆらり大おお太だ刀ちを構え、魔獣と対たい峙じする。

「お主たちは下がるでござる」

「だが、魔獣をこれ以上進ませるわけには……！」

「うむ、立派な心意気でござる。武人たるもの、そうでなくては」

　巨人族は鷹おう揚ように頷うなずくと、転瞬、鋭するどい眼光を魔獣へ向けた。

「なれば、我々の攻撃に巻きこまれぬように」

　巨人族が触手と切り結びながら突進する。直後、魔獣の側面で爆発が起こった。

「にゃっはー！」

　援軍は彼だけではなかった。高こう楼ろうの一つ、そこに砲ほう兵へいがいた。

　獣人の少女だ。

　豹人族リユンクスという、食肉目の特徴を強く持つ種族だった。黒と灰色の縞しまになった髪から猫のような耳が突き出し、同じく黒と灰色の尻尾しつぽが背中の辺りで揺れている。

　そして、黒い眼帯で右目を覆い、左目で魔獣を睥へい睨げいしていた。

　少女は小柄な体たい躯くにもかかわらず、自らの身長を軽く超えている長さの大砲を脇に抱えていた。彼女は砲身の閉鎖部を解放すると、流れるような手際で弾薬を装そう填てんし、尾栓をロックした。

「にゃーはははは！」

　少女の笑い声と共に、一撃、また一撃と、容赦ない砲撃が浴びせられた。

　魔獣が方向を変え、尾を突き出した。槍やりのような毒針が高楼を貫く。だが、少女はすでにそこから脱出していた。入れ違うように空中に躍り出た彼女は、体と砲身をしなやかに制御し、そのまま狙ねらいをつけた。

「おせーんだよ！」

　雷管が爆はぜる。上空からの一撃に尾が千ち切ぎれ飛び、黒い血が飛び散る。尾が海面に落ち、水しぶきを上げる。魔獣がどこからか悲痛な金切り声を上げた。

「火の精霊よ」

　魔獣の悲鳴に混じり、魔術の詠えい唱しようが聞こえてきた。

　いつの間にか、隊長たちの背後に森人族エルフの魔術士が現れていた。

　爆風吹ふき荒すさぶ戦場にありながら、優ゆう雅がに金色の髪をなびかせ、歌うように呪じゆ文もんを唱える。汚けがれのない青い法ほう衣いに、手には魔晶石の嵌はめられた宝ほう杖じようを掲げている。

　そして、黒い眼帯で右目を覆い、左目で静かに魔獣を見つめていた。

「不死なる者、不滅なる者、その力をもって、我、眼前の邪悪に真なる死と滅びを与えん」

　彼女の手から生み出された紅あかい炎が、青い法衣にまとわりつく。炎はやがて形を成し、彼女の腕に留とまる、一羽の巨大な火の鳥と化していた。

「『不死鳥』」

　魔術が放たれる。飛び立った火の鳥は魔獣の剥むき出しになった腹部に突き刺さり、肉体を貫かん通つうし、巨大な火柱を作り出した。

「その威いを示せ」

　最後の呪じゆ文もんとともに、火柱が爆発した。炎は魔獣の全身を包み込み、バリスタさえ寄せ付けなかった堅けん牢ろうな甲こう殻かくを焼き尽くしていく。

　魔獣の最期が近づいていた。金切り声を上げながら悶もだえ苦しんでいた魔獣は、砦とりでの城壁にもたれかかり、なおも蠢うごめいていたが、やがて動かなくなり、壁から剥はがれ落ちた。そのまま体は防波堤に打ちつけられ、ゆっくりと海へと滑り落ちていった。

　辺りに静けさが戻る。あっという間の出来事に、自警団は誰も言葉を発することができなかった。

「みなさん、ご無事ですか！」

　隊長は我に返った。街の方角を振り返ると、四人目のランサーが馬車を駆り、砦へとやってくるところだった。

　ヒューマンの少女だ。背中にかかる、柔らかな真しん珠じゆ色いろの髪が陽光に煌きらめく。軽装歩兵風の装しよう束ぞくに、銀の胸当てを身に付けている。

　そして、黒い眼帯で右目を覆おおい、左目で衛えい士したちを見上げていた。

　少女は手た綱づなを引き、砦の前で馬を止めると、砦の屋上にいる自警団に呼びかけた。

「傭兵ランサーギルド〈白き盾〉、ギルドマスターのマリールイズ・ヴァイスシルトと申します！　ご依頼に応じ、ただ今、参上いたしました！」




「みなさん、おつかれさまでした！」

　戦いから数刻後、眼帯を着けたマリールイズは喜色満面で話を始めた。

「みなさんの尽力のおかげで無事、犠ぎ牲せい者しやを出すこともなく、見事にクエストを達成しました。ですがホームに戻るまでがクエスト、家のドアを開けるまでがクエストです。ロックフォートまで気を抜かないようにしてくださいね」

　彼女の前には三人のランサーがいた。皆、一様に眼帯を着けていて、皆、一様に憮ぶ然ぜんとしている。片付けをしていた衛士たちも、砦の前で集会を開いているマリールイズたちに怪け訝げんそうな視線を向けていた。

　エルフの女性が手を挙あげた。

「マリールイズ、お話が」

「ソフィ、どうしました？」

「そろそろ、この眼帯の意味を教えていただけませんか？　先ほどは『ギルドにとって重要なこと』だというのでとりあえず着用しましたが、説明の途中で港が魔獣に急襲され、話がそのままになってしまいましたので」

　ソフィと呼ばれたエルフの女性が眼帯を持ち上げ、その下の碧あお色の瞳ひとみで訝いぶかしげにマリールイズを見た。他の二人のランサーも黙っているが、その視線は同じように訝いぶかしげだ。

　その問いに、マリールイズは待ってましたと言わんばかりに、ふふふと不敵に笑い、自分の眼帯を指さした。

「これは『イメージブランディング』です」

「……何ですか、それは？」

「営業手法の一つです。お客さまのイメージに積極的に訴えかけることにより、我々〈白き盾〉への印象を向上させ、他ギルドとの差別化を図る戦略です。王都経済新聞の最新号で紹介されていたので早速取り入れてみたんですよ！」

　マリールイズは懐ふところからくしゃくしゃの新聞を取り出すと、三人の前を行ったり来たりしながら解説を始めた。

「眼帯は〈白き盾〉の初代ギルドマスター、カール・ヴァイスシルトのトレードマークでした。彼は清せい廉れん潔けつ白ぱくな人柄で、その名声は新大陸中に知れ渡っていました。ですから我々が全員、眼帯を身に付けることにより、お客さまに初代マスターの持つ安心感と清潔感を連想していただくことで、最終的に〈白き盾〉への信頼感を構築することにつなげるわけです。どうです、いい考えでしょう？　何とか今回のクエストに間に合わせることができてよかったです！」

「「「…………」」」

　得意気なマリールイズに対し、一様に言葉を失うランサーたち。大砲にぐったりと寄りかかっていたリュンクスの少女が、うんざりとした顔で手を挙あげた。

「改善要求」

「あら、めずらしいですね、アメリア。どうぞ遠慮せずにおっしゃってください。現場の声を反映させるのも私の仕事ですから」

「とりあえず、これ捨てるからな」

「ああ！　何するんですか！」

　マリールイズは慌あわてて、赤土の上から、投げ捨てられた眼帯を拾い上げた。

「ひどいじゃないですか、せっかく作ったのに！」

「うるせー、ポンコツ！」

　アメリアと呼ばれたリュンクスの少女は、砲身をばしばし叩たたきながら怒鳴った。

「砲ほう兵へいに眼帯着けさせるとか、馬鹿かおめーは！　距離計るのに邪魔だし！　照準つけるのに邪魔だし！　あーもうとにかく邪魔なんだよ！」

「……確かにそうかもしれませんね。あ！　じゃあ、今度はちゃんと見えるようにレース地で作りましょうか？　うん、その方がきっとかわいいですよ！」

「いらねーって言ってんだ！　まともに仕事も取ってこれないくせに、こんなくだらないことばっかりやりやがって！」

「くだらなくなんてありません！」

　マリールイズは顔を真っ赤にして反論した。

「先ほど自警団の隊長さんとお会いしたときのことです。報酬を受け取ったついでに定期警護の売り込みをしたのですが、そのとき隊長さんは我々の活躍に高い評価をしてくださったんですよ。『〈白き盾〉の噂うわさは聞いていましたが、これほどの強さだとは思ってもみませんでした。ですが、私たちにも予算があり、皆様のような超一流のランサーを抱えておくことはできません。いずれまた仕事を依頼することはあると思いますが、今回は契約を見送るという方向で』って。今までこんなに褒ほめられたことなかったんですから。私のアイディアで〈白き盾〉の評価が上がったことは確かです！」

「マリールイズ殿」

　力説するマリールイズに、ぼそり、巨人族テイターンが言った。

「それ、社交辞令でござる」

「……え？」

「『もう来なくていい』っていうのをやんわり言ったのでござる」

「…………え？」

　マリールイズの手から、拾い上げたばかりの眼帯が、ぽとり、落ちた。

　そのまま固まって動かなくなっているマリールイズを置いて、三人は額を寄せ合った。

「どうすんだよ、このポンコツ。まともに仕事も取ってこれねーし」

「また、一回契約で終わりでござる。もう少し安定したクエストがしたいでござる」

「……とりあえず、解散しましょう。ここで立ち話していても報酬が出るわけではありませんから」

　ランサーたちはぞろぞろ市街地へ帰り始める。獣人の少女が言った。

「おい、ポンコツ。あたしらは先にロックフォートに戻ってるからな」

「……え？」

　マリールイズは我に返った。

「あ！　待ってください。このクエストの事後処理が終わったらお送りしますから！」

「待ってたら日が暮れるだろ。中級魔獣相手にこれ以上拘束されてたまるか」

「でも、ランサーの送迎は運営の仕事で、……んむっ！」

　ランサーたちを追いかけようとすると、突然、視界が遮さえぎられた。海風で吹き飛ばされてきた紙片が、マリールイズの顔にべたんと衝突した。

「……いたた。ん？」

　マリールイズは鼻を押さえながら、顔に張り付いてきたものを取った。

　そこには『上陸許可証』とあり、その持ち主の名前が記されていた。




　再び、門が開かれたとき、検問所は破壊しつくされていた。

　戦いに巻きこまれた天てん幕まくは引き裂さかれ、あちこち焼け焦こげていた。テーブルはただの木ぎれと化し、埠ふ頭とうに転がっていた。

　検問所と一緒に、レイの装備品や背はい嚢のうも滅め茶ちや苦く茶ちやになっていた。レイは残ざん骸がいを取りのけながら、装備品を拾い集めていく。剣も鎧よろいも安物ではあるが、あまりいい気持ちはしない。

　魔獣の襲撃があったばかりだというのに、港はすでに平穏を取り戻していた。

　人々は皆、何事もなかったかのように淡々と作業をしていた。船からは船員が積荷を下ろし、荷役夫は次々とそれを運び出していく。市街地からは物売りが戻ってきて、港湾関係者相手に商売をしている。

　防波堤近くの海面からは魔獣の脚あしが突き出し、その周囲では検問所の衛えい士したちが遺い骸がいの処理について話し合っていた。レイのことなど忘れてしまっているようだ。

　同じように、レイの脳裏からも、彼らへの怒りは消えていた。

　心を占めていたのは、先ほどの戦闘だった。

　レイは手を止め、半ば恍こう惚こつと、戦場だった白い砦とりでを見上げた。

　あれが、本物のランサー。

　避難した高台から見た光景。距離があったため、戦闘の詳細はわからない。しかし、砦に張り付いた巨大な魔獣を、数人のランサーたちが圧倒するのがはっきりとわかった。敵の攻撃をものともせず、ランサーは己の武器を駆使し、魔獣を押し返し、その巨体を海に叩たたき落とした。

　手の震えはまだ残っている。それは恐怖からではなく、ランサーと魔獣の戦いを目の当たりにした興奮からだった。

　俺もあの世界に入っていくんだ。

　今の自分に、あの強大な魔獣と戦う力はまだないだろう。だが、俺はこの地で必ず強くなってみせる。一人前のランサーにふさわしい強さ、『本物の騎士』にふさわしい強さを身に付けてみせる。

「もしかして、あなたがレイ・ブラウンさん？」

　突然、名前を呼ばれ、レイは驚く。

　振り返ると、一人の少女がいた。

（あのときのランサー……）

　先ほど、馬車を駆っていたヒューマンの少女だった。

　まだ十代だろう。自分と同年代のように見える。柔らかそうな、真しん珠じゆ色いろの髪。赤みがかった瞳ひとみ。軽装歩兵風の装しよう束ぞくに、銀の胸当てを装備している。

　何より目を惹ひいたのは黒い『眼帯』だった。先ほどは気付かなかったが、少女の右目は不釣り合いに大きな眼帯で覆おおわれていた。

　ランサーがどうして俺の名前を？

　かすれる声で、レイはたずねていた。

「どうして俺を……」

「失礼しました。これを見つけたものですから、もしかしてと思って」

　少女が手にしていた書類を見て、レイの疑念は晴れた。

　彼女が持っていたのはレイの上陸許可証だった。レイは、衛士に書類を提出したままになっていたのを思い出した。上陸許可証には種族・性別・身長・体重、目の色や髪の色、出身地から経歴まで記入してある。彼女はそれを見たのだ。

　レイは彼女に近づき、礼を言った。

「ありがとうございます」

「どういたしまして」

　少女は書類を差し出し、レイに微笑ほほえみかけた。

「ちょうど、あなたのような方を探していたんです。よろしければ私のギルドと契約していただけませんか？」

　今度こそ、レイは言葉を失った。

　ランサーギルドとの契約。それがレイの目的だったのにもかかわらず、突然のことにレイは呆ぼう然ぜんとなった。

　見知らぬ人間から、何の脈絡もなくギルドに誘われるとは。

　数秒の後、レイはようやく言葉を絞り出した。

「あなたのギルドと、契約ですか……？」

　かろうじて、それだけ言えた。

「ああ、失礼しました。いきなりこんなことを言うなんて」

　少女ははにかんだ。

「これからご予定は？」












「ロックフォートにいる知人をたずねようと思っているんですが……」

「そうでしたか。ちょうどよかった」

　少女は懐ふところから一枚のカードを取り出し、レイに差し出してきた。

「詳しい説明をしたいところなのですが、これから予定があるんです。ギルドはロックフォートにあります。もし興味を持たれたのであれば、そこへいらしてください」

　少女はレイに神秘的な微笑を見せると、踵きびすを返した。

　レイは立ち尽くしたまま、彼女を見送る。それから、受け取ったネームカードを見た。

　ランサーギルド〈白き盾〉。ギルドマスター、マリールイズ・ヴァイスシルト。

　その名前が心にさざ波を立てた。

〈白き盾〉。それは伝説の騎士が作り上げたギルドだった。





　　　　◆






　新大陸の赤い大地。

　静かな水色の空から、太陽が容赦なく光を放っている。

　静かな赤土の荒こう野やを、乾いた風が吹き抜けていく。

　ひたすらに広い空と、広い大地。

　そこに、赤い丘きゆう陵りようがそびえていた。周囲を覆おおう堅けん牢ろうな城壁、密集して貼はり付いている建物。他に比べるものがないために遠近感が狂い、街自体が一つの要よう塞さいのように見えた。

　傭兵都市ロックフォート。

　二百年前、新大陸に蠢うごめいていた魔獣たちから、移民たちを守るために建設された都市。そして今もなお、ランサーたちの前線基地として存在する都市だった。




　レイがロックフォートに入ったのは、港での魔獣騒さわぎの翌日のことだった。

　夕刻、大広場で駅馬車を降りる。赤土と砂色の街が、夕日に照らされてより一層、赤く染まっていた。

　レイは空いている場所を見つけ、腰を下ろした。道行く人々が怪け訝げんそうに見下ろしてきたが、故郷を遠く離れ、他人の目は気にならなくなっていた。

　地図を広げ、現在位置を確認する。現在は街の中心部、商業地区にいる。ここから通りを西へ行くと目的地に辿たどり着くはずだ。

　地図をしまおうとした拍子に、はらり、紙片が落ちた。

　それは、あの少女から渡されたネームカードだった。レイはこの二日間、何度も繰り返したように、またもネームカードを凝ぎよう視ししていた。

　マリールイズ・ヴァイスシルト。〈白き盾〉のギルドマスター。

〈白き盾〉。その伝説は、旧大陸セシリアル王国出身のレイもよく知っていた。




　二百年前、多くの民衆が新たなる生活を求め、旧大陸から新大陸に渡っていった頃。

　新大陸の生活は悲惨そのものだった。命を賭かけた渡航の末に待ち受けていたのは、痩やせた大地と容赦のない災害、そして魔獣の洗礼だった。彼らは貧しさと魔獣に怯おびえながら、一日一日を暮らしていた。

　セシリアル王国をはじめ、旧大陸の国々は冷淡だった。彼らにとって重要なのは旧大陸での政治や軍事の駆け引きであり、新大陸のことなどは最初から頭になかったのだ。

　その危機に一人の騎士が立ち上がる。

　彼の名はカール・ヴァイスシルト。セシリアル王国の近衛このえ騎士だった。

　人々の窮状を知った彼は、その身分を捨てて新大陸へと渡り、傭兵ランサーとなった。そして、私財を投げ打ち、民衆のために魔獣と戦い続けた。そして二度と故郷の地を踏むことなく、彼方かなたの地に骨を埋めたのだという。

　彼の死後も、その名声は消えることはなかった。それは旧大陸にまで届き、彼の冒ぼう険けん譚たんは多くの人々によって、今日に至るまで語り継がれている。

　彼こそが『本物の騎士』だった。レイが士官学校アカデミーに入学したのも、そして今、ランサーとなるために新大陸へと渡ってきたのも、彼に憧あこがれたからに他ならなかった。




　あの少女の姿を思い浮かべると同時に、レイはカール・ヴァイスシルトに与えられた異名を思い出していた。

『魔ま眼がんの騎士』。

　彼は人望に厚く、武芸に秀でていたばかりではなく、一族に伝わる特別な能力、『魔眼』の力を有していた。

　魔力を帯びたその右目は、未来を見通す力を持っていたとも、この世界の真理を見抜いたとも、異界から無限の力を引き出すことができたとも伝えられていた。しかし、正確なことを知る者はいない。彼は魔眼を隠すかのように常に黒い眼帯を身に付け、きわめて強大な魔獣との戦いの中でのみ、その力を解き放ったからだ。

　レイは、あの少女の不釣り合いに大きな眼帯を思い浮かべた。

（あの眼帯はまさか、魔眼を隠すための……）

　レイはかぶりを振った。

　現実感が失われている。こんなのは正常な思考じゃない。

　新大陸へ降り立ったその日、憧れた偉人の作り上げたギルドが、自分を誘ってくれている。こんな都合のいい話があるはずはない。

　なぜ、少女が見ず知らずの自分を誘ったのか、その理由もわからない。レイ自身、自分が強そうな外見をしているとは思えなかったし、所持している装備品も士官学校アカデミー時代に使っていた安物で、目を引くような逸いつ品ぴんではない。一つ考えられるのは、レイの上陸申請書に書かれていた経歴、士官学校アカデミーに在籍していたことだけだが、はたしてそれだけで契約を持ちかけられるものなのだろうか。

　レイは我に返った。すでに日は沈みかけている。

（……俺は何をしているんだ）

　自分には目的がある。あやふやな話に乗る前に、まず、自分のやるべきことをやらなくては。

　レイは立ち上がり、通りを西へと向かった。




　その地区だけ雰ふん囲い気きが違っていた。

　ロックフォートの西地区にある、一本の通りだった。西側に城壁がそびえており、その向こうには荒こう野やが広がっている。東側には物資の集まる商業地区がある。生活圏と荒野を隔てるようにある街。

　そこが、傭兵街と呼ばれる場所だった。

　通りには酒場や宿が立ち並んでいて、他の地区とは違う、雑多な空気に包まれていた。店の戸口には用心棒らしいランサーが椅い子すに腰掛け、通りに鋭するどい視線を向けていた。道行く人々も明らかに堅かた気ぎではない。老若男女問わず、何かしらの武装をしている。

　種族もまちまちだ。人間族ヒユーマン、森人族エルフ、煉人族ドワーフはレイの故郷にも多く住んでいて見慣れていたが、人狼族ワーウルフや猪人族オークなど、こちらに来て初めて見る種族も多かった。

　まずは街の雰囲気を把握することに決めた。拠点となる宿舎を物色し、情報を集め、雇やとってくれそうなランサーギルドにあたりをつける。

（……ダグはまだこの街にいるのか？）

　レイは記憶から、ダグ・ショートの姿を呼び起こした。彼が拠点としているのがロックフォートであることは聞いていた。彼がいるとすれば、この場所が最も確率が高いはずだ。

　通りを北へ進んでいくと、盛り場の灯あかりが少なくなり、物ぶつ騒そうな格好をした人々がいなくなる。代わりに集合住居らしい建物が増えてきた。

　ぽつりと一軒の酒場が開いていた。そこが北の端らしく、その先からは立ち入りを拒こばむかのように、暗く、狭せまい路地が始まっていた。

　開け放しになっていた窓から何気なく酒場を覗のぞき、レイは思わず立ち止まった。

　ランプの灯りの下、奥のテーブルに獣人の少女がいた。灰色と黒の縞しま模も様ようが、レイの記憶と重なった。もちろんダグではない。だが、その少女の後ろ姿にはどこか見覚えがあった。

　緊張を抑えながら、入り口をくぐる。

　店内はこぢんまりとして、カウンター席といくつかのテーブルだけでいっぱいだった。薄暗い店内、カウンターの中に店主らしいドワーフの男がおり、フロアではウェイトレスが立ち働いている。

　少女のいる一番奥のテーブルには、ランサーらしき男女がいた。術士らしいエルフの女性、屈強な体格の巨人族テイターンらしき男性。獣人の少女は二人と何か話しながら、料理をつついていた。

　不自然にならないようにテーブルに近づく。レイは横目で、おそるおそるその獣人の顔を見た。

「……アメリア。もしかして、アメリア・ショート？」

「ああ？」

　レイが呼びかけると、少女は柔軟な身体からだを捻ひねって、こちらを見た。

　やはり面影がある。ダグの娘、アメリア・ショートだった。

　今は十六、七歳のはずだが、記憶の中の姿と変わらず、アメリアは小柄な体格をしていた。灰色と黒の縞しま模も様ようとなった髪から、猫のような耳が飛び出している。背中の辺りで尻尾しつぽをゆらゆらと揺らしながら、アメリアは勝ち気そうな目をこちらに向けていた。

「誰だ、お前？　気安く人の名前を呼ぶんじゃねーよ」

「レイ・ブラウンだ！　ほら、小さい頃、旧大陸で一緒だった！」

　アメリアが怪け訝げんそうな表情をしていると、同じテーブルにいた巨人族テイターンらしき男が口を開いた。座ったままでもレイを見下ろす上背がある。立ち上がれば二メートルを軽く超えるだろう。

「アメリア、知り合いでござるか？」

「知らねー」

「そちらの御ご仁じんは知っているようでござるが」

「当たり前だろ。あたしは有名人なんだから」

「またお金でも借りたのでしょう。金貸しも、金貸しに関かかわるのも、共に悪徳ですよ」

　オートミールを口にしていたエルフが口元を拭ぬぐい、レイに美しい碧へき眼がんを向けた。どこか神職者を思わせる、静かな立ち振る舞いだった。

「んなわけねーだろ。おい、詐さ欺ぎだったら間に合ってるから、他行きな」

　手を払う仕草を見せるアメリアに、レイは続けた。

「憶おぼえてないかもしれないけど、俺は旧大陸でダグさんにお世話になったことがあるんだ。ダグさんは一緒じゃないのか？」

「誰だ、それ？」

「君の親父おやじさんだろう！」

　思わずレイが叫ぶと、アメリアはうるさそうに耳をそっぽに向けた。

「うるせーな。いつまでも乳離れできないヒューマンと違ってリュンクスは気高いんだ。父親なんかいつまでも憶えてられるか」

「それで、ダグさんはどこに？」

「知らねー。行政府にでもいるんじゃねーの？」

　行政府。新大陸を統治している機関。ここから、数十キロも離れている。

（この街に、ダグはいない……）

　そう思った瞬間、なぜか不安定な足場に放ほうり出されたような気がした。

　無意識のうちに、ダグの存在に期待していた自分に気付いた。会えても会えなくても構わない、そう思っていながら、心のどこかで彼に頼ろうとしていたのではないのか。これからは自分の力だけで生きていかなければならないのに。

「いつまで突っ立ってんだよ。邪魔だから出てけよ」

　アメリアが素っ気ない態度で言った。当たり前だ。もう八年も前の、幼い頃のことなんだ。憶おぼえていろという方が無理だ。自分がただ、甘かっただけだ。

「……わかった。時間を取らせてすまなかった」

　レイは踵きびすを返した。

「お客さま、どうぞ。カウンター席が空きましたよ」

　帰ろうとしたレイに、ウェイトレスが微笑ほほえみかけてきた。

「いえ、俺はもう帰るので……」

　レイが言うと、ウェイトレスはレイの前に立ちはだかったまま、じっとレイの顔を見つめてくる。レイははっとした。……そうか、酒場に入ってきて何も注文しなかったら、それは睨にらまれるだろう。まだ宿は決まっていないが、ちょうど夕食時でもあるし、ここで食事を……。そんなことを考えていると、

「レイさん！　本当に来てくれたんですね！」

　いきなり、ウェイトレスが腕に飛びついてきた。彼女は赤みがかった瞳ひとみを輝かせて、レイにぱっと笑顔を見せた。

「お待ちしてました！　酒場の場所はわかりました？　道に迷いませんでした？」

　誰だ？　レイは混乱した。新大陸に知り合いなんていないし、こちらに来ることだって誰にも伝えていない。

　少女はレイに抱きついたまま、カウンターにいたドワーフに向き直った。

「オーナーシェフ！」

「……何だ？」

「非常に申し上げづらいのですが、お客さまがいらしていて……少し早いのですが、休憩いただけませんでしょうか？」

　おそるおそるたずねると、ドワーフは鼻を鳴らし、不機嫌そうに頷うなずく。少女はぱちんと手を叩たたき、

「ありがとうございます！　レイさん、少々お待ちください！」

　状況がつかめないレイを置いて、ウェイトレスは店の狭せまい階段を駆け上がっていった。

　ドアが閉まる音、二階の床がばたばた踏み鳴らされる音、何かがばたんと倒れる音。しばらくして、ウェイトレスが戻ってきた。

「お待たせしました！」

　ウェイトレスではなかった。

　あの眼帯の少女だった。

　背中にかかる真しん珠じゆ色いろの髪。軽装歩兵風の装しよう束ぞく。白はく銀ぎんの胸当て。黒い眼帯。

　だが、あの神秘的な雰ふん囲い気きは全く消え失うせていた。

　慌あわてて着替えたからなのか白はく銀ぎんのプレートはずれ落ちているし、靴下は左右でずれているし、眼帯はゆるゆるで、そもそも今度は左目を覆おおっていた。

　呆あつ気けにとられているレイの腕を取り、少女はアメリアたちのテーブルに向き直った。

「みなさん紹介します！　新しく『運営職』としてお招まねきした、レイ・ブラウンさんです！」

「……『運営職』？」

　レイだけではなく、アメリアたちも聞き返していた。誰もが唖あ然ぜんとしている中、彼女はテーブルの前を行ったり来たりしながら、話し始めた。

「実は前々から考えていたんです。ギルド運営の仕事は多た岐きに渡ります。顧客を獲得する営業、資産を管理する経理、その他雑務。今までは私一人でも十分にこなせていましたが、大手ギルドの攻勢の中、こちらから積極的に業務拡張に打って出るためには、私の仕事をサポートしてくれる方が必要だという結論に至りました。それで暇を見つけては酒場巡めぐりしていたんですが、これといった方がなかなか見つからなくて。ところが前回のクエストの際、偶然レイさんとお会いして、これ以上の人材はいないと思いお招きしたんです！」

「一つ、確認しておきたいのですが」

　マリールイズがまくし立てる中、エルフが口を開いた。

「あなたは運営職を探すために酒場を巡っていたと？」

「はい」

「……あなたは酒場を何だと思ってるんです？」

「夢と野心を持った人材が集まる場所、それが酒場です。優秀な人材を探すのなら、酒場にはこまめに足を運ばなくては」

「紹介所や会計事務所という言葉をご存じですか？」

「？」

「…………」

　エルフが言葉を失い、目頭を押さえた。代わりにアメリアが呆あきれたようにつぶやいた。

「ポンコツ。この変なの連れてきたのお前だったのか」

「アメリア。お客さまの前でポンコツというのはやめてください。ちゃんとギルドマスターとして扱うように」

「うるせー、ポンコツ。さっさと返品してこねーと砲身に詰めて吹っ飛ばすぞ」

「アメリア！」

　言い合う二人に、巨人族テイターンの男がおっとりと言った。

「マリールイズ殿、そもそもそちらの御ご仁じんには、ちゃんと仕事の内容を伝えたのでござるか？　どうも、話が飲み込めていないように見えるのでござるが」

「それはもちろん……あ、そういえば自己紹介はまだでしたね」

　手をぽんと叩たたくと、レイの前で一礼し、胸に手を当てた。

「申し遅れました。私、ギルドマスターのマリールイズ・ヴァイスシルトと申します。ようこそランサーギルド〈白き盾〉へ！」

　ぱぁっ、と両手を広げるマリールイズに、レイは衝撃から立ち直れないまま、たずねていた。

「運営……運営職って何ですか……？」

「ランサーギルドの仕事というのは商家などから依頼を受け、クエストを企画し、パーティを編成、任務を遂すい行こうすることにあります。その一連の流れをスムーズに進行させ、現場のランサーをサポートするのが運営の仕事です」

「そ、そうではなくて、俺を誘ってくれたのはランサーとしてではなく、その、運営として契約したいということなんですか？」

「ええ、その通りです」

　この自分が、運営。レイは声を荒らげ、鎧よろいに手を当てた。

「あなたはこの格好が見えないんですか！」

「？　もちろん見えますよ。あ、眼帯をしているから気遣ってくださったんですね。ご心配なく、おかげさまで私、視力は両方ともいいんです」

「そうではなくて！　どうしたら武装した人間を運営に誘うことになるんです！」

　怒りを露あらわにするレイに、マリールイズは得意気に人差し指を立てた。

「ふふふ、失礼ながら、あのときあなたの上陸申請書で経歴を確認させていただきました。そうしたら何と、セシリアル王国の『アカデミー』にいらしたというではありませんか！　道理で書類に記された文字は美しく、王都仕込みの発音は優ゆう雅がそのもの、隠しきれない教養が全身から溢あふれていたわけです。私は確信しました。レイさんこそ、今の〈白き盾〉に必要な人材なのだと！」

　レイは絶句しかけた。そして、何とか言葉をひねり出した。

「……国立陸軍士官学校ナシヨナル・ミリタリー・アカデミーは騎士の育成のための学校です」

「……え？」

「俺は士官学校アカデミーで騎士になるための訓練を受けてきました！　新大陸にはランサーになるためにやってきたんです！」

「………………え？」

　固まるマリールイズ。しばらく、レイとマリールイズは顔を見合わせた。先に立ち直ったマリールイズはプレートの下から、何事もなかったように一枚の紙を取り出した。

「……では、こちらが契約書になります。そうですね、まずは八週間の試用期間ということで。休憩時間も残り少ないことですし、問題なければサインを」

「帰ります」

「え！　ま、待ってください！」

　死んだような顔で立ち去ろうとするレイの腕を、すかさずマリールイズが引っ張った。

「と、とりあえず、詳しいお話だけでも聞いてみませんか？　運営も素敵なお仕事ですよ。お給料は……それは多いとは言えませんけど、やりがいはありますから！」

「…………」

「あと、あと、二階の部屋のベッドも空いてるので住み込みも大丈夫ですし、実は当ギルドではなんと朝食サービス付なんです！　ここの食事はとっても美お味いしいと近所でも評判なんですよ！」

　全く魅力的でない提案をしながら、マリールイズは腕をぐいぐいと引っ張る。彼女の力は見た目よりも強く、なかなか前に進めない。

（……撤退だ）

　こんなところ、さっさと立ち去るべきだ。やはり都合のいい話などあるわけなかった。

　一応、この少女には恩がある。その上、この街で他に仕事が見つかる保証もない。

　でも、自分はここへランサーとしてやってきたのだ。『本物の騎士』として生きるためにやってきたのだ。それなのにこんな裏方の雑用をしていたのでは、新大陸までやって来た意味がない。

　ヴァイスシルトという名前だけが引っかかっていたが、とりあえず、撤退すべきだ。はっきりさせるのは後でもできる。おかしな契約をする前にここから立ち去らなくては。

　エルフと巨人族テイターンは諦あきらめたように、レイを引き留とめようとするマリールイズを眺めている。アメリアはもう興味がなくなったのか、つまらなそうに食事をつついていた。

「ほっとけよ、そんな奴やつ。帰るって言ってんだから」

「駄目です！　あんな綺き麗れいな字が書ける人材を逃したらギルドの恥です！　アメリアのお知り合いなら、引き留めてくださいよう！」

「だから、知らねーって言ってんだろ」

　引きずられながら、マリールイズはさらなる条件を提示してくる。

「もしよろしければ、ランサー活動と並行という形でも全然、構いませんから！　それから、ええと……。あ！　ランサーユニオンの組合費もうちで負ふ担たんしましょうか？」

「ああ!?」

　マリールイズの言葉に、アメリアの耳がぴくりと反応した。

「何でそいつだけ組合費が出るんだよ！　ずるいだろーが！」

「だって仕方ないじゃありませんか、そうしないと引き留められないんですし」

「だったらあたしのも払えよ！」

「あ、拙せつ者しやも拙者も！　アメリアとその御ご仁じんだけでは不公平でござる！」

「ええ？　二人は一流のランサーなんですから、それくらい何とかしてくださいよう……」

「こういうときだけ一流とか言ってんじゃねー！」

　マリールイズとアメリアのやりとりに、巨人族まで加わって大おお騒さわぎをしている。

　一方、レイは足を止めていた。振り返り、その聞き覚えのない単語についてたずねる。

「『ランサーユニオン』って何です？」

　レイがそう問いかけると、アメリアは一瞬、目を見開いた。

「まさかお前……ユニオンも知らねーの？」

「今日、ここに着いたばかりなので」

「にゃ……にゃーはははは！　ユニオンも知らないでここに来る奴やつがいるのかよ！　何時代の人間なんだよ！」

　アメリアは椅い子すの上で足をばたつかせながら笑った。リュンクス独特の笑い声が酒場に響く。レイは助けを求めるように、腕にしがみついているマリールイズに視線を向けた。

「ランサーユニオンというのは、ランサーの労働組合のことです。ロックフォートの正規ギルドはランサーユニオンと労働協定を結んでいて、組合員ではないランサーを雇やとうことはできないんです。それを破るとギルドの営業許可や入札参加権が停止されてしまうので」

「ランサーに労働組合があるんですか……？」

「はい」

　知らなかった。どうしてランサーなんかに労働組合が？　能力さえあれば、誰だってランサーになれるのではないのか。

　いや、知らないでは済まされない。これは生死に関かかわる。いくら渡と航こう費ひを稼ぐのにかまけていたとはいえ、自分はどうして下調べをしてこなかったのか。迂う闊かつにもほどがある。

「そ、それは、どうやったら入れるんですか？」

「ユニオンの試験に合格して、研修を受ければ誰でも入れますよ。確か加入料と研修費用が掛かったはずです。ええと、いくらだったか……」

　金。

　鎧よろいが重みを増し、肩に食い込むような気がした。渡航費などを支払ってしまった今、手元には当面の生活費しか残っていない。さらに、マリールイズが付け加えた。

「あ、そうだ。この前試験があったばかりなので、次の試験は三ヶ月くらい先になります」

　レイは戸口の外を見た。

　酒場の外は、夜の闇やみに包まれていた。

　宿と食事。その安定が例えようもなく、魅力的に思えた。

「……ペン、貸してもらえますか」

「はい！」




　こうしてレイはスタート地点に立った。

　傭兵ランサーギルドの『運営職』として。






　　　　二、ギルドのお仕事






「ユージン、レイさーん、朝ですよー！　そろそろ朝礼を始めますよー！」

　マリールイズの声で、まどろみから醒さめた。

　傭兵都市ロツクフオート、最初の朝。

　ベッドから抜け出す。士官学校アカデミーの時と同じく、またも二段ベッドの下段が自分の定位置となっていた。一瞬、旧大陸に戻ったように錯覚する。

　窓からの陽ひが、部屋に漂う埃ほこりを浮かび上がらせている。窓の外から聞こえてくるざわめき。床板に残る砂。ベッド以外、家具はない。自分と巨人族テイターンの装備品などが壁際に無造作に置かれている。

　部屋を出て、欠伸あくびをかみ殺しながら階段を下りる。

「おはようでござる」

　裏のドアが開け放しになっていて、路地から巨人族の男が声を掛けてきた。彼はポンプの傍そばで見事な肉体を披ひ露ろうしながら体を拭ふいていた。厳いかつい顔つきだが、目の辺りは幼さを感じさせる。穏やかそうな男だ。

　彼の名前はユージン・ポポルスキー。

　あまり眠れなかったのは、この男のせいでもある。同室となった昨夜、ユージンは変な訛なまり言葉で自らのことを一方的に話し続け、寝てからは二段ベッドの上段を軋きしませながら頻ひん繁ぱんに寝返りをうっていた。いつベッドが壊れるか、レイは気が気でなく、深夜まで寝付けなかったのだ。

「では、運営殿、先に行ってるでござるよ」

　巨人族は体を拭ぬぐい服を羽は織おると、先に建物に入っていった。レイはポンプから水を汲くみ、口を付けた。ぬるく、どこか泥臭い水。

『運営職』。八週間の仮契約。

　俺はランサーになるため、新大陸へやってきたはずなのに。士官学校では他の生徒のための雑用に耐えてきた。学校を追い出されてからは、ここへ来る渡と航こう費ひを稼ぐために日ひ雇やといの仕事に耐えてきた。全すべては『本物の騎士』として生きるためにだ。それなのに。

（……いや）

　俺は日ひ和よったんじゃない。

　自己嫌悪に陥おちいりかけた自分に、そう言い聞かせた。金を貯ためてユニオンに加入し、ここを出て行けばいいだけの話だ。それまでは、雇われた以上やるべきことをやるだけだ。




　一階の酒場は、客でいっぱいだった。

　そこは旧大陸の地方都市でよく見たような、普通の食堂の光景だった。殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きはない。労働者やランサーが入り交じり、狭せまい店内で食事をとっている。

　一番奥のテーブルにユージンたちが揃そろっていて、ウェイトレス姿のマリールイズがトレイから朝食をテーブルに並べていた。

「おはようございます、レイさん。さ、席に着いてください」

　窮きゆう屈くつそうに座っているユージンの隣に、レイはさらに窮屈そうに座った。

「では、朝礼を始めます。食べながらでいいのでよく聞いてください」

　テーブルの前に立ち、朝から元気いっぱいの声量でマリールイズが宣言する。奇異な光景だと思うのだが、ドワーフのシェフは何も言わずに料理をし、客は見向きもしない。これがここの日常のようだった。

「みなさんにあらためて紹介します。今日から運営としてみなさんのサポートをしてくれることになったレイ・ブラウンさんです。ご挨あい拶さつをどうぞ」

「レイ・ブラウンです。よろしくお願いします」

　レイが自己紹介をしたが、エルフの女性が静かに頷うなずいただけで、アメリアとユージンはすでに朝食に集中していて返事もしない。

「こちらにいらしたばかりだというので、いろいろ教えてあげてくださいね。では、今度はみなさんの自己紹介を」

「にゃんで、ふぉんにゃ、ふぇんほうなこと、……んぐ、しなきゃなんねーんだよ、あたしらには関係ないだろ」

　アメリアがパンを口に入れたまま、もごもごと言った。それを諭すようにマリールイズが人差し指を立てる。

「アメリア、食べ物を口に入れたまま喋しやべるのはお行儀が悪いですよ。それから、いくら面識があってもこういう場では改めて自己紹介するのが礼儀というものです」

「だから知らねーって言ってんだろ」

「さらに、ランサーも運営もギルドにとっては等しく大事な役割です。部署にとらわれないリレーションシップなくしてギルドの発展はありません」

「諦あきらめるでござるよ、アメリア。やらないといつまでも終わらないでござる」

「ち……」

　大きな声で耳打ちするユージンに、アメリアは舌打ちした。

「アメリア・ショート、砲ほう兵へい。ロールはストライカー」

　それだけ無愛想に言った。名前・職業・ロール。それが、この街の自己紹介の仕方なのだろう。パーティ構成術は士官学校アカデミーでも必修だったから、レイにも言葉の意味はわかった。

『ロール』とはパーティ内での役割のことだ。簡単に分けるのなら前衛・後衛の二種類、細分化すればアタッカー・ガード・ヒーラー・サポートなどに分類される。

　そして、アメリアの挙あげた『ストライカー』というのは、ロールの中でも最も攻撃に特化した役割だった。

　防御力は捨て去り、火力を優先させる。そして、その高い瞬間火力で楔くさびを打ち込み、突とつ破ぱ口こうを開くのが役目だ。それは高い防御力で仲間を守るガードとも、継続的な火力で前線を維持するアタッカーとも違う、攻撃の切り札のような存在だった。

　同時に、ストライカーは運用に注意が必要なロールだった。というのも最小限の人数で作戦能力を確保しなければならないパーティ運営においては、各人が時と場合に応じて様々な役割をこなさなければならないからだ。攻撃専門となると、敵と遭そう遇ぐうしている時間以外「遊んでいる」ことになり、結果的にパーティの運用効率が大幅に落ちる。そのため、ストライカーはよほどの強敵との遭遇が想定される場合にのみ、パーティに加入するのがセオリーだった。

　ついで、巨人族テイターンの男が巨大な手を差さし伸のべてきた。

「改めまして。拙せつ者しやはユージン・ポポルスキー。サムライ、ロールはストライカーでござる」

　握手すると、レイの肩が外れそうな勢いで大きく手を上下させた。彼のことは昨夜、本人から散々、聞かされていた。

　旧大陸、北東部の出身。サムライの家系に生まれ、自らもまたサムライを志こころざした。彼は生しよう涯がいに渡って仕えるための主君を探すために新大陸に渡ってきた、らしい。長い話の中で、彼はそう語っていた。

　サムライもまた攻撃的な職業だ。カタナというサムライ独自の装備は、魔獣の硬い装甲をものともしない切れ味を誇っている、と昨夜、本人から聞いた。部屋にあった巨大な太た刀ちはレイの長剣とは比べものにならないほど大きく、部屋の柱の一つのように見えたのを思い出した。

　最後に、エルフの女性が静かに告げた。

「ソフィ・アーシェです。職業は火術士。ロールはストライカーを担当しています」

　火術士は、魔術士系でも破壊力に優れた職業だ。『火球』や『火柱』など、広範囲に及ぶ破壊的な魔術に関しては他に類を見ない、のだが……。

「以上が〈白き盾〉で専属契約しているランサーです『たった三人だけ？』と思われるかもしれませんが少数精鋭というのが当ギルドの経営方針なんですそれにクエストによっては専門職が必要になる場合もありますからＴＰＯに応じてフリーのランサーに依頼した方が安上がりなんですよですから三人でも何ら不思議はありません！」

　にっこりと、なぜかかなりの早口で締しめくくったマリールイズに、レイはたずねていた。

「どうしてストライカーが三人もいるんですか？」

　その瞬間、マリールイズはトレイを抱えたまま、固まった。

「普通は基本的なロールを万遍なく揃そろえると思うんですが。何か理由が？」

「それは……その……なりゆきで……」

　目を泳がせながら口ごもるマリールイズの代わりに、アメリアが答えた。

「あー、二年くらい前だっけ。ロックフォートでストライカーがあぶれてたんだよな」

「そうでござった。大型の魔獣が全く出なかったので、どこのギルドもストライカーどころかアタッカーさえ雇やとってくれなくなったのでござる」

「そろそろ故郷に帰ろうかとも考えていたのですが、そんなときにマリールイズが声を掛けてくださったのです」

「まあ、報酬は安かったけどな」

「まあ、他に行くところもなかったでござるし」

「まあ、生きるためには仕方なかったのですよ」

　ランサーたちが口々に言う。レイが無言でマリールイズを見上げると、彼女はトレイを胸に抱きながら、唇を尖とがらせた。

「だ、だって、一流の能力があって、戦う意思がある人材を失うことはこの地域の人々の損失です。それなのにみなさん、ランサーを辞めるとか街を出るとかおっしゃるから……。だったらうちで仕事をお世話したほうがいいじゃありませんか」

（そんな理由で……）

　昨晩、八週間の雇用契約書にサインする際に何とか押し殺したはずの不安が、今また襲いかかってきた。ギルドにとってパーティ構成は重要な項目のはずだ。それなのにそんな理由でランサーを、それもつぶしのきかないストライカーばかり雇やとうなんて……。

　厨ちゆう房ぼうで料理を作っていたドワーフが、カウンターにどん、と皿を置いた。

「上がったぞ！」

「はーい！」

　マリールイズは返事をし、

「では、私はアルバイトに戻ります。レイさん、モーニングが終わったら出かけますから、その準備を。他のみなさんの予定はありませんが、連絡のつく所にいてくださいね。以上で朝礼を終わります」

　慌あわただしくホールに戻っていった。

　彼女がテーブルとカウンターを行ったり来たり働き始めるのを見計らって、レイは小声でたずねた。

「あの、伺うかがいたいことがあるんですが」

「何でしょう」

　返事をしたのはエルフの女性、ソフィだった。

「この〈白き盾〉というのは、あの〈白き盾〉なんですか？」

「質問の意味がわかりませんが」

「カール・ヴァイスシルトが設立した〈白き盾〉と何か関係があるんですか？」

「ああ、そういうことですか。……半分はそうですし、半分は違うと言えます」

　彼女はスプーンを置き、口を拭ぬぐった。

「以前の〈白き盾〉は数年前に解散しているんです」

「解散？　どうして」

「詳しいことはわかりません。私がここに来たときにはすでに無くなっていましたし、話題にも上らないギルドでしたから」

　レイは言葉を失いかけた。伝説の人物が作り上げたギルドがとっくに無くなっていた。

「では、ここは？」

「今の〈白き盾〉は二年ほど前にマリールイズが新たに設立したものです。彼女はヴァイスシルトの末まつ裔えいですし、ギルド経営権を相続していますから全くの無関係ではありませんが、同じものではありません。それが答えです」

　ソフィは言った。レイは、テーブルを拭ふいているマリールイズをちらりと見やり、さらに小声でたずねた。

「ヴァイスシルトの後継者がどうしてアルバイトを？」

「こんな零れい細さいギルドじゃ食えないからに決まってるだろ」

　今度はアメリアが答える。

「ギルドの報酬だけじゃ、間借りしてるここの店たな賃ちんだって払えないだろうし。ま、本人は社会勉強だって言い張ってるけどな」

「でも、あの人だってランサーなんだろう？　だったら……」

「あいつがランサーのわけねーだろ。魔ま眼がんが受け継げなかったから裏方やってんのに」

　魔眼を受け継げなかった。レイが質問を続けようとしたのを、ソフィが静かに制した。

「やめにしましょう。噂うわさ話ばなしは悪徳ですよ」

「そうでござる。それに仕事に遅れるでござるよ。ごちそうさま！」

　巨人族テイターンのユージンが朝食をかき込み、ばちん、と手を合わせた。直後に、アメリアもミルクを飲み干し、席を立った。ソフィがわずかに視線を上げた。

「食事くらい、もう少しゆっくりしたらどうです？」

「ゆっくりしてたら、仕事にあぶれるだろ」

「先んずれば人を制すでござる。では、ごめん」

　二人はカウンターに皿を置くと、酒場を出て行った。

「二人はどこへ？」

「確か、アメリアは屑くず拾い、ユージンは市場の荷役のアルバイトだったと思います」

「……あなたも副業を？」

「クエストが無いときは、近所の診療所の手伝いをしています。副業を持っているランサーは珍しくありませんよ」

　ソフィは平然と言った。

　レイは動揺を見せないように料理を口にしたが、全く味がわからなかった。

（俺はランサーとしてやっていけるのか……？）

　新大陸への船上で、何度も自らに問いかけた言葉。それが今再び、頭を過よぎった。

　しかし、その言葉の意味は大きく変わり始めていた。




「ランサーギルドのお仕事とは、お役所や商家さんから依頼を引き受け、クエストを企画し、人材を集め、任務を遂すい行こうすることにあります。運営の仕事はそれらを円えん滑かつに進める、いわば縁の下の力持ちといった存在なんです」

　朝のアルバイトを終えたマリールイズは通りを歩きながら、自らの仕事の役割を誇らしげに語り出した。

「今日は運営の仕事の素晴らしさを知っていただくため、仕事全体の流れというものを把握していただこうと思います。……こほん」

　そこでマリールイズは懐ふところから手帳を取り出し、ページを捲めくると、咳せき払ばらいをした。

「ランサーギルドのお仕事、その一、『顧客を獲得する』！　依頼というのは待っていても来るものではありません。私たちから積極的に売り込み、需じゆ要ようを掘り起こしていくわけです。今日はまず、取引先にご挨あい拶さつにまいります。レイさんは先方のお名前と住所を忘れないように。わからないことがあったら遠慮せず、何でも聞いてくださいね」

　と言うマリールイズに、レイは遠慮がちにたずねた。

「あの、どうしてそんな格好を？」

　レイは帯剣をし、鎧よろいと盾を身に付けていた。出かける際、マリールイズから『きちんと武装するように！』という指示を受けたためだ。

　一方、マリールイズも初めて会ったときと同じく、軽装歩兵風の衣服に銀色の胸当てを身に着け、右目を黒い眼帯で覆おおっていた。

　マリールイズは首を巡めぐらして、自分の格好を見た。

「どこかおかしいですか？」

「その、武装する必要があるんですか？　運営なのに」

「ふふふ……」

　なぜだか、マリールイズは不敵に笑った。

「他のギルドの運営が武装していないからこそ、私たちは武装するわけです。これは差別化戦略デイフアレンシエーシヨンの一環なんですよ」

「ディ……何ですって？」

　レイがきょとんとしていると、マリールイズは得意気に人差し指を立てた。

「ディファレンシエーションです。ユニフォームはギルドイメージを高めるための格好のビジネス・ツールですからね。ポジティヴリーにイメージを取り入れることで、コンシューマーのブランド・ロイヤリティを高め、カスタマーのサティスファクションにリレーションするわけです。王都経済新聞にあった最新のビジネス・メソッドですよ」

　と、今度はくしゃくしゃになった古ふる新しん聞ぶんを懐から取り出して見せる。それから自分の右目を覆っている、黒い眼帯を示した。

「さらに、〈白き盾〉の初代ギルドマスター、『魔ま眼がんの騎士』カール・ヴァイスシルトは眼帯と白はく銀ぎんの鎧をトレードマークにしていました。その印象を反映させたのがこの格好というわけです。ディファレンシエーションとイメージブランディング、まさにダブル・デューティを果たしているのです。わかります？」

（わけがわからない……）

　どういうことなんだろう。仮装をして人目を引くということなんだろうか。しかし、大切な商談の場でそんなことをしたら、相手はふざけているとしか思わないのではないか。

　いや、その土地には土地のやり方があるものだ。自分は新参者なのだから、余計なことに口を挟むべきではない。とりあえず、あの眼帯に深い意味はないことだけはわかった。瑣さ末まつなことは気にせず、やるべきことをやり、報酬をもらえればそれでいいのだ。ユニオンの試験を受け、ランサーの資格を得るまで、とにかく生活していかなければ。

　二人は、大きな通りに出た。この道は内陸へと向かう街道に繋つながっており、荷を背負った人々や馬車が行き交っている。ここから市街地に向かうと市場の立つ大広場があり、その周囲に商業地区があるはずだ。

　しかし、マリールイズは混雑する通りを横断し、路地へと入っていった。

　風景が一気に下町になった。狭せまい路地は密集した建物に押しつぶされそうだ。頭上のあちこちに洗濯紐ひもが渡され、どこからともなく話し声や怒鳴り声や赤ん坊の泣き声が聞こえてくる。ちょっとした迷宮のような雰ふん囲い気きだった。新参者のレイにとっては、立ち入ることすら敬遠しそうな場所だ。

　商業地区に向かうものとばかり思っていたレイは疑問に思いながらも黙ってついていく。やがて、マリールイズは一つの建物の前で立ち止まった。そこは集合店舗のようで、一階部分にはパン屋や雑貨店といった間口の小さな店が三軒ほど連なっている。マリールイズは身だしなみを整えると、雑貨店のドアを開けた。

「こんにちはー、〈白き盾〉です」

　入り口から朗ほがらかに挨あい拶さつする。店内には鍋なべや籠かごなど、生活用品が積み重なっている。その谷間に木箱を抱えた初老の女性がいた。

「あら、お嬢さん。朝からご苦労様」

「ご無ぶ沙さ汰たしております。お変わりはありませんか？」

「今のところは大丈夫よ」

「困ったことがあったら何でも言ってくださいね。力になりますから」

「ええ、ええ。今、お茶を淹いれるから」

　初老の女性は木箱を手近なスペースに置いた。

「おかまいなく。あ、もしかして、その荷物どこかへ運ぶんですか？」

「今朝、荷が入ったから市場まで取りに行ってたの。ひとまず二階へ上げようと思って」

「だったらお手伝いします！」

「いいのよ。私一人で何とかなるから」

「寄ったついでです。それに今日は男手もありますから」

　女性がこちらを見た。その目が一瞬、鋭するどくなったような気がした。その迫力は思わず、レイが息を呑のむほどだった。

「……そちらは？」

「紹介が遅れました。今度、うちのギルドに所属することになったレイさんです」

「レイ・ブラウンと申します。よろしくお願いします」

「レイ・ブラウンさん。そう、よろしくね」

　レイが挨あい拶さつすると、女性は柔にゆう和わな表情に戻った。

「前衛の方？」

「いえ、レイさんは運営の仕事をサポートしてくれることになっているんです」

「運営……。まあ、あなたは人を見る目があるから大丈夫だと思うけど……」

「ありがとうございます！」

　たぶん、褒ほめられてはいないのだろうけど、マリールイズはにっこり微笑ほほえんだ。




「それでは失礼します。何かありましたら、是非、〈白き盾〉を」

「はい、はい。そのときはよろしくね」

　二人はお茶をごちそうになった後、雑貨店を出た。

（……今のは何だったんだろう）

　マリールイズが雑貨店でやったことといえば、荷物を二階へ運んだあと、お茶を飲みながら店主と世間話をしただけだ。今のは仕事というより、何というか、祖母のところに遊びにきた孫のような感じだ。

　いよいよ、不安が募つのる。

　取引先を回ると言っていたが、こんな小さな雑貨店にランサーが必要だとは思えない。そもそも、どうして商業地区へ行かず、こんな下町にいるのだろうか。こんなことで本当に仕事の依頼が取れるのか。依頼が来なければ報酬だって出ない。報酬が出なかったら、ユニオン加入どころの問題ではない。生活だってままならない。

　外に出たところで、レイはさりげなく探りを入れることにした。

「あの、ギルドマスター。質問があるんですが？」

「何です？」

「〈白き盾〉は何軒くらいの商家と取引しているんですか？」

　その問いに、マリールイズは一瞬固まったように見えた。それから何事もなかったように彼女は人差し指を立てた。

「正確な数字は企業秘密ですのでまだ明かせませんが、この地区のシェアは約六六・七パーセントで業界第一位、とだけ言っておきます」

「約六六・七パーセントって……」

　レイは『この地区』を見回した。どこをどう見ても下町の光景だった。店らしい店も、今までのところこの集合店舗くらいしかない。

「一応、確認しておきたいんですが、三軒中二軒ということではないですよね？」

「どうしてわかったんですか!?」

　驚きよう愕がくするマリールイズと、唖あ然ぜんとなるレイ。

「あ、あの、ちなみに他の区域ではどうなんです？　例えば商業地区のシェアは何パーセントくらいなんですか？」

「…………」

　レイがたずねると、マリールイズは黙り込み、俯うつむいた。

「まさか、ゼロってことは……」

「いいですか！」

　レイが言いかけると、マリールイズは語気を強め、遮さえぎった。

「ご存ぞん知じですか？　新規顧客を獲得するには多くのコストが掛かると言われています！　新規顧客を一件獲得するには、既存顧客を維持するコストの五倍以上が必要だとされています。新規顧客を獲得するのは大変なんです。私が商業地区の商家さんにご挨あい拶さつに行っても門前払いされてしまうのは、決して不思議なことではないんです……！」

　マリールイズは子供みたいに、顔を真っ赤にして抗議してきた。

「シェアを拡大するためには、小さなエリアでもおろそかにしてはならないんです！　この生き馬の目を抜くロックフォートで零れい細さいギルドが存続していくだけでもとても難しいことなんですから！　実際、今のシェアを維持するのだって大変なんです！　こうやって既存顧客を確保し続けることが、結果的にシェアの拡大に役立つんです！」

「す、すみません。不勉強だったものですから」

　レイがとりあえず謝ると、マリールイズはこほん、と咳せき払ばらいをした。

「……わかってくださればいいんです。さあ、こうしてはいられません。ビジネスは時間との戦い、次のお客さまのところへまいりますよ！」

　興奮の余韻のまま、マリールイズはレイの腕を掴つかむと、早足で進む。昨夜も感じたことだが、彼女の力は妙に強く、レイに有無を言わせないまま、雑貨店の隣にある店舗まで引っ張っていった。

「お世話になってます！　〈白き盾〉です！」

　勢いよく扉を開けるなり、マリールイズが叫ぶ。奥の机にいた男が顔を上げた。

「ああ、お嬢さん。ちょうどよかった、実は相談したいことが……」

「やります！」

「「……え？」」

　店主とレイの声が重なった。

「何でも言ってください。とにかくやりますから！」

「いや、その、確かに依頼があるんですが、まずは依頼の内容と報酬額を……」

「やります！　やります！　やります！」




　数分後、ようやくマリールイズをなだめ、店主は話を始めた。

「森林地帯の開拓村にいる、私の親族からの依頼なんです」

　机に広げられた地図を指した。新大陸の東海岸部のものだ。

「彼は仲間と一緒にロックフォートの北西にあるレント村にいます。そこから送られてくる希少植物を、旧大陸の顧客に輸出するのが私の仕事なんですが……」

　店主は店内を見回す。そこはほとんど倉庫のようなもので、木箱が積み上げられてる谷間に机がぽつりとあるだけだ。レイが嗅かいだことのないような独特の臭においが立ちこめていた。

　落ち着きを取り戻したマリールイズが言った。

「レント村なら存じてます。過去三回、輸送のご依頼をいただきましたから」

「ええ、その輸送定期便の件なんですが……」

　そこで店主はため息をついた。

「実は、前回の定期便は他のギルドに依頼してしまったんです。その……〈白き盾〉の見積もりより安い金額を提示されてしまったものですから、それでつい……。それで今回も引き続きそこに依頼しようとしたところ断られてしまって……」

「そうでしたか。大手なんてそんなものです。その点、〈白き盾〉の強みは地域密着のサービスですからね」

　申し訳なさそうな店主に、マリールイズは得意気に言った。顧客が他ギルドに乗り換えたことは、あまり気分がいいものではないと思うのだが、気にしていないようだ。

　マリールイズの笑顔に対して、店主は不安そうに続けた。

「彼らが言うのには、森林地帯周辺では最近、魔獣の出現率が高まり、その質も凶暴になっている。それで、私たちがいつも用意している予算では輸送任務はできない、ということなんです。他のギルドも似たような返事で、どこも引き受けてくれませんでした。定期便を遅らせるわけにはいかないのですが……」

「なるほど、予算はいつも通り、と。期間はどうしましょうか？　うちなら、今日と明日で準備を整えて、明後日あさつての朝には出立可能です。積荷の引き取りはいつ頃がよろしいですか？」

「こちらの準備なら明日の夕刻までには。しかし大丈夫ですか？　無理なら無理と言ってもらえれば」

　手帳にさっそくメモをしているマリールイズに、店主は言った。

「何をおっしゃいます。迅じん速そく解決が〈白き盾〉のモットーですよ」

「そうではなくて、予算の方です。他のギルド……例えば最大手の〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の見積もりでは、予算五十万リィルでは引き受けられない、最低でも七十万は必要だということだったので。私はランサーの相場には詳しくないのですが、この予算で大丈夫なのかと心配で。それでなくてもお嬢さんのところは……その、一流のランサーが揃そろってるわけですから」

「お気遣いありがとうございます。ですが、ご心配には及びません。いざとなれば借金してでもやり遂げてみせますから！」

　マリールイズは自信満々にこたえた。




「ランサーギルドのお仕事、その二、『クエストを企画する』！」

　マリールイズは路地を駆けながら、レイに説明した。

「依頼を遂すい行こうするため、今から詳細な計画を立てます。いくら優秀なランサーがいても、運用計画が杜ず撰さんでは力を発揮することはできませんからね。運営職の腕の見せ所というわけです！」

「……ッ、はっ、はい……！」

　それどころではなかった。

　彼女に腕を引かれたレイは、同じように駆けながら、息を切らせていた。

　マリールイズの推進力は凄すさまじかった。

　彼女は迷宮のような路地をカモシカのように駆け、猛牛のようにレイを引きずっていく。レイも基礎的な体力には自信があったが、足をもつれさせながらついていくのが精一杯だった。にもかかわらず、マリールイズは走りながら、呼吸を乱すこともなく、意い気き揚よう々ようと今後の予定を説明していく。

「しかも、出立予定は明後日あさつて。それまでに日程・ルートの予定、必要な人材・スキルの洗い出し、物資のリスト作成、予算の見積もりなどをしなければなりません。それらの作業をこなすには時間がありませんが、こういうときにこそ運営の経験が役に立つのです！」

　傭兵ランサー街に戻ってきたところで、ようやくマリールイズが立ち止まった。レイは膝ひざに手をついて荒く息をする。その前で、マリールイズは心地よさそうに頬ほおを紅潮させながら、懐ふところから手帳を取り出し、得意気に言った。

「まずはパーティメンバーを押さえてしまいましょう。とは言っても、そんなに時間はかかりません。ギルドの資本は『人』、優秀なランサーとのコネクションを作り上げるのも運営の仕事ですからね。たとえ専属契約でなくても、情報収集をまめに行い、優秀なフリーランサーとは懇こん意いにしているんです」




　一人目は酒場で叫んだ。

「帰れ！」

「あの、お仕事のご案内を……」

「報酬は安い、支払いは遅れる、他のメンバーは言うことを聞かない。お前んとこのクエストなんか引き受けられるか！」

「…………」




　二人目は転職していた。

「ランサーは辞めた」

「ど、どうして、あなたほどの重装歩兵が……」

「疲れたんだ。後衛の連中にどやされるのに。前衛なんて怪け我がするわりには儲もうからないし、装備品の維持費だって掛かるし、何より後衛にあれこれ指図されるのが我慢できん。今は鍛か冶じ見習いだが収入は増えた。何より文句を言う後衛がいない。他、当たってくれ」

「…………」




　三人目はいなかった。

「引っ越したよ」

「……え？」

「もし、白はく銀ぎんのプレートと眼帯を着けた子供が訪ねてきたら、『探さないで』って伝えてくれって」

「…………」




　四人目は留守だった。

　ドアの下の隙すき間まにメモを残し、二人は、酒場への帰路についた。

　ドアを五分間ノックし続けたあとでは、さすがにマリールイズも落ち込んでいるようだった。白い日差しが照りつける中、マリールイズは暗い空気に包まれてとぼとぼと歩いている。

「あの、大丈夫ですか？」

　後ろを歩くレイが心配そうに見ていると、それに気付き、ぱっと表情を明るくした。

「も、問題ありません！　クエストの企画は順番通りに進むとは限りません。こういうときは臨機応変に対応しないと。そうですね……」

　マリールイズは手帳を捲めくり、咳せき払ばらいをした。

「ギルド運営のお仕事、その三、『物資を調達する』！」

「マリールイズ！」

　宣言するなり、雷のような怒号が響き、二人は肩を震わせた。見ると、酒場の前に肉切り包丁を構えたドワーフのシェフが出てきていて、こちらに怒鳴っていた。

「昼の準備はどうした！」

「あ！」

　マリールイズは空を見上げ、太陽の位置を確認した。

「もう、こんな時間……。す、すみません、オーナーシェフ。すぐに用意をしますから」

　マリールイズは白銀のプレートを外しながら、酒場に駆け戻る。

　一階に、客はまだおらず、〈白き盾〉の定位置であるテーブルにアメリアが突っ伏しているだけだった。

「あ。アメリア、帰ってたんですね。ちょうどよかった」

「よくねーよ、ロクなもん拾えなかったのに」

　アメリアは愚ぐ痴ちりながら、テーブルの上に置いた小銭を猫のように弄もてあそんでいる。

「あの、アメリアにお願いがあるんですが」

「にゃんだよ。あたし、昼飯何にするか決めるのに忙しいんだ」

「依頼が入ったんです。ほら、ハインツ商会さんのレント村輸送任務」

「レント村？　……ああ、あの何にもねーとこか」

「出立が明後日あさつてであまり時間がないんですが、私はこれからランチタイムの準備があるので出かけられないんです。ですから、レイさんと物資の手配に行ってもらえませんか？　アメリアの弾薬と、それからユージンとソフィの必要な物資も」

「そんなのお前の仕事だろーが。それに何であたしが新入りの面倒なんか見ないといけねーんだよ」

「レイさんとはお友達なんでしょう？」

「だから、そんな奴やつ、知らねーって言ってんだろ！」

「お願いします。お駄だ賃ちんははずみますから」

「……ちっ、しょうがねーな」

　アメリアは小銭を掴つかみ、立ち上がった。

「じゃ、待っててください。レイさん、ちょっといいですか？」

「はい」

　レイはマリールイズに促され二階に上がった。

「では、レイさんはアメリアに同行して、彼女の手伝いをしてもらえますか？　必要な物は本人たちがわかっているはずですから」

「わかりました」

　物資調達の手伝い、つまりは荷物持ちだろう。レイは極力失望を顔に出さないようにして、頷うなずいた。

（また、こんな仕事か……）

　士官学校アカデミーでも、演習中の物資の管理はレイの役目だった。

　士官学校の生徒の大半は騎士階級の出身で、補給などは従者の仕事だと思っているような連中だった。彼らは平民出身のレイに補給などを押しつけてきて、少しでも成績を上げたかったレイは断ることもできず、それらの雑務を甘んじて引き受けていた。やっとそこから逃れたというのに、またここでも同じような雑用をやらされるだなんて。

　二階にはドアが三つ並んでおり、彼女の居室である、一番手前のドアを開けた。

　そこは散らかった書斎に見えた。奥に机と椅い子す、両脇の二面に棚があり、本や書類、古ふる新しん聞ぶんが押し込まれていた。生活の痕こん跡せきらしいものは棚の隙すき間まにあるベッドくらいで、とても少女が暮らしているとは思えない部屋だった。

　マリールイズは棚から筆記板と鉛筆を引っ張り出してきて、レイに渡した。それから、白はく銀ぎんの胸当ての下から、財布を出した。

「お店によっては掛かけ売うりしてもらえない場合もあるので、念のため、レイさんに現金を預けておきますね。それから、仕入れた品目と費用をここにメモしてもらいたいんです」

「俺がですか？」

　レイは驚いて聞き返す。マリールイズはちらりと階下の様子をうかがってから、小声で言った。

「アメリアは結構大おお雑ざつ把ぱなので、憶おぼえてないことも多いんです。後で帳簿をつけるときに困ってしまうので。大丈夫、レイさんならきっとできます。私が見込んだ人ですから！」

「はあ……」

　そういうことではなくて、昨日会ったばかりの人間に金を預けるなんて、不用心過ぎるのではないか。

　慎重に財布をしまい、階段を下りると、アメリアはすでに戸口に寄りかかり、待ち構えていた。

「ついてこいよ、雑用係。この街での商談っていうのを教えてやるから」




　アメリア・ショート。リュンクスの少女は、灰色と黒の縞しま模も様ようの尻尾しつぽをゆらゆら振りながら通りを行く。百五十センチ弱くらいの小柄な体格。砲ほう兵へいと言っていたが、あのアメリアが大砲を操るところはあまり想像できなかった。

「あの辺りはスライムやらハウンドやら小型で群を作る魔獣が多いからな。往復一週間だと……まあ、徹てつ甲こう弾だんが十二発、榴りゆう散さん弾だんが二十四発、そんくらいあれば足りるかな。あとは荷物の空きを見ながら照明弾も用意しねーと」

　アメリアがすらすらと数字を上げるのを、レイは鉛筆で筆記板に書き込んでいった。不本意な仕事ではあるが、ランサーになる以上、こういった現地の情報は役に立つはずだ。

　アメリアは二ブロック進むと角を曲がった。

　そこは一目で、傭兵たちの装備品を扱う専門街だとわかった。あちこちから響く金属音。店先に槍やりや剣を並べた店が何軒も軒を連ね、安い廉れん価か品ひんの盾などは木箱の中で十じつ把ぱ一ひと絡からげに押し込まれている。さらに奥に進むと、間口の狭せまい店が密集するようになり、それにつれてより専門性が高まっていく。編あみ上あげ靴ぐつだけで埋め尽くされた店、怪しげな薬草類を並べた店、様々な種類のロープだけを置いた店。武器・防具類がこれだけの種類、規模で集まっている場所を、レイは他に知らなかった。知らず知らず、心が浮き立つ。

　通りに、一際頑丈そうな煉れん瓦が造りの建物があり、アメリアはそこに入っていった。

　銃砲店らしい。大砲やマスケット銃が専用の木枠の中に収まり、壁一面に立てかけられている。反対側には鉄格子が嵌はめ込まれ、その向こうでは職人たちが各々、作業に励はげんでいた。アメリアはそのうちの一人に話しかけた。

「おっちゃん、久しぶりー」

「……何か用か？」

　鉄格子の狭い出入り口から男が這はい出てきた。アメリアはひらひらと手を振った。

「弾薬がいるんだけど、せっかくだからおっちゃんのところで買おうかなーって。ほら、あたしとおっちゃんの仲じゃん？」

「何が必要なんだ」

「徹甲弾十二発、榴散弾二十四発、雷管は予備込みで四十」

「十二万リィル」

　ぼそり、相手は言った。アメリアはあからさまに困った様子を見せ、人差し指を唇に当てた。

「十二万かぁ……。そっかぁ……」

　と、甘ったるい猫なで声を出した。それからゆっくり男に近付く。男の体のラインに合わせるように、しなやかな体を寄り添わせる。さらにホットパンツから伸びた太ふと股ももを見せつけながら、男の足に押しつけ、耳元でささやく。

「ねえおっちゃん。あたし、クエスト前で懐ふところがさみしいんだ。少しおまけして欲しいなぁ」

「…………」

「ついでにツケにしてくれると嬉うれしいんだけどなぁ。それから、荷物をうちのギルドまで届けてくれたら、あたし、おっちゃんのこと大好きになっちゃう、か、も」

「十二万。荷物は明日の夕方には用意出来るから、取りに来い。あと現金払いな」

「にゃ！」

　平然と言う男に、アメリアは目を吊つり上げた。

「にゃんでだよ！　あたしの足触らせてやっただろ！」

「小便臭いガキの足を押しつけられたところで一リィルにもならん」

「ああ？　もう、弾たま買いにきてやんねーぞ！」

「どうぞ、余よ所そいってくれ。うちはあんたのとこ以外にもちゃんとした客がいるんだ。で、どうするんだ？」

「おい、雑用係。払ってやれ！」

「はいはい。毎度あり」

「うるせー！　二度と来るか！」




「ひどいよなあいつ。あたしの足、触っておいて」

　ぶつぶつ文句を言うアメリアの後ろをついていきながら、レイは筆記板の用紙に金額を記入していた。とりあえず、弾薬代十二万リィル。本当は、マリールイズに報告するために代金の内訳を聞いておきたかったのだが、とてもそんな空気ではない。

　こういう時の彼女に関かかわるとろくなことにならない。向こうは忘れているようだが、レイは段々と彼女の無む茶ちや苦く茶ちやな性格を思い出していた。次の彼女の台詞せりふは予想できる。

「弾薬、お前が取ってこいよ」

「そう来ると思ったよ……」

　アメリアに聞こえないように呟つぶやき、レイはため息をついた。

　アメリアがレイの実家に住み込んでいた頃、彼女は『クエストごっこ』と称して、レイをあちこち連れ回していた。その活動は多た岐きに渡っていたが、基本的には、立ち入り禁止の場所への侵入や、やってはいけないことを率先して行い、大人に見つかったところで彼女は素早く離脱、逃げ遅れたレイが尻ぬぐいをさせられる、というのがお決まりのパターンだった。思えば、この頃から自分はずっと他人のフォローをさせられていたのだ。

「おい雑用係。ちゃんと聞いてんのかよ？」

　レイはわずかに表情を険けわしくした。彼女に対する懐かしさはとうに消え失うせ、今はもう、横おう柄へいな態度のランサーとしか思えない。

　レイが無視していると、アメリアは振り返り、こちらを睨にらんだ。

「お前、『何とか学校』で、礼儀作法とかテーブルマナーとか無駄なこと躾しつけられたんだろ。目上にはちゃんと返事するように習わなかったか？」

「士官学校アカデミーだ。俺は騎士になるための訓練を受けてきたんだ」

　レイが反応すると、アメリアは鼻で笑った。

「士官学校ねえ。どうせ、金積んで学校に入れてもらったんだろ」

「貴族出身の放ほう蕩とう息子たちと違って、俺は実力で入学したんだ。成績だって平均以上だった」

「じゃあ、成績を親父おやじに買ってもらったのか」

「何を……！」

　レイは一瞬、むっとなったが、ふと気付き、たずねた。

「もしかして、思い出してくれた？」

「誰が忘れたなんて言ったんだよ。リュンクスの記憶力、馬鹿にしてんのか？」

「じゃあ何で昨日はあんな態度だったんだよ」

「面倒なことには関かかわりたくねーからだよ」

　アメリアはそのまま歩いて行く。レイは彼女に追いつき、たずねた。

「本当に、ダグさんと一緒じゃないのか？」

「アレに何か用なのか？」

「別に。ただお世話になったから、こちらに来たらご挨あい拶さつがしたかったんだ」

「……無理だな。たぶん、もう会えねーし」

「あ……」

　もう会えない。アメリアの簡素な言葉に、レイは絶句した。アメリアの「知らねー」という言葉の裏に、そういう事情があったことに、どうして気が付かなかったのか。ダグはランサーなのだ。それは十分、想定されることだったのに。

「ごめん、その、亡くなっていたとは知らなくて……」

「他人の父親、勝手に殺してんじゃねーよ」

　アメリアはそう言って、また歩き出す。レイは呆あつ気けにとられたあと、小走りにアメリアに追いつき、顔を覗のぞき込んだ。

「どっちなんだよ!?」

「だから、最初から『知らねー』って言ってるだろ。めんどくせーな」

　酒場に戻ってくると、ちょうど昼時で混雑していた。フロアではウェイトレス姿のマリールイズが忙しそうに立ち働いている。

「ちっ……。混こむ前にメシ食いたかったのに。お前のせいだからな」

　アメリアは舌打ちすると、今度は店の脇の路地に入り、裏手に出る。井戸の側そばで、上半身裸のユージンが体を拭ふいていた。

「おや、アメリア。今日は遅かったでござるな」

「うるせー。クエストの買い出しに行ってたんだよ」

「依頼があったでござるか」

「レントへの輸送任務。前と同じ。必要な物そいつに言っとけ」

　アメリアはそのまま裏口のドアを開け、二階へと上がっていく。レイもついていくと、アメリアは奥から二番目の部屋の前で振り返った。

「何でついてくんだよ？」

「何でって……。君と物資調達をするようにと言われたから」

「あたしの分はやっただろ。ったく、もうガキじゃねーんだ。いい加減、あたしがいなくても一人で動けるようになれよな」

　そう言って、アメリアは欠伸あくびをしながら、部屋に消えていった。レイがため息をつき裏手へと戻ると、ユージンがたずねてきた。

「運営殿、クエストの出立はいつでござるか？」

「明後日あさつてだそうです」

「それではすぐにエンチャントの予約をしないと」

　エンチャントとは、装備品に魔術の加護を与えることだ。精霊を武器に宿らせ威力を上げたり、呪じゆ術じゆつ文字を刻み込み重量を軽減したりすることができる。その施術には、錬金術や紋章学といった知識・技術を修めた専門家と、ミスリルや銀などの貴金属が必要となるため、当然多くの費用が掛かる。旧大陸では王族や一部の貴族が専門の神官・魔術士を雇やとい自分たちの武具の手入れをさせているくらいで、士官学校アカデミーのような場所には関かかわりのないものだった。

　レイはリストにエンチャントの項目を書き入れた。

「エンチャントにはどのくらいの費用が掛かるんですか？」

「刀身保護が大体、五万リィルでござるな。時期によっても違うのでござるが、今回は急な依頼ゆえもう少し割高になるやも」

　五万。……レイの持っている長剣よりも、いや、装備一式よりも高い。

「そんなに掛かるんですか？」

　そう言った瞬間、眼前を白い光が通り抜け、突風が顔に吹き付けた。よく見ると、抜き身の巨大な刃やいばが鼻先に突きつけられ、鏡のような刀身に自分の顔が映っていた。

「だっ！　ああああああ!?」

　ユージンはレイの身長を軽く超える長さの大おお太だ刀ちを突きつけてきた。

「よろしいか！　命のやりとりをする戦場においては、わずかな油断が命取り。常に最良の状態で臨まなければならないのでござる！」

　刃の向こうから、ユージンが厳いかつい顔を寄せてくる。大太刀を支える腕は激情によって震え、目には何やら危険な光が宿っている。

「カタナとはサムライの魂であって道具ではござらん！　これは拙せつ者しやの一族に代々伝わる銘刀ビゼンマサムネ！　名刀にはそれにふさわしいメンテナンスが必要なのでござる！」

「わ、わかりましたから！　カタナを収めてください！」

　レイが謝ると、ユージンは大きく息を吐つき、大おお太だ刀ちを鞘さやに収めた。それから丸太のような腕を組み、元の穏やかな調子に戻った。

「わかってくれれば結構。では、予約の方は早めに頼むでござる」

「……自分がですか？」

「さようでござる、運営殿。拙者は拙者の鍛たん錬れんがあるゆえ。では、御免」

　ユージンは上着を羽は織おると、路地を出て行った。

　レイは再びため息をついた。昨日、到着したばかりだというのに、当たり前のように雑用を押しつけられている。予約も何も、どこへ頼んでいいのかわからないのに、だ。

「レイ、帰っていましたか」

　考え込んでいると、酒場の裏口から、ソフィが現れた。

「マリールイズから、あなたが物資調達をしていると聞いて、探していたんです」

「ありがとうございます。実はエンチャントの予約を……」

「これを」

　ソフィが紙片を差し出してきた。

「私の必要な物はそこへ書き出しておきました。私は宝ほう杖じようの調整をしなければならないので、代わりに行ってもらえませんか。薬局に言えば揃そろえてもらえますから。……何か？」

「……何でもありません」

　ソフィの冷徹な視線から逃れるように、レイは彼女のリストに目を落とした。薬草の名前には詳しくないので、レイには全く意味がわからない。ただ、最後に書いてあるのが蒸留酒であることだけはわかった。

「魔力回復薬エーテルを作るのに必要なのです。薬草の成分を抽出するのにはアルコール度数の高い蒸留酒が適していますから。抽出するのに時間が掛かるので、クエストがあるたびに次の分をあらかじめ仕込んでおくのですよ」

　レイの内心を見透かしたようにソフィはエーテルについて説明をする。そして、

「エルフの私が酒を嗜たしなむとでも思いましたか？」

　美しい碧へき眼がんに見み据すえられた。エルフの戒かい律りつには詳しくないが、部族によっては飲酒は禁きん忌きにあたると聞いたことはある。それと、エルフに『不道徳』と言うことは、彼らにとって最大級の侮ぶ辱じよくである、ということも。レイは目を伏せた。

「……いえ、そんなことは」

「そうですか。では、私はこれで」

　氷のような冷たさで言い、ソフィは酒場の中へ戻っていった。

　レイはまたもため息をつき、筆記板に項目を書き連ねていった。




「ごちそうさまでした！」

　マリールイズはまかないのサンドイッチを食べ終わると、いそいそと皿を片付けた。

「では、クエストの企画を続けましょうか！」

「はい……」

　今日何度目かわからないマリールイズの宣言。レイは机の前でぐったりとしていた。

　朝から荷物の積み卸し、街をあちこち歩き回ってランサーを探し、装備品の調達をした。感覚的にはもう夕方くらいに思えるのだが、新大陸の黄色い太陽はまだまだ容赦なく輝いている。慣れない土地で、時間の感覚が完全に狂っていた。

　一方、軽装歩兵姿のマリールイズは朝と変わらない調子で、相変わらず溌はつ剌らつとしている。彼女はレイと同じ仕事をして、さらにウェイトレスの仕事で働きづめのはずなのに、疲れている気配を微み塵じんも見せていない。昼食時のラッシュを終えた後も、レイの報告を受け、足りない物資の調達に走り、ついでに馬車の手配まで済ませた。今ようやく遅い昼食を済ませたところだというのに、彼女はすぐさま自室でのクエストの企画に戻っていた。

「もうすぐ、ディナータイムの準備を始めなくてはなりませんから、それまでに消しよう耗もう品ひんの見積もりを出してしまいましょう」

　そのとき、マリールイズの部屋がノックされ、ソフィが顔を見せた。

「マリールイズ、マーレクが来ています。何でも、メモを見たと言っていますが」

「マーレクさん、来てくれたんですね！」

　マリールイズは椅い子すから跳ね上がり、高らかに宣言する。

「ランサーギルドのお仕事、その四、『外部の団体・傭兵ランサーと交渉する』！　渉外も運営の大事なお仕事。私の華か麗れいな交渉術をご覧にいれましょう！」

　マリールイズは意い気き揚よう々ようと、ソフィを伴い一階へ下りていった。レイは重い体を持ち上げ、後を追った。

　酒場に一人のランサーがいた。簡素な革かわ鎧よろい姿で、腰に曲刀を差した人狼族ワーウルフの男だ。

　マリールイズは人狼に駆け寄ると、彼の手を取ってぶんぶん振った。

「よく来てくれました！　さ、さ、どうぞこちらへ」

　マリールイズは一番奥の席に人狼を座らせると、今度はカウンターに紙幣を置き、ドワーフの店主に大きな声で注文した。

「オーナーシェフ、エールと何か料理をお願いします」

「…………」

　ドワーフは黙って、カウンターにマグを置き、料理を始めた。マリールイズはそそくさと人狼のいるテーブルにエールを運び、にっこりと微笑ほほえんだ。

「どうぞ召し上がってください」

　人狼は遠慮なしにマグを傾けた。

「クエストの話を聞こうか」

「はい！」

　マリールイズは人狼の向かいに座る。一方、ソフィは素知らぬ顔でカウンター席に座り、手にしていた書物を開いている。レイは階段脇のスペースから、二人のやりとりを眺めることにした。

「本当に助かりました！　実はとっても困っていたんです。明後日あさつてからクエストでガードを探していたんですが、あちこちで断られてしまって。お願いできるのはもうマーレクさんしかいないんです」

　人狼がぴくり、耳を動かすのが見えた。

「……で、目的地と日程、報酬は？」

「森林地帯への輸送クエストです。ええと、レントという外縁部にある村へ……」

「細かい話はいい。まず、拘束期間と報酬を言ってくれ」

「出立は明後日の朝で、七日間で五万リィルを予定しているんですが」

「六万だ」

「え？」

「急な依頼だ。そのぶん、報酬を増やしてくれ」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　突然の要求にマリールイズはあたふたと手帳を取り出す。それから、じっと手帳を睨にらみながらひとしきり考え、再び笑顔になった。しかし、その笑顔は大分、強こわばっていた。

「……わかりました。それで結構です」

「前金で四万、後金で二万。食事と必要な装備はそちらで用意してもらう」

「はい、はい」

　相づちを打ちながら、人狼の要求を手帳に書き込む。

「それから撤退の裁量が欲しい」

「と言いますと？」

「万が一、パーティが敗走するような状況になった場合、オレが自分の判断で撤退する」

「それでしたら、ご心配なく。うちの優秀なランサーたちが責任を持ってマーレクさんを必ずロックフォートまで……」

「綺き麗れい事ごとはいい。くれるのか、どうなんだ」

「……も、もちろんいいですよ」

　マリールイズは引きつった笑顔でこたえた。

（何というか……）

　ものすごく不器用な交渉だった。駆け引きも何もない。ただ相手の要求を呑のんでいるだけだ。

　そもそも、最初の段階でこちらの弱みを全部さらけ出している。急なクエストで引き受けてくれるランサーがいないとわかれば、向こうは当たり前のように足元を見てくるだろう。それに、前金に予定額の八割を要求した上、撤退の裁量まで与えては、どさくさに紛れて前金を持ち逃げされても文句は言えない。

　一方で、レイは人狼にも同情していた。言葉の端はし々ばしからマリールイズの無神経さが見え隠れしていたからだ。

「頼れるのはあなたしかいない」と、彼女は彼女なりに機嫌を取ろうとしているのはわかる。だが、「お前の前にあちこち探し回った」などと言ってしまったら、「お前の優先順位はその程度だ」と言っているようなものではないか。そこは嘘うそでもいいから、「あなたに真っ先に声を掛けた、留守だったが、ぎりぎりまで待っていた」とでもいえば、多少、人狼の心証だって良くなったかもしれないのだ。

　マリールイズには悪気はなさそうだが、悪気がないだけ傷が深い。レイを運営に誘ったときといい、彼女はこういう心の機微に疎うといような気がする。

　ソフィが何かフォローをするのだろうと思っていたが、彼女はカウンターで静かに読書をしているだけだ。こういうことは全すべてマリールイズの仕事らしい。

　危なっかしい。交渉を眺めながら、レイは落ち着かない気分になっていった。

「おーい、ポンコツ。『今日のおすすめ』って何だ？」

　条件を詰めていると、のんきな調子でアメリアが階段を下りてきた。今起きたばかりなのか、大きく欠伸あくびをしていた。

「もちろん肉だろ？　魚だったら外で食ってくるぞ」

「アメリア、ポンコツはやめてください。契約交渉の最中なんですから」

「交渉？」

　言いかけたアメリアが、マリールイズの前の客人に目を留とめた途端、大声を上げた。

「犬野郎！　てめー、何しに来やがった！」

　言うやいなやアメリアがそのまま階段から跳ちよう躍やくし、人狼に飛びかかろうとするのを、レイはかろうじて後ろから羽は交がい締じめにした。

「どうしたんだ、いきなり！」

「放しやがれ！　てめーには関係ねー！」

　レイの腕の中でじたばた暴れながら、アメリアが叫ぶ。危なかった。アメリアの無茶な性格を思い出していなかったら、今頃、人狼に殴りかかっていたところだ。

　マリールイズは驚いた表情を浮かべ、暴れるアメリアにたずねた。

「アメリア、どうしたんですか？」

「忘れたのか、このポンコツ！　あたしはこいつのせいで一回死にかけたんだぞ！」

「そんな大げさな……」

「何が大げさだ！　こっちの命令も聞かないで前線放棄しやがって。キマイラがあたしんとこまで突っ込んできたんだぞ！」

　荒れに荒れているアメリアと対照的に、人狼は淡々としていた。

「俺はお前に雇やとわれているわけではない。あのときも俺の雇用主はマリールイズ・ヴァイスシルトだったはず。お前の指示に従う義務は何一つない」

「にゃんだと！　てめー、表に出やがれ！」

　騒動の外で、ソフィが静かに嘆たん息そくしていた。相変わらず積極的に関かかわる気はないようだ。少し落ち着きを取り戻したアメリアが、フーフー息を吐はきながらマリールイズに言った。

「まさか、お前。レントにこいつ連れてく気じゃねーだろーな」

「ええ、そのつもりですけど……」

「だったら、あたし行かない」

　レイに羽は交がい締じめにされたまま、アメリアはそっぽを向いた。

「そいつが前衛なら、あたしは戦えない。だから行かない」

「そんなこと言わないでくださいよう！」

「だったら、そいつ追い出してちゃんとしたガード連れてこい」

「他のランサーはみんな断られてしまってマーレクさんしかいないんですから、我慢してください。ね？　ね？」

　もう、マリールイズは泣きそうな表情だ。その一方で相変わらず、無意識のうちに暴言を吐いている。

　そのとき、アメリアが首を回してこちらを見た。目が合った瞬間、嫌な予感がした。

　あのときの目だ。クエストごっこのとき、橋から川に飛び込めとか、崖がけの上に咲いている花を取ってこいとか、そういう無茶な命令を言い出す直前特有の目をしていた。

「そうだ。お前、ガードやれ」












「は？」

「盾役くらいできるだろ、やれ」

　案の定、横おう柄へいな態度で無茶を言い出す。苛いら立だちを押し殺し、レイは努めて冷静に返した。

「……どうして俺がガードをやるって話になるんだ」

「……ああ、怖いのか。だよな」

「そういう問題じゃない。君のわがままに巻き込まないでくれ」

「ふーん、そうやって逃げるのか。口だけは相変わらず達者だな」

　二人の間に険悪な雰ふん囲い気きが漂う。見かねてマリールイズが口を挟む。

「アメリア、無茶ばかり言わないでください！」

「倉庫にガード用の盾はあっただろ。使わせてやれよ」

「それは構いませんけど……。でも、レイさんはユニオンにも加入していませんから、ランサーとしての活動はできませんよ」

「ユニオンの連中が、こんな零れい細さいギルドのこと気に掛けるとでも思ってんのかよ」

「アメリア！」

　そんな中、人狼がエールを飲み干し、立ち上がった。

「俺は用なしのようだな」

「え！　ま、待ってください！」

　マリールイズの制止も聞かず、人狼は酒場から出て行く。マリールイズは追いかけようとしたが、突如、力が抜けたかのように立ち止まると、ぺたんと床に座り込んだ。

「アメリアぁ……」

　座り込んだマリールイズが振り返り、眼帯で覆おおわれていない左目を潤うるませた。

　もう滅め茶ちや苦く茶ちやだった。魔獣がどうのこうのではない。出立する前からクエストは破は綻たんしていた。

　レイの腕から抜け出したアメリアは、テーブルに腰掛けると、挑戦的な目を向けた。

「で、どうする？」

　レイが睨にらみ返すと、アメリアが、にっと笑った。

「そーだよなー、やっぱりお坊ちゃんには無理だよなー」

「……何？」

「毎日毎日、泣きながらあたしの後くっついてきたもんなー。士官学校アカデミーなんか入ったって、根性がないのは変わらなかったかー」

　安い挑発。誰がそんな手に乗るものか。そう思ってはいるものの、頭に血が昇るのは避さけられなかった。小さい頃の記憶が一気に蘇よみがえり、レイは大声を上げていた。

「いい加減にしろ！　どうして俺が君のフォローをしなきゃならないんだ！」

「いつ、あたしがお前に面倒見てもらったんだよ」

「いつもだろ！」

「あー、やだやだ。男のくせに細かいことばっかり」

「大体！　あのガードが帰ったのだって、アメリアが文句をつけるから……」

　そう言って、視線を外にやった途端、人狼と目が合った。まだ帰らず、少し離れたところから中の様子を探っていた人狼は、レイの視線に気付くと、そそくさとその場を離れた。

　レイは直感した。人狼は引き留とめに来るのを待っていたのだ。帰ったふりをして、マリールイズからさらに好条件を引きだそうとしているのだ。

（どいつも！　こいつも！）

「……やります」

　怒りにまかせて、その言葉が出た。

「ガードくらい、何でもありません」

　座り込んだマリールイズの、戸と惑まどった顔。

　カウンターでは、ソフィが静かに嘆たん息そくした。






　　　　三、〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉






　夜明け前に、レイは目を覚ました。

　ユージンを起こさぬよう静かに寝台から抜け出して、荷物を掴つかみ、階段を下りていった。

　酒場の裏に出ると、レイは荷物を井戸の側そばに置き、身支度を始めた。

　セシリアル軍兵へい器き廠しよう製『四五年式全身鎧よろい』。士官学校アカデミー時代に使っていた、旧式の鎧だ。裕福な貴族の子弟たちには、レイがこの旧式を使っていることを笑う者もいた。だが、それを気にしたことはない。型落ちのため経済的な負ふ担たんが少なく、それでいて現行の鎧とほとんど形は変わらず、基本的機能は劣おとっていない、非常に信頼性のある鎧だったからだ。

　ヒューマン用に作られたこの鎧の最大の利点は、コンパクトに収納可能だということだ。胴体部・盾が組み合わさってカバーのようになり、内部に手甲・足甲・防ぼう刃じん鎖さが収まるようになっている。

　レイは胴部を外し、鎖とパーツを引き出した。防刃鎖を被かぶり、胴部、関節部の紐ひもを結ぶ。足甲部と胴体部を身に付ける。周囲はまだ暗いが、作業に支障はない。士官学校時代に何度も繰り返しただけあって、今や目を瞑つむっていても装備できるほどだ。最後にグラブ状の手甲を腕に嵌はめ込んだ。

　立ち上がり、壁に向き直る。

　そこに自分の剣が立てかけてあった。レイはそれを引き抜き、早朝の冷気に晒さらした。

　空がようやく白み始めた。

　レイ・ブラウン、初めてのクエストだった。




「ランサーギルドのお仕事、その六十四、『馬車を引き取りにいく』！」

　大通りを歩きながら、マリールイズは宣言した。当初、体系だっていた作業のナンバリングも、段々と行き当たりばったりになり、細かい仕事にまで番号をつけていったせいで、今や膨ぼう大だいな数になっている。

「クエストといえば武器や防具などの装備品に目が行きがちですが、それだけでは任務を遂すい行こうすることはできません。飲料水や食料品、テントや毛布など、そういった生活必需品がなければ生存することさえできません。ランサーに気分良くクエストに臨んでもらうためにも、こういったものを整えるのも運営の大切な仕事なのです」

　クエスト出立日の早朝、ランサーたちはまだ酒場の二階で眠っている中、レイとマリールイズは最後の準備のために大通りを西に向かっていた。

　クエストの緊張で、レイはほとんど眠れなかった。

　レイは荷物の運搬や積み込みの間を縫ぬって何度も資料を読み、情報を頭に叩たたき込んでいた。過去三回の例を見ると、およそ一週間の任務だ。中継地点の街、バルティアまでは半日強、さらに麓ふもとの村まで一日、そこからレント村までは半日の距離。戦闘のほとんどは後半の山岳部で起こっているが、平野部でも油断はできない。

　想定される魔獣はハウンド系やスライム系。

　旧大陸においては、もはや魔獣と呼べるような巨大生物は存在していない。それでも、その二種となら戦ったことがある。辺境にはいまだ小型の魔獣が生息しており、そういった魔獣を狩ることは士官学校アカデミーでも行われていた。

　しかし、あのときと今では状況が違いすぎる。

　狩りでは生徒たちが隊列を組み、お互いの十分な掩えん護ごの元で戦った。その掩護がここにはない。背後を固める三人のランサーがいるだけだ。多勢による狩りから、命のやりとりへの変化。正直、自分の体が動くかどうか、わからなかった。

　加えて、自分の背後にも懸け念ねんがあった。それはパーティのバランスの問題だ。

　このパーティは歪いびつすぎた。前衛の壁役は自分一人。自分一人で、非戦闘員のマリールイズを含め四人を守らなければならない。

　セオリー通りなら、壁役は最低でも二名、可能なら三人は欲しいところだった。

　巨人族テイターンのユージンなら適役だ。パーティ構成においては、種族特性も大きな要素になる。

　巨人族は他種族を圧倒する膂りよ力りよくを持ち、重装備が必要な壁役に適している。事実、旧大陸で出会った巨人族のほとんどは戦士系や重装歩兵といった職業だった。巨人族が防御を担になってくれるのなら安定感はぐっと増すのだが、彼はあくまで攻撃専門らしかった。

　種族特性を無視している点ではアメリアも同様だ。優れた敏びん捷しよう性せいと感覚器官を持つリュンクスは斥せつ候こうや銃士、後方支援の役割に向いている。その点、砲ほう兵へいというクラスはリュンクスには不向きだ。大砲を操作するのには強い筋力が必要になるし、さらにその重さで敏びん捷しよう性せいが殺されてしまう。

　ガード一名、ストライカー三名というアンバランスな構成。種族特性を無視した職業。

　これらは〈白き盾〉の無計画で非効率な性質を如実に表していた。士官学校アカデミーの理論に基づいたシステムから見れば、彼らのやり方はあまりに野蛮で歪いびつに見える。

　こんなパーティで本当にクエストを遂すい行こうできるのか。

（望むところだ）

　この歪な構成だからこそ、それをねじ伏せる力を見せつける好機なのだ。

　自分の力を示す。ランサーたちに。そして、自分自身に。

　気がつくと、マリールイズは不安そうな表情でこちらを見上げていた。

「す、すみません。ぼうっとしてて」

「あの、本当に大丈夫ですか？」

「何がです？」

「ガードの件です」

　レイは言った。

「平気です。士官学校で訓練は受けてきました。壁になるくらいはできます」

「でも、ガードというのはとても危険なロールなんです。私たちもフォローはしますから、決して無理はしないでくださいね」

　少し傷つく。悪気はないんだろう。でもその言葉から、自分がランサーとして見られていない、戦える人間として見られていない、そんな意味合いが感じ取れた。

　西城壁近くまで来ると、辺りは騒さわがしくなってきた。朝一番で出立しようとする運送業者とその護衛のランサーたちが、馬小屋や飲食店にたむろっている。

「しっ！」

　突然、レイは腕を引っ張られ、建物の陰に引っ張り込まれた。この二日でマリールイズの奇行に慣れてきたレイは、周囲の奇異の視線を気にすることなく、淡々とたずねた。

「……今度はどうしました？」

「静かに！　他ギルドの運営です……！」

　レイがたずねると、マリールイズはシーフのように壁に張り付き、眼帯をしていない左目で通りの様子をうかがっていた。

　レイも彼女の肩越しに覗のぞく。視線の先に一台の馬車があった。二頭立て、豪華な黒塗りの客車付きの馬車が倉庫らしい建物の前に停とまっていた。

「あれは……〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉です！」

「〈黒銃士隊〉？」

　レイが鸚おう鵡む返しすると、緊張感を漲みなぎらせ、マリールイズは言った。

「ロックフォート最大手のランサーギルドです。新大陸各地に支部を持ち、契約しているランサーも千人単位と言われています」

「はあ……」

「以前、下町地区における〈白き盾〉のシェアは百パーセントでした。それが一ヶ月ほど前から、〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の運営が現れるようになったんです。私も必死に対抗しましたが力及ばず、あの地域の顧客数は約六六・七パーセントにまで減少してしまったんです！」

「一応、確認しておきたいんですが、ハインツ商会の輸送クエストを取られたせいで、顧客が二軒になったということですか？」

「……約三十三・三パーセント減で、シェアが約六十六・七パーセントになったと申し上げたはずです」

　マリールイズはそう言うと、体勢を低くし、そろりと動き始めた。

「音を立てないように。今から近付いて、彼らの動きを探ってきます」

「……何でそんなことを？」

「ビジネスは戦争なんです！　情報の有無が生死を分けるんですよ！」

「あら、〈白き盾〉さん」

　突然声を掛けられ、マリールイズは肩を震わせた。レイも全く気付かなかったが、いつの間にか背後に一人の女性が立っていた。

「ごきげんよう、奇遇ですね」

　ヒューマンの女性だった。

　黒髪、鍔つばの広い黒い帽子。喪に服しているような格好だった。

　一瞬、マリールイズは言葉を失っていたが、すぐに何事もなかったかのように笑顔を浮かべた。

「……これはこれは。〈黒銃士隊〉の運営さんじゃありませんか」

　どうしてか芝居がかったとぼけた調子で言うと、黒服の女性も笑顔で返してきた。

「ドブネズミみたいに何をこそこそなさっているんです？　もしかして〈黒銃士隊〉へのスパイ活動ですか？　大変ですね、零れい細さいギルドはそんなことまでしないといけないなんて」

「なっ……！」

　指摘は当たっているが、トゲのある言葉だった。マリールイズは笑顔を引きつらせると、声を一層、おかしく変調させて言った。

「ええ、そちらの滑こつ稽けいな仕事ぶりには、いつも関心を持ってますの。今回はどのような案件で笑わせていただけるのかしら？」

「こっ……！」

　マリールイズがめずらしく、敵意を剥むき出しにしている。わかりやすい安い挑発なのだが、相手の女性もわかりやすく気分を害し、目を吊つり上げた。

「……失礼。どうやら痛いところを指摘して、気分を害してしまったようで」

「……いえいえ、気分を害したのはそちらでしょう？　真実というのは残酷ですからね」

「……まあ、〈白き盾〉さんが苛いら立だつのもわかりますが。私が下町地区で活動を初めてからたった一ヶ月で、すでに約三三・三パーセントのシェアを頂いてしまってますからね。当ギルドのシェアはすぐに約六六・六パーセント……いいえ、近い将来には約九九・九パーセントにまで達するでしょう。よろしければ、うちで仕事のお世話でもしましょうか？」












「……ご心配なく。下町地区のシェアはすでに取り返してしまいましたから。ハインツ商会様にはあなたがたのサービスがご満足いただけなかったようですよ。図ずう体たいばかり大きくなると、細かい所まで気が回らないようですから」

「……あら、ハインツ商会様の依頼、引き受けてくださったのですか？　助かりますわ」

「……え？」

「〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉は多忙で今回ばかりはお断りせざるを得なかったんです。それが心苦しくって。やはり大きなギルドには大きな仕事、小さなギルドには小さな仕事。こういうときは助け合わなくては」

　二人はまったく笑っていない笑顔を浮かべながら、激しく睨にらみ合った。

　素晴らしいまでの三文芝居だった。

　というより、何のために張り合っているのかさっぱりわからない。運営に関かかわる人はみんなこんな感じなのだろうか……。

　通りで大声でやりあう二人を、通りの人々がうさんくさそうに眺めている。一緒にいるのが恥ずかしい。他人のふりをしていたかったのだが、そうはいかなかった。マリールイズはレイの腕を取り、ぐいっと引き寄せた。

「いつまでも受け身に回っている私ではありませんよ！　新しいスタッフを招まねいて反転攻勢を図っているんですから！」

「まあ、そうですか。まだあなたのところのような泥舟に乗り込む人間がいるなんて」

「ど、泥舟とはなんですか！」

「あなたも、こんなところに来るより、我が〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉にいらしたらどうで、す……」

　女性が言いかけ、レイと目が合った瞬間、彼女の目が大きく見開かれた。

「貴様、レイ・ブラウン……！　どうしてここにいる！」

　突然、名前を呼ばれ、レイは驚いた。新大陸には来たばかりで知り合いなどいない。

「ええと、すみません、どこかでお会いしましたか？」

「なっ……！」

　と、彼女は大げさに驚き、憎ぞう悪おに満ちた視線を向けてきた。

「そうか、私など最初から眼中にないということか……！」

「いえ、ですから……」

「クレア・キャンベルだ！　士官学校アカデミーに私がいたことを忘れたか！」

　その硬い口調に、一気に記憶が蘇よみがえった。

　忘れるわけはない。

　レイと同じ、セシリアル士官学校、第三十期入学。首席クレア・キャンベル。

　レイが憧あこがれた、『本物の騎士』に限りなく近い存在だった。




　耳に馴な染じんだ軍隊口調に、鎧よろいと外がい套とうを身に纏まとった姿が蘇った。

　女性でありながら、ありとあらゆる分野で、トップの成績を修めた騎士候補生だった。卒業と同時に騎士として叙勲されるのは確実。近衛このえ騎士に選出されるのは時間の問題と言われていた才さい媛えんだ。

　狼おおかみのような鋭するどい眼まな差ざし。講堂のどこにいてもすぐに目に留とまる凛りんとした雰ふん囲い気き、背筋を伸ばし、何者にも臆おくすることがない凛り々りしい姿。レイの憧れだった騎士。

　憧れと言っても、それは恋愛感情ではなかった。そんな感情を抱くこともできないくらい、彼女との距離は遠すぎた。彼女には常に多くの取り巻きがいて、自分は近付くことさえできなかった。彼女と話したことなど数えるほど、訓練中の事務的な会話くらいだ。家柄も、能力も、あまりにも違っていた。自分のような平凡な生徒なら、誰でも憧れるような生徒だったのだ。

「クレア・キャンベル？　どうしてこんなところに？　士官学校にいるはずじゃ……」

「士官学校は一身上の都合で退学した。父が病やまいに倒れてな……実家の騎士団を継ぐことになったのだ。今は、父のつてで〈黒銃士隊〉に厄やつ介かいになり経営を学んでいるところだ」

　彼女は軍隊口調で答えた。かつてのイメージが目の前の女性に重なっていく。

　全然、気付かなかった。何というか、マリールイズと子供のようにやりあっている姿は、彼女のイメージとはあまりにも違いすぎた。彼女がこんなに……何というか……その、こんな感じの人だとは思ってもみなかったのだ。

「レイさん、お知り合いなんですか？」

　クレアの豹ひよう変へんに面食らったように、マリールイズが小声でたずねてくる。レイが答える前に、クレアが吐はき捨てるように言った。

「知り合いも何もない。こいつは士官学校アカデミー時代、唯一、私に汚点を付けた男だ！」

「「え？」」

　二人とも同じように聞き返していた。

　レイには、全く心当たりがない。エリートであり、馬上槍試合ジヨストや演習の花形だった彼女と、平凡な成績で雑用ばかりしていた自分に接点などほとんどない。

　クレアはなぜか遠くを見ながら、独白を始めた。三文芝居の再開だった。

「士官学校時代、私の成績はほとんどの科目においてＡ評価だった。剣技、馬術、指揮戦術、魔法学、それらにおいて、私は常にトップクラスだった。だが、たった一つ、どうしてもＡ評価を取ることができなかった科目があった。それが『兵へい站たん学』の授業並びに実習。そう！　レイ・ブラウン、貴様が君臨していた科目だ！」

「兵站学で君臨と言われても……」

　マリールイズが驚いたように左目を見開いていた。

「士官学校でトップだったんですか……？」

「……兵站学っていうのは行軍計画立案や、補給・輸送など物資管理のことなんです」

　レイは目を逸そらし、恥じ入るように言った。

　レイが兵站学でトップになれたのは簡単な理由だった。

　みんなやる気がなかったからだ。

　兵站学、特にセシリアル士官学校におけるそれというのは、雑用と同じ意味だった。

　荷積み。装備の整備。消しよう耗もう品ひんの調達。演習先での宿舎の手配。行軍地図の作成と日程管理。果ては教官への接待まで。レイが実家の商家でやらされていたような、誰にでもできる仕事だった。

　騎士の本分はやはり戦闘だ。生徒も教官も騎士階級出身者ばかりで、兵站学を重要視していなかった。合格点ぎりぎりでも、落第しなければ進路には影響ない、そんな科目だった。重要だったのは馬上槍試合で勝つことであり、魔獣狩りで獲物を仕し留とめることであり、士官学校の武勇を世間に示すことだったのだ。

　だから彼らは兵站学に関する仕事を全すべてレイに押しつけてきたし、レイはレイで少しでも評価を上げて士官学校に残っていたかったから、それらの雑用を断れなかっただけだ。結果として、兵站学の成績が一番になったに過ぎない。

「私はキャンベル家に相応ふさわしい人間であることを証明するため、何とかオールＡを取ろうと励はげんだ。しかしどれだけ努力しても、この男には勝てなかったのだ」

　クレアが悔しそうに拳こぶしを握りしめるのを、レイは意外な気持ちで眺めていた。てっきり、彼女も他の生徒と同じように手を抜いているのだと思っていたのに。

「この男が行軍演習計画を立てれば、常に誤差十分の間に収まった。こいつに揃そろえられない物品はなく、船の上で薬草を調達することも、洞どう窟くつの地下奥深くで魚の干ひ物ものを糧りよう食しよくに出すことも、朝飯前にやってのけた。この男の用意した地図は正確なだけではなく、裏道さえ記述されており、そればかりか当地の美お味いしいと評判の食堂まで書き込まれていたのだ」

　レイ本人さえ忘れていたことをクレアは次々と挙あげていく。それと一緒に、嫌な記憶が蘇よみがえっていく。少しでも時間に遅れたり、物資が足りなければ、容赦なく罵ば声せいが浴びせられた、士官学校アカデミーでの苦痛に満ちたあの日々。

　レイの心境などおかまいなしに、クレアは再び指を突きつけてきた。

「そして、いつしかこいつは『荷馬車の上にこの人あり』と謳うたわれ、通称『補給部隊の狐きつね』、またの名を『輜し重ちよう車しやの悪魔』と呼ばれるようになったのだ！」

「そんな話は初耳なんですが……」

「『輜重車の悪魔』……！」

「……そんな顔でこっちを見ないでもらえますか？」

　当人が聞いたこともない異名をおののきながら繰り返すマリールイズに、レイは呟つぶやいた。

「こんなところで再び私の前に立ちはだかるとは……。どうして新大陸にいる？　士官学校の訓練がこんなところで行われているなど、聞いたことがないぞ」

　クレアに問われ、はっとレイは俯うつむいた。

　理由はとても答えられなかった。

　彼女の目を直視できない。彼女の前にいることが耐えられない。今すぐにでも、この場を去って、どこかに隠れてしまいたかった。

　レイが黙っていると、クレアは、はっとマリールイズに視線を移した。

「ま、まさか！　あなたが新大陸へ招まねいたというのか……！」

「……え？」

　左目を瞬まばたかせるマリールイズ。クレアは大いに驚きよう愕がくしながら続けた。

「どうやって！　新大陸にありながら、一体、どうやってこの男のことを知り得たというのです！」

「…………え？」

　マリールイズは状況が飲み込めないようだったが、とりあえずクレアが驚いているのを察した辺りで不敵に笑った。

「それは企業秘密です。優秀な運営というのは、常に情報網を張り巡めぐらせているものですよ。ふふふ」

「む……！」

　偶然、知り合ったことをおくびにも出さずマリールイズは勝ち誇る。

　一方、クレアは激げき昂こうしている自分に気付き、咳せき払ばらいをした。

「……いいでしょう。これでちょうどいいハンデというものです。この決着は本日の緊急クエストでつけさせてもらいましょう！」

「望むところです！」

　よくわからない意地の張り合いの末、またよくわからない戦いを挑んでくるクレア。マリールイズは勢いよく勝負を受けたところで、怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「……緊急クエスト？」

「そう、緊急クエストです」

　頷うなずくクレア。マリールイズはおそるおそるたずねた。

「あの、すみません。緊急クエストって何ですか？」

「決まっているでしょう。本日未明、ロックフォート近郊で発生した魔獣の群れを迎げい撃げきするために、市庁舎が全ギルドに発令した緊急招集事案のことです」

「…………え？」

　完全に硬直したマリールイズ。その様子を見て、クレアが言った。

「もしや、クエストをご存ぞん知じなかったと？」

「あの、その、はい……」

「く……ふふ……あはははは！」

　マリールイズが頷くと、クレアは突如、口元に手を当てて笑い始めた。

「緊急招集を告げる伝令があったはず。〈白き盾〉ともあろうギルドがそれに気付かず、のんきに寝ておられたのですか？」

「伝令ぃ……？」

　マリールイズが助けを求めるように、レイの方を見た。レイ自身、緊張でほとんど寝付けなかったのだが、そんなものには全く気付かなかった。

　クレアは腕組みをし、高圧的に言った。

「市庁舎の緊急招集の場合、待機しているギルド会議所のメンバーは全すべて出動する規約になっているはずです」

「だ、だって、誰も教えてくれなかったから……」

「笑止！　運営職たるもの、常に周囲の状況を注視しておくもの。二十四時間戦えぬようでは運営たる資格なし！」

「う……！」

「そのような義務も果たせないギルドに、名誉あるロックフォート・ギルド会議所のメンバーが務つとまりますか？」

　最後に鼻で笑うと、クレアは停とめてあった馬車の御ぎよ者しや台だいに上がった。

「失礼、私はそろそろ緊急クエストの補佐に向かいませんと。それではごきげんよう」

　クレアは惚ほれ惚ぼれするような手た綱づな捌さばきで、馬車を進ませた。

　それを見送りながら、マリールイズは肩を震わせていた。……背中から異様な空気を立ち上らせながら。

「……レイさん？」

「はい？」

「こうしてはいられません！　我々も魔獣を迎え撃ちます！」

　マリールイズが拳こぶしを握って宣言する。レイは驚き、聞き返した。

「ちょっと待ってください！　俺たちはこれから輸送クエストが……！」

「街の危機なんですよ！　そんなこと言っている場合ですか！」

　マリールイズはレイの腕を掴つかむと、例によって、すさまじい馬力で早朝の街を引きずり始めた。





　　　　◆






　城壁の外ではランサーたちが警戒にあたっていた。

　赤い荒こう野やの上に防衛線を形成しながら、魔獣の群れを待ち受ける。

　総勢二十名。

　人数だけならばフルパーティ三個以上の計算となる。

　しかし、ガード役の剣士の胸中にあったのは不安だけだった。

　ここにいるのは寄せ集めだった。たまたま体が空いていたために、大手ギルドから送り出されてきたランサーたち。お互いに面識などない。他のギルドのランサーはもちろん、同じギルドの者でさえ、名前もろくに知らない間柄だ。運営から知らされたのはただ一つ、お互いのロールだけだった。

　そして、さらなる不安要素。

　報酬の関係で、ロールはガード・アタッカー・スカウトしかいない。ヒーラーやストライカー、報酬が割高になるロールは一人もいない。怪け我がをすれば、せいぜい『応急手当』のスキルを持った後衛に頼るしかない。

　背後にはロックフォートの城壁があった。その上から、こちらを監視している運営の存在を意識する度、剣士は、自分がコロッセオに投げ込まれた剣けん奴どのような気持ちになった。

「来たぞ！」

　誰かが叫んだ。荒野に砂煙が上がっている。そこから、魔獣の群れが突っ込んできた。

　聞いていた情報通り、ハウンドの群れだった。

「隊列を乱すな！　深追いするな！」

　後方で、現場の指揮を務つとめる弓士が叫んだ。

　前列の剣士は大盾を構え、剣を抜き払った。その頭上を掠かすめるように、後方から矢が放たれた。

　距離を詰めてきたハウンドたちに、こちらの先制攻撃が突き刺さる。味方の攻撃のはずなのに、それさえも恐ろしい。

　矢の雨をかいくぐり、ハウンドが迫ってきた。

　数が、多い。運営の情報とは違い、ハウンドは百体近くいた。

　最初の一匹が盾にぶつかる。衝撃を盾でいなしながら、剣を振るう。その瞬間、二匹目のハウンドの突進を受け、男は地面に転倒した。弱い者を狙ねらう、その野性の本能に、ハウンドたちは残酷なまでに忠実だった。複数のハウンドが男に狙ねらいを定めた。剣士は立ち上がろうとするが、ガードの重装備ではすぐには動けない。

「誰か……！」

　ハウンドが跳ちよう躍やくし、飛びかかってくる。

　突然、目の前の地面が爆はぜ、剣士の顔に爆風が吹き付けた。

「よう、雑ざ魚こども」

　自分を庇かばうように、目の前に馬車が停とまっていた。

　荷台の上から、リュンクスの少女が見下ろしていた。体に砲弾の収まったベルトを巻き、腰には雷管の入った箱を提げ、右脇に身長ほどもある大砲を抱えている。

「ったく、ハウンドくらいさっさと片づけろよ。こっちは寝てたんだぞ」

　リュンクスは大きく欠伸あくびをして、潤うるんだ目を拭ぬぐった。

「チェストおお！」

　右から、大だい喝かつが響き渡る。

　大おお太だ刀ちを構えた巨人族テイターンが、一刀のもとにハウンドを切り捨てる。

「『伽が藍らん鳥ちよう』」

　左から、歌うような呪じゆ文もんが流れてくる。

　エルフが火の鳥の群れを操り、次々とハウンドたちの頭上に降らせている。

　戦場に満ちあふれる剣風と爆風。破壊の嵐あらし。

　そして、戦場に現れた三人のランサー。

　気がつくと、最初にいたランサーたちは動きを止め、彼らに見とれていた。

　皆、あのストライカーたちを知っているのだ。

『小しよう砲ほう虎こ』、アメリア・ショート。豹人族リユンクスの砲ほう兵へい。

『屠と竜りゆう剣けん』、ユージン・ポポルスキー。巨人族のサムライ。

『凍いてつく炎』、ソフィ・アーシェ。森人族エルフの火術士。

　ロックフォートのランサーなら知らない者はいない。いずれも、かつては名のあるギルドに所属し、辣らつ腕わんを振るったストライカー。そして、超一級の火力を持ちながらも、費用対効果・素行・その他多くの問題から、まともなギルドからは閉め出された連中だった。

　普段なら、決して関かかわりたくない相手。

　しかし、剣士は心の底から安あん堵どしている自分に気付き、そして他のランサーたちも同様の気持ちで彼らの戦いを見守っているのだとわかった。

　魔獣が人知の及ばぬ世界の『怪物』なのだとすれば、彼らはこちら側の『怪物』なのだ。




　いきなり戦場に放ほうり出された。

　見渡す限りハウンドで埋め尽くされ、全方位で戦闘が行われている。どこが前線でどこが後方なのかもわからない。

　レイは盾を構え、剣を抜いたまま、馬車の陰で動けないでいた。

　初めてのクエスト。初めての命のやりとり。

　心臓がうるさいくらいに拍動する。鼓動が鼓膜を打つ。

　徐々に自分の役割を思い出してきた。ガードとはパーティの盾となるロールだ。馬車やパーティを魔獣の攻撃から守るのがその役目。戦場で最前線を維持するのが仕事だ。

　そう思うのに、体が動かない。

　何をしている。相手はたかがハウンドだ。何度だって戦ってきたじゃないか。

　不意に、視線に気付く。

　周囲に、士官学校アカデミーの同期たちの姿があった。彼らは動きを止め、レイを注視していた。

　俺を嘲あざ笑わらっている。見ろよ、兵へい站たん係が震えてるぞ。何であいつが前線にいるんだよ、後方で晩ばん飯めし作ってるはずだろ。

　幻覚だった。同期と思ったのは、先に戦場にいたランサーたちで、彼らが見ているのは、突如乱入してきた〈白き盾〉のランサーたちだった。レイが士官学校にいたことも、士官学校で雑用を押しつけられていたことも、彼らが知っているはずがない。

　頭に血が昇る。

　俺だってやれる！　そのために訓練を受けてきたんだ！

　レイは立ち上がり、前線へ向かおうとする。

　その瞬間、上空から、身を震わすような鋭するどい音が空気を切り裂さいた。レイは反射的に空を見上げていた。

　小さな影が空を舞っていた。

　一見、鷹たかのように思えた。それは旧大陸での経験がもたらす錯覚に過ぎなかった。その影には長い首と尾が付いていた。眺めているうちに、その大きさと速度がわかってきた。

　飛竜ワイバーン、それも三体。戯たわむれるように頭上で円を描いていた。

「ワイバーンでござるか」

「めずらしいですね、こんな平地で群れを見かけるのは」

　ユージンとソフィが言った。二人の口調は落ち着いているのを通り越して、危機感が抜け落ちているように聞こえた。

「何でこんなとこにハネトカゲが出てくんだよ」

「たまに餌えさを追って、平地までやってくることもあるのですよ」

「このハウンドたちは飛竜に追い立てられたのでござるか。そう思うと哀あわれでござるな」

　心臓がさらに脈動する。

　ワイバーンは全く想定していなかった。しかも三体だ。自分一人ではとても、攻撃を受けきることはできない。

「いち、にー、さん、三匹か。よーし、一人一体ノルマな」

「承知」

「わかりました」

　だが、パーティの盾は自分だけだ。やるしかない。ワイバーンの注意を自分に引きつけ、攻撃を避よける。はたしてそれができるのだろうか。

「ついでだから賭かけよーぜ。最初にやった奴やつが総取り、二番目が一万、最後が二万出す。逃がしたらプラス一万な」

「アメリアは負けたときごねるから嫌でござる」

「んだと。あたしがいつ負けたんだよ」

「賭と博ばくは悪徳ですよ」

「ああ？　逃げんのか？」

　飛竜ワイバーンの一体が旋回、羽根をたたみ降下へと移った。レイは覚悟を決め、馬車の陰から飛び出した。盾を構え、ワイバーンに向け己の身を晒さらす。

「下がってください！　俺が引きつけます！」

　スピードに乗った飛竜が、地面にすれすれで水平飛行に移る。その勢いのまま、レイを狙ねらい、後ろ脚あしを伸ばした。

「レイさん、伏せて！」

　気がつくと、空を見上げていた。

　体を強く、押しつけられていた。自分に覆おおい被かぶさっているマリールイズの、柔らかい髪が頬ほおに触れた。

　直後、すさまじく巨大な影が、凄すさまじい速度で、さっきまで自分の頭があった場所を飛び抜けていった。突風が砂を巻き上げ、目に痛みを与えた。

「誰か、掩えん護ごを！」

「バカヤローが！」

　アメリアが大砲を上空に向けながら怒鳴っていた。

「ワイバーン相手にふらふら前に出た上に、あたしの射線に入りやがって！　二回死にてーのか、てめーは！」

　レイは我に返り、咄とつ嗟さに言い返した。声が震えていた。

「が、ガードをやれと言ったのは君だろう！」

「賭けの邪魔をしろとは言ってねー！」

　二人が言い争う中、突如、爆発音が聞こえた。

　上空を見ると、炎を身に纏まとい、照明弾のようになった飛竜が落ちていくところだった。

「では、三万リィル。頂ちよう戴だいいたします」

　冷たい声。馬車の傍かたわらで、宝ほう杖じようを軽やかに一回転させて、ソフィが言った。

　アメリアは一瞬、呆ほうけたような表情を浮かべた。

「にゃ……」

「支払いは報酬が入ってからでも構いませんよ」

「お前、やらねーって言っただろ！」

「言ってませんよ。それに悪徳には天罰が下るもの。道に迷いし者を、痛みをもって導くのも理性ある者の役目ですから」

　ソフィは馬車の御ぎよ者しや台だいに座り、膝ひざに宝ほう杖じようを置いた。後は静観の構えだった。

　アメリアは舌打ちし、飛竜ワイバーンが飛び去った方向に向けて、大砲を構えた。

「くそ！　おい、デカブツ！　今さら降りるんじゃねーぞ」

「もとより逃げるつもりはござらん」

　口汚く罵ののしりながら照準を定めるアメリアに、ユージンはおっとりとした口調で、大おお太だ刀ちの血を拭ぬぐいながらこたえた。

「秘剣、蜻蛉とんぼ斬ぎり」

　ユージンは呟つぶやき、巌いわおのような顎あごを歪ゆがめ、笑う。

　アメリアが目を見開く。こちらに襲いかかってきた一匹目の飛竜が、上昇の途中で、突然、二つに割れた。芝居小屋の背景を割ったかのように飛竜はばらばらになりながら落下し、しばらくしてようやく血を吹き出す肉塊となって、地面に衝突した。

「では、三万リィル。遠慮なく」

　大太刀を、背中の鞘さやに収めるユージン。

「私の方が早かったですよね？」

　馬車から涼やかにたずねるソフィ。

「いや、拙せつ者しやは爆発より前に斬きっていたでござる」

「そうでしたか？　確か、一流のサムライの剣技は、その鋭するどさ故に、相手は斬られたことさえ気付かず、しばらく生きていることもあるとか」

「左様」

「それではやはり、私の方が早いですよね。死んだのは」

「でもほら、拙者一・五流くらいでござるから、斬ったときには死んでいたでござる。サムライは謙けん虚きよゆえ、自分を一流なんて思ったりしないでござる」

「てめーら、勝手に話を進めてんじゃねー！」

「早くしないと逃げますよ」

「逃げたら三万でござるよ」

　ソフィとユージンに素っ気なく言われ、アメリアは拳こぶしを震わせた。

「にゃー！　もう！」

　いらいらと声をあげ、いまだ倒れたままのレイに詰め寄った。

「てめーのせいだぞ、雑用係！」

「アメリア！」

　レイに覆おおい被かぶさったまま、マリールイズが厳しい口調で言った。

「人のせいにしてはいけませんよ。賭かけはアメリアが言い出したことなんですから、約束はちゃんと守らないと」

「んだと、ポンコツのくせに偉そーに！」

「ぽ、ポンコツは止やめてください！　余よ所そのギルドのランサーさんに聞かれるじゃありませんか！」

　どこかずれた二人の会話は、飛竜ワイバーンの甲かん高だかい鳴き声にかき消された。最後の一頭が咆ほう哮こうを上げ、降下に移った。

「この野郎……！」

　アメリアがつぶやく。そして、振り向きざま大砲を撃ち放した。

　ワイバーンの翼が爆はぜた。矢のような速度の飛竜に、砲弾は吸い込まれるように命中していた。

「キーキーと！」

　機関部を開放、流れるような手つきで弾薬・雷管を装そう填てんして再度、ハンマーを上げた。

「うるせーんだよ！」

　轟ごう音おんと同時に、もう片方の翼が吹き飛んだ。ワイバーンは急激に失速し、地面に吸い込まれていく。

　アメリアは手元には一いち瞥べつもくれずに再装填を済ませると、さらにワイバーンに狙ねらいをつけた。

「このハネトカゲが！」

　地面に落ちる直前、ワイバーンの頭部が吹き飛んだ。ワイバーンはハネでもトカゲでもなくなり、地面に墜落した。




　強い。

　城壁の上から、クレアは帽子の庇ひさしを上げ、狼おおかみのような目で戦場を見つめていた。

　嵐あらしの如ごとき刀術。慈悲なき威力の魔術。正確無比な砲術。

〈白き盾〉のランサーは、飛竜三体をあっという間に仕し留とめてみせた。

　あれほどの腕を持った者を、士官学校アカデミーでは見たことがなかった。生徒、教員を含めてだ。

　自分と比べたらどうか？　自分にあれができるか？　できないことはない、かもしれない。だが、今は無理だ。少し腕の鈍なまっている今の状態では。

　少なくとも、下にいる〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉のランサーとは格が違っていた。

〈白き盾〉の参戦によって戦況は一変していた。

　それまでは、クレアの目から見てもやきもきするような戦いぶりだったランサーたちが、〈白き盾〉の勢いに引っ張られるように、ハウンドの追撃にかかっていた。

　やはり、あのギルドは油断がならない。

　上司からは『ただの零れい細さいギルド』だと聞いていた。伝説の騎士の末まつ裔えいであるお嬢様が遊び半分でやっているギルド。大手の〈黒銃士隊〉とは比べるまでもない零細弱小ギルド。

　だが、実際はどうだ。あのギルドにいるのは三人とも優秀なランサーだ。それはすなわち、マリールイズ・ヴァイスシルトが確かな目を持っているということ。

　あの男の存在が、その仮説を確信へと変える。

　士官学校時代、ただ一人、自分に汚点を付けたあの男。『輜し重ちよう車しやの悪魔』、レイ・ブラウン。奴やつが〈白き盾〉に参加することになろうとは。

「〈白き盾〉だと！」

　城壁の上で、誰かが声をあげた。見ると、背せ広びろ姿の男が手すりから身を乗り出すようにして望遠鏡を覗のぞき込んでいた。〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の運営職、クレアの上司だった。

「何で連中がここにいるんだ！」

「はっ！　自分であります！」

　クレアは得意気に一歩、前に出た。上司はうんざりとした顔で──彼はどういうわけかいつもこんな表情を浮かべる──言った。

「またお前か！」

「ええ。先ほど補給物資を運搬していたところ、偶然、奴やつらに遭そう遇ぐうしたのであります。連中は緊急招集が出ていたにもかかわらず、それを知らないようでした。そこで私が一計を案じ、連中を挑発し、このクエストに参戦させたのです。味方の消耗を抑え、利用できるものはライバルギルドであろうと利用する。これぞ兵法の……」

「馬鹿野郎！」

　帽子の鍔つばの部分を思い切りはたかれた。クレアは庇ひさしを上げ、恨めしげに上司を見つめた。

「……何な故ぜ？」

「いつもいつも、余計なことはするなと言ってるだろう！」

「余計なこと？　私はただ緊急クエストのことを知らせてやっただけですが……」

　クレアが不服を言う。と、

「あれはユージン・ポポルスキー!?」

「ソフィ・アーシェまで！　誰が連中を呼んだんだ！」

「おい、あのガキは『小しよう砲ほう虎こ』だろう！　〈黒銃士隊〉、どういうことだ！」

　上司と同じように、〈黄金騎士団〉、〈赤せき鎧がい兵団〉、〈アズール神職会〉といった、大手ギルドの運営が叫び合っていた。

「黙ってろよ」

　上司は苦虫を噛かみつぶしたような顔をして、クレアに言い含め、彼らに近づいていった。

「〈黒銃士隊〉、今回の件は我々だけで回すはずだったろう」

「俺は知らない。奴らのボスはあのマリールイズ・ヴァイスシルトだぞ。お前らもあの小娘の性格は知ってるだろう」

　各ギルドの運営は、背広のポケットに手を突っ込んだまま、額を寄せ合った。

「今回の行政府の予算はいくらだ」

「一日あたり二十人分の規定報酬と最低経費。この調子だと、半日分しか出ないかもしれん」

「飛竜ワイバーンが現れてくれたから多少交渉ができるかもしれないが」

「それにしたって端はした金がねだろ」

「行政府の支払いが渋くなってる今、緊急クエストだって重要な『狩り場』なんだ」

「〈黒銃士隊〉、〈黄金騎士団〉、〈赤鎧兵団〉、〈アズール神職会〉。それぞれ五人ずつ出す、そういう話だっただろう？」

「声がでかい。衛えい士しに聞かれるぞ」

　運営たちは、背後を振り返った。西門を守る衛士たちが、ランサーたちの戦いを見世物のように眺めていた。

「正午回るまでだらだらハウンドと遊んでくれればよかったのに」

　運営の一人が舌打ちしながら、言った。規定では正午を一秒でも過ぎれば「一日分」の報酬が出ることになっていた。

「連中にも報酬を出すのか？」

「法律上は払うしかない」

「馬鹿言うな。規定通り払ってたら、こっちだって足が出るぞ」

「だから、しきたりってものがわからないギルドは嫌なんだ」

「わかったわかった」

　上司が両手を挙あげ、運営たちの言葉を遮さえぎった。

「〈白き盾〉には何とか減額できるよう、言い含めてみよう」




　数分後。

「みなさま、おつとめご苦労さまです！　遅くなり、申し訳ありません！」

　晴れやかな声とともに、城壁の上にマリールイズ・ヴァイスシルトが現れた。

「この度は危機的状況ながら、ギルド会議所の緊きん密みつな連携によって速やかに事態が収拾されたことを嬉うれしく思います」

　苦虫を噛かみつぶしたような顔の運営たちの様子には気付かず、彼女は笑顔を浮かべる。

〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の運営が言った。

「待機していたランサーは十分な数でしたので、わざわざおいでいただかなくてもよかったんですがね。できれば、若い連中にも経験を積ませたかったので」

「たまたま通りかかったものですから。それに街の危機なんですから、協力するのが当然のことです！」

「……ああ、そうですか」

　そこで〈黒銃士隊〉は咳せき払ばらいをした。

「で、報酬の件なんですがね。ご存ぞん知じの通り、行政府の予算は潤じゆん沢たくじゃない。それに二十名のランサーが出張っているから、彼らにも報酬を払わなければならない」

「はい」

「そちらの取り分は三人分の最低報酬、それから平均的なランサーの経費半日分、総額二万リィルくらいになると思います。支払いは一週間後、それで構いませんね」

「ええ、もちろん」

　マリールイズは即答した。

　城壁の下から呼び声がし、マリールイズは振り返った。

「あ、すみません。これから予定がありまして、これで失礼させていただきます」

　マリールイズは挨あい拶さつすると、階下へ降りていった。

「何考えてるんだか、あの娘は。たかだか二万だぞ」

　マリールイズがいなくなると、ぞんざいな口調で〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の運営は呟つぶやいた。

「上司殿、質問が」

『〈白き盾〉がいなくなるまで、一言も口をきくな』と厳命を受けていたクレアは、マリールイズがいなくなったところで上司にたずねた。

「……今度は何だ？」

「〈白き盾〉のランサーはいずれも凄すご腕うでのように見えますが」

「それがどうした」

「どうして、彼らが〈白き盾〉のような零れい細さいギルドに？　優秀なランサーなら〈黒銃士隊〉に所属するのが道理だと思うのですが」

　クレアの実直な感想に、上司は呆あきれたようなため息をつき、それから言った。

「今の戦闘で〈白き盾〉が使った金額を言ってみろ」

「金額ですか？　ええと……」

　クレアが指折り数える前で、上司は言った。

「一発数千リィルからの砲弾。細かいメンテナンスが必要なカタナの整備費用。高価な宝ほう杖じようが必要な大規模攻撃魔術。馬鹿みたいに使った消しよう耗もう品ひんと、高額な装備品の減げん価か償しよう却きやく費ひを含めたら今の戦闘だけで十万リィルは飛ぶぞ。そこに一流の技量を持ったランサーの人件費だ。とてもじゃないがまともなギルドが飼えるような連中じゃない」

「しかし、〈黒銃士隊〉なら資金面で困るようなことは」

「うちに必要なのは『稼がせてくれるランサー』なんだ。確かに連中は一流のストライカーだ。だが、稼ぎ手としては二流以下なんだよ。行くぞ、次の仕事だ」

　上司はそう言って、帰り支度を始めた。




　薄暗い、城壁の螺ら旋せん階段。薄うす闇やみの中、階段を下りるマリールイズの表情は、屋上にいたときとは一変して、陰いん鬱うつに曇っていた。

　彼女は中腹の明かり窓のところまで来ると、立ち止まり手帳を開いた。ページを開き、左のスペースに二万リィルの収入を書き込む。反対側、右のページはすでに数字で埋まっている。その数字に目を落とし、マリールイズは深いため息をついた。

「ギルドマスター？」

　突然呼びかけられ、マリールイズは肩を震わせた。見ると、レイが螺旋階段の途中まで登ってきていて、こちらを見上げていた。マリールイズはとっさに手帳を隠した。

「ど、どうしました？」

「いえ、アメリアが焦じれてしまって呼んでくるようにと」

「す、すみません！　ちょっと手間取ってしまって……！」

　マリールイズたちが階段を下りると、出入り口のすぐ外に〈白き盾〉が借りた馬車が停とまっており、仲間たちが待ち受けていた。

「お待たせしました！」

「ったく、いつまでかかってんだよ」

　空の荷台に寝転んでいたアメリアが、待ちくたびれたと言わんばかりに欠伸あくびをした。

「で、報酬は？　いくらだって？」

「え……？」

　アメリアがたずねてくる。マリールイズは曖あい昧まいな笑顔を浮かべ、口ごもった。

「ええと、その、経費を差し引いて、大体一人一万リィルくらいに……」

「ああ？　寝てるところ叩たたき起こしといて、たったそれっぽっちかよ」

「すみません……」

　マリールイズが俯うつむく。すると、御ぎよ者しや台だいにいたソフィが静かに嘆たん息そくし、馬車の隣にいたユージンは難しい顔を浮かべ、腕組みした。

「まったく、口を開けば金、金と。強欲は悪徳ですよ」

「左様。情けは人のためならず、でござるよ」

「……さっきまで賭かけ金で揉もめてたくせに、偉そうなこと言ってんじゃねーよ」

　アメリアは舌打ちすると、まだ俯いているマリールイズに言った。

「何、ぼーっとしてんだよ。クエストに行くんだろ？」

「え……？」

「さっさと出発するぞ。こっちは稼がなきゃなんねーんだ」

「は、はい！　それでは……」

　マリールイズは頷うなずくと、高らかに宣言した。

「これより第四回レント村輸送クエストを開始します！」






　　　　四、剣と魔法と運用コスト






　魔獣との戦闘で幕を開けた初日。しかし、道中は一転して平穏そのものだった。

　ロックフォートを出立した一行は、魔獣と出会うこともなく、その日の午後には最初の中継地点バルティアに辿たどり着いていた。

　彼方かなたには頂いただきを白く染めた山々が連なっている。北へ向かうにつれて周囲には緑が増え、心なしか気温も下がったような気がする。

　レイは無言のまま、ハインツ商会が手配しておいた荷を馬車に積み込んでいた。レイが最後の木箱を置き、覆おおいをすると、一緒に荷を積んでいたマリールイズが言った。

「レイさん、先にみんなとお昼を食べてきてください。馬車は私が見ていますから」

　レイは広場の向かいにある食堂に目を向けた。ランサーたちはそこで遅い昼食をとっていた。

「いえ、俺は大丈夫ですから。ギルドマスターこそ、お先に」

「そ、そうですか……。それじゃ、私、先に宿を手配してきますね。それからお昼にしましょうか」

　マリールイズは通りへと向かいかけ、立ち止まった。

「……あまり気にしないでください。誰にでも初めてはありますから」




　一人になると、レイは馬の傍かたわらに立ち、ぼうっと鬣たてがみを眺めていた。

　作業に没入しているうちは良かったが、少しでも時間が空くと、思考は早朝の戦闘に立ち戻っていった。

　マリールイズの優しさ、気遣い、それが余計に辛つらかった。完全に自分を子供扱いしている。彼女は自分の戦闘力に期待していない。マリールイズが自分を庇かばったとき、それがはっきりとわかった。

　そして、それに反論できない自分がいた。

　それなりの戦闘力は持っているつもりだった。でも、それは一般人に比べての話に過ぎない。ランサーたちの戦いを見た後では、そう思わざるを得なかった。

　──俺は、弱い。

　その単純な答えが、自分が騎士になれなかった理由ではないのか。

　いきなり背中を叩たたかれ、レイは前のめりに転びかけた。何とか踏みとどまり振り返ると、そこにアメリアがいた。

「いきなり何だ……！」

　レイが睨にらむと、アメリアも睨み返してきた。

「二万」

「何？」

「朝の賭かけの二万リィルだよ。結局、あたしの一人負けで、連中に一万ずつ払うことになったんだ。だから、お前が払っとけよ」

　レイは唖あ然ぜんとなった。

「どうして俺が！」

「てめーが足引っ張ったせいだろ？　てめーが余計なことしなかったらあたしが勝ってたんだ」

「……わかった」

　レイが言い返せず、しぶしぶ頷うなずくと、アメリアは勝ち誇ったように笑った。

「あ、そうだ。ポンコツは？」

「宿の手配をしてくると」

「じゃあ、戻ってきたら言っといてくれ。朝の騒動のせいで砲弾が減ったから、補給しといてくれって。わかったか、雑用係？」

「……わかったよ」

　再度、レイが大人しく頷くと、アメリアは悠ゆう々ゆうと尻尾しつぽを揺らしながら、街の中心部へ歩いて行った。レイはその背中をじっと見つめた。アメリアが横おう柄へいなのはわかっていたが、あの戦闘でレイが失態を演じてから、余計ひどくなっているような気がする。

「お待たせしました。宿が見つかったので、先に馬車を移動させましょう」

「…………！」

　レイは肩を震わせた。マリールイズが御ぎよ者しや台だいに上がりながら、たずねてくる。

「どうしました？」

「いえ、何でもありません」

　レイはかぶりを振り、マリールイズの隣に座った。今は、自分のやるべきことに専念すべきだ。失態を取り返す機会は必ず来るはずだ。

　馬車が通りを進み始めると、レイは筆記板を手に、アメリアの件を報告した。

「先ほど、アメリアから砲弾の補給が必要だと言われたんですが」

「砲弾ですか。わかりました、後で探してきます」

「補給はどこで行うんですか？　自分が行ってきましょうか？」

「ええと、確か、あそこの横町に砲弾を扱っている武器屋さんがあったはずなので、そこでお願いしようかと。でも、大丈夫ですよ。レイさんはお疲れでしょうから」

「予算は大丈夫なんですか？　出発の時点で大分、消しよう耗もう品ひんに費やしていたみたいですから。これ以上の出費となると……」

「予算、ですか？」

　そこまでたずねたところで、マリールイズが不思議そうにこちらを見た。

（……しまった）

　自分が矢継ぎ早に質問していたのに気付き、レイは赤面した。予算なんて、新入りが何を聞いているのだ。

　いつの間にか、士官学校アカデミーにいたときの癖くせが出ていた。あの頃は少しでも行程が遅れたり、物資が足りなくなれば、容赦なく罵ば声せいが浴びせられた。物資がなくなってからでは遅い、なくなりそうになる前に用意しておかなければならない。今、物資がどれくらいあるのかを常に把握していないと落ち着かないのだ。

　補給は自分が行うもの。それが自分にとって当たり前のこととして、すっかり体に染みついていた。情けなかった。いつまで、俺は士官学校アカデミーを引きずっているんだ。

「す、すみません。余計なことを聞いて」

　レイが謝ると、マリールイズは微笑ほほえみ、得意気に人差し指を立てた。

「ふふふ、心配しないでください。こんなときのために特別予算を組んでありますから」

「特別予算、ですか？」

「クエストに不ふ慮りよの事態は付きもの。魔獣が出ないこともあれば、予想以上に現れることもあります。そういったリスクをヘッジするのは運営として当然のことです」

　つまり、不慮の戦闘があった場合でも困らないように、資金を積み立ててあるのだろう。

　しっかりしている。自分が思っていたよりも、ずっとだ。

　今までのことで、すっかり駄目なギルドマスターだと思い込んでいたが、それは間違いだった。彼女はレイとほとんど変わらない年齢にもかかわらず、この新大陸でランサーギルドを営んでいるんだ。ギルドの運営については自分より詳しいに決まっている。

「ですから安心してください。お給料はちゃんとお支払いしますから」

「い、いえ、俺はそういうことを言ってるんじゃなくて……」

「いいんですよ。あ、ちょうど質屋さんがありました。ちょっと待っててもらえますか」

「はい」

　頷うなずきかけたレイは、かろうじて、馬車を降りようとするマリールイズの腕を掴つかんだ。

「…………待ってください。質屋？」

「はい」

「まさかとは思うんですが、現金がないんですか……？」

「はい」

　レイは一瞬、辺りが闇やみに包まれたような気がした。

　唖あ然ぜんとしているレイに、マリールイズは軽く言ってのけた。

「あ、現金がないといっても、全くないわけじゃないですよ。宿泊費と食事代はちゃんとありますから。ただ、消しよう耗もう品ひんを買う現金がないというだけで」

「それが問題なんでしょう!?」

　レイの大声に、マリールイズは目を瞬まばたかせた。レイも大声に気付き、通りを見回す。それから小声で、マリールイズの耳元で叫んだ。

「どうして現金がないんですか!?」

「どうしてと言われても……」

「と、特別予算というのは何だったんですか……？」

「来週にはアルバイトのお給料が入るので、足りない分はそれを充あてようと思って」

　目眩めまいがした。

「クエストはどうするつもりなんですか！」

「大丈夫です」

　マリールイズは白はく銀ぎんの胸当てを、ぽん、と叩たたいた。

「これはヴァイスシルト家に伝わる由緒正しいプレートで、ミスリル銀でできてます。これなら当座の資金くらいは借りられます」

「そういうことじゃなく！　現地の質屋で資金調達するような事態がすでに異常事態なんですよ！」

　レイが強い口調で言うと、さすがにマリールイズは、むっとした表情を浮かべた。

「レイさんがいくら『輜し重ちよう車しやの悪魔』と呼ばれた天才でも、ここは私に任せてください。こう見えても私、こういう事態は何度も乗り越えてきてますから」

「…………」

　そもそもこういう事態に何度もなっていることが問題だし、それをマリールイズが問題と考えていないことが、レイをさらに打ちのめした。




　数分後。

　マリールイズは俯うつむき、プレートを手にぶらさげながら質屋を出てきた。レイは食いつくように、馬車の上から身を乗り出した。

「どうでしたか？」

　マリールイズは強こわばった笑顔を浮かべた。

「思いのほか低い金額を提示されたので、仲間と相談してきますと申し上げ、中座してきました……。やっぱり、たまにしか来ない街では、そんなに貸してもらえないようです」

「いくらだったんです？」

　マリールイズが指を二本立てた。

「……二万？」

「二千、です」

「二千……」

「大丈夫、大丈夫です！　とりあえず、武器屋さんに頼み込んで、掛かけ売うりしてもらえるようお願いしてみますから」

「……たまにしか来ない街で掛け売りしてもらえるものですか？」

「そう、ですよね……。すみません……」

　馬車を路地に停とめ、二人は会議を始めた。

「残金はいくらありますか？」

「ええと、十万リィルくらいです」

「これから確定している出費はどうなってます？」

「ええと、ええと」

　早口でまくし立てるレイにせかされるように、マリールイズは手帳をめくった。

「街での宿泊費が六万リィルくらい、食費が四万リィルくらい……」

「アメリアの弾薬費の見積もりは？」

「えっと、ワイバーン相手に徹てつ甲こう弾だんを三発と、ハウンド相手に榴りゆう散さん弾だんを五発使ったので、三万リィルくらい……ロックフォートではないのでもっとかかるかもしれません」

　レイは懐ふところから自分の全財産が入った革袋を出した。旧大陸で日ひ雇やといの仕事をして、二週間分の生活費は貯ためてある。しかし、現金はあまりない。渡航の際、かさばるので宝石類に換えてしまったからだ。こちらに着いてからは一連の騒さわぎで換金する暇もなかった。

「現金はここに一万弱ありますが、これを足してもまだ不足です。宝石を換金するにしても、今の買い叩たたかれようでは……」

「あの、レイさんにそこまでしていただくわけには……」

「そんなことを言っている場合じゃないでしょう」

「……はい」

　レイは人差し指と中指で小刻みに膝ひざを叩たたきながら考え込む。そんなレイを、マリールイズはおどおどと見つめていた。

「ギルドの緊急事態です。ランサーたちから資金を借りることはできませんか？」

「みんなからですか？」

「このままではクエストの進行さえままなりません。現金がないことを説明すれば、三人だって協力してくれるはずです」

「それは駄目です！」

　その大声に、今度はレイが驚いた。

「クエストの最中にランサーに余計な心配はさせられません！　彼らは命を賭かけて戦っています。お金のことで不安にさせるわけにはいかないんです。それに……」

　マリールイズは目を伏せた。

「それに、お金がないとわかれば、ギルドを出て行ってしまうかもしれません。そうしたら、クエストを続行することはできなくなってしまいます」

　それはレイが初めて見る、マリールイズの弱りきった姿だった。魔獣と傭兵の跋ばつ扈こする新大陸で、ただ一人、ギルドを運営している少女。その年相応のか弱い姿だった。

「お願いします。お金なら何とかしますから、このことは内緒にしてください」

「……わかりました。とりあえず、他の費用が削れないか考えてみましょう」




　マリールイズから与えられた情報を整理し、レイは予算の削れる部分を探した。

　まずは宿泊費だ。野営のための道具はあるし、街の中なら危険はないはず。

　それから食費。食堂ではなく、安い食材を購入して自じ炊すいする。

　この二つを削れれば、ロックフォートまで帰り着けるはずだ。あとは弾薬をできるだけ安く調達して、これ以降の行程で平均以上の戦闘が起こらないことを祈るしかない。

　問題は、あのランサーたちにどうやって野宿を納得させるかだ。それを思うと、気が重い。思案しながら、広場までやってくると、

「あ、運営殿」

　食堂の前にユージンがいた。人通りがあるにもかかわらず、彼は大おお太だ刀ちを引き抜き、刃やいばを陽ひの光にかざし、真剣な眼まな差ざしで見つめていた。

「マリールイズ殿を知らないでござるか」

「今、補給のために出かけていますが……」

「実は聖水が欲しいのでござる。どうも今朝の戦闘でカタナに血曇りが付いてしまったようでござる。これでは満足な戦闘ができないでござる」

「え……？」

　動揺を表情に出さないよう、返事をするのがやっとだった。

　レイも大太刀をよく見てみた。だが、カタナに詳しくないレイには、どこに不具合があるのかわからない。

「あの、自分には大丈夫なように見えるんです……」

　口にした瞬間、白刃が煌きらめき、身長を遥はるかに超える大太刀が首に突きつけられていた。

「があああああああ!?」

「どこが一緒でござるか！　ほら、ここ！　あの美しかった紋が曇っているでござろう！　わからぬか！　わかるでしょう!?」

「わかりました！　わかりましたから！」

　レイが言うと、ユージンはふう、と息を吐つき、大太刀を鞘さやに収めた。

「よろしいか。カタナはコンディションが命でござる。わずかな傷によっても切れ味が損なわれるのでござる。運営殿は裏方、余計な口出しはしないでいただこう」

　ユージンはそう言って大太刀を背負い、周囲が注目する中、城壁の方へ歩いて行った。

　さらなる出費の必要。胃が引きつるように痛む。

　見ると、食堂のテーブルに、まだソフィが残っていた。

　ギルドの資金難のことは黙っているよう、マリールイズには言われていた。

　だが、レイは迷っていた。ソフィにだけは伝えるべきではないのか。アメリアやユージンと違い、冷静沈着なソフィであれば、ギルドの現状を鑑かんがみ、的確な判断をしてくれるはずだ。ランサーたちに野宿を告げる前に彼女に根回しをしておけば、少しは抵抗も和やわらぐだろうし、もしかしたら金を借りることもできるかもしれない。

　レイは探りを入れるため、食堂に入り、ソフィのテーブルに近寄っていった。

「ソフィ、お話があるんですが」

「どうしました？」

　彼女の前には十本のフラスクが並べられていた。彼女はその一つを取り上げ、直接、口をつけていた。わざわざ器を用意する手間を考えればおかしくはないが、少し、意外だった。

　レイの視線に気付いて、ソフィが言った。

「魔力回復薬エーテルを使用しているところです。今朝、大規模な魔術を使用してしまったので、魔力が減少しています。魔術士にはわかると思いますが、減少した魔力というものはなかなか回復しないものです。ですから、エーテルの使用は必然なのです」

　こちらが尋たずねもしないうちに、ソフィはエーテルについて語りだした。また機嫌を損ねるのを避さけるため、レイはエーテルから話題を移そうとした。

「そうでしたか、それで……」

　レイが話を切り出す前に、ソフィはフラスクが空になっているのに気付き、言った。

「回復薬が足りないようです。どこかで補ほ充じゆうしたいのですが」

「…………え？」

「この際、市販品でもやむを得ません。マリールイズはどこにいるか、知りませんか？」

「でも、まだ、こんなに……」

　レイはフラスクを持ち上げた。軽い。十本あるフラスク、その内の五本が空になっていた。そして、空の容器から、鼻につく匂においがした。明らかに酒の匂いだ。

　レイの様子を、ソフィがじっと見み据すえていた。それから、彼女は再び言った。

「魔力回復薬を使用しているところです。今朝、大規模な魔術を使用してしまったので、魔力が減少しています。魔術士にはわかると思いますが、減少した魔力というものはなかなか回復しないものです。ですから、エーテルの使用は必然なのです」

　彼女は、新しいフラスクに口をつけた。レイがおそるおそるたずねた。

「もしかして……酔っていませんか？」

「酔っていませんけれど」

　ソフィがこたえる。しかし、あきらかに様子がおかしい。

「エーテルにはアルコールを使っているんですよね。その成分が残ってるんじゃ……？」

「いいですか？」

　ソフィは厳しい口調で話し始めた。

「私はエルフです。そしてエルフの中でも、特に厳しい戒かい律りつを持つ部族に生まれ育ちました。そこでは酒色に耽ふけるなどということは絶対に許されないことでした。酒というものは理性を害する罪深いもの。そんな私が酒に酔うというようなことがあるでしょうか？」

「はあ……」

「仮に、仮にです。エーテルにアルコールが残っていたとしましょう。私が得意とするのは大規模な攻撃魔術です。魔術を使えばそれだけ魔力の消費は激しいわけです。それを補おぎなうには回復薬を使うしかありません。回復薬の精製にはアルコールを使います。微量のアルコールが残っている可能性もあるでしょう。大量に使えば、身体からだにアルコールが取り込まれる可能性もあるでしょう。酔う可能性もあるかもしれません」

　それから、小首をかしげ、たずねてきた。

「でも、私、悪くないですよね？　飲まないと仕方ないですし。不可抗力ですし」

　そして、小さなしゃっくりをした。

　レイは唖あ然ぜんとなった。寸刻ののち、我に返って叫んだ。

「酔ってますね！」

「酔ってませんけど……！」

「反応は酔っ払いそのものなんですよ！」

「ちっ……」

「……舌打ちしませんでしたか？」

「さあ？　何のことでしょうか？」

　彼女はふて腐れ、頬ほお杖づえをついて壁に顔を向けた。




　レイはふらふらと、食堂を出た。

　何てところに来てしまったのだ。駄目なギルドマスター、無軌道なランサーたち。

　ここに、頼れる人間などいなかった。

　このままではいけない。自分が、自分が何とかしなければ。





　　　　◆






「一万」












「え」

　マリールイズは思わず、聞き返していた。

「一万リィルですか、榴りゆう散さん弾だん一発で？」

　武器屋の主人は顎あご髭ひげを撫なでながら言った。

「このところ森林地帯が物ぶつ騒そうになってね、この辺りにも品薄の影響が出てるんだ」

　それから、店の壁を顎で指す。ほとんど品物が置かれていない棚の片かた隅すみに、申し訳程度に古びた手て斧おのが置いてあるだけだった。

「今、この辺で手に入るのはそういうなまくらくらいだよ。まともな装備品や大砲の弾薬なんてのは大手ギルドが競って買い占めちまうからほとんど手に入らない。一応、奥に取り置きがあるが、譲るからには相応の金額を出してもらわないと。で、どうする？」

　店主にそう言われ、マリールイズはとぼとぼ、店を出た。それから夕暮れの街を眺め、深くため息をついた。

　立派なギルドを作りたかった。

　祖先が作り上げたような立派なギルドを。

　立派な、と言っても、規模は大きくなくてもよかった。

　お金を儲もうけられなくてもいい。大きな建物も、豪華な馬車も必要ない。

　みんなの役に立つようなギルド、例えば、お金がなくてギルドに仕事を依頼できない人がいたときに手を差さし伸のべられるような、そんなギルドを作りたかった。

　それが簡単ではないこともわかっていた。

　マリールイズが小さい頃、祖父の運営していた〈白き盾〉は解散した。

　詳しい事情は知らない。でも、お金の問題だったことはなんとなくわかった。最後のギルドマスターだった祖父の遺ゆい言ごんは「一族の者はギルドを運営してはならない。ギルドの経営権は手放し、小さな商売をするように」だった。

　マリールイズがギルドを作ろうとしたときも、祖父の友人たちに反対された。

　マリールイズ、昔とは違うんだ。かつてカール・ヴァイスシルトを支えてくれたような、志こころざしのあるパトロンはもういない。行政府も銀行も起業家も、誰も『民衆のため』という理由で金を出したりはしない。ランサーギルドはもう商売の一つだ。金を稼ぐための道具なんだ、と。

　それでもマリールイズは自分のギルドを作った。

　まだ困っている人は大勢いる。そんな人たちを少しでも支えられたのなら、と。

　でも、現実はもっともっと厳しかった。

　何をするにもお金はついて回った。ランサーを雇やとうのにも、装備品を整えるのにも、消しよう耗もう品ひんを購入するのにも、家賃を払うのにも、ギルド会議所の加盟料を払うのにも。

　ギルドを作るために用意したお金は、あっという間になくなった。仕事はご近所のみなさんのおかげで何件か回してもらえるが、新規のお客さんは滅めつ多たに現れなかった。ギルドの財務は、酒場のアルバイト代で何とか保もっている状態だった。

　ギルドを作ったことは後悔していない。けれど、結局みんなの力にはなれていない。そのことが、マリールイズにとってはとてもつらいことだった。




　マリールイズは空き地に戻ってきていた。

　建物の谷間にある更さら地ちに、レイが竈かまどを作り、鍋なべを火に掛けていた。

「とりあえず、宿はキャンセルして、馬小屋だけ借りることができました」

「ありがとうございます。地権者に話をして、一晩二千リィルでここを使わせてもらえることになりました。野営用のテントと毛布はありますし、竈もできました。食事は自分が用意しますから、今日は五千リィル以内でしのげそうです」

「……そうですか」

　マリールイズは少し気後れしながら鍋を覗のぞき込んだ。そこでは灰色の何かがぐつぐつ煮込まれていて、すごい臭においを放っていた。

「豆と臓ぞう物もつのスープです」

「……お、おいしそうですね」

「うまくはありません。でも、安く済みますし、栄養もあります。量もありますから、明日の朝もこれで済みます」

　レイも眉み間けんに皺しわを寄せながら鍋をかき混ぜている。少し、不安だった。アメリアたちが何と言うだろう。何より、レイ本人が食べたくなさそうなのだ。

「三人に連絡は？」

「ここの場所は伝えたので、もうすぐやってくると思います」

　マリールイズは、暗い表情のレイに言った。

「本当に、消しよう耗もう品ひんを買わなくて大丈夫でしょうか？　明日は夜明けに出立する予定ですから、調達するなら今のうちなんですが……」

「それはあなたも納得したでしょう。弾薬、聖水、エーテル。三人の要望通りに消耗品を調えていたらいくらお金があっても足りません。『例の件』を納得してもらうしかクエストを完遂する方法はありません」

「はい……」

　通りからアメリアたちの話し声が聞こえてきた。レイは小声でマリールイズに告げた。

「……では、ランサーたちへの説得は手はず通りお願いします。細かい説明は俺がしますから」

「……わかりました」

　マリールイズは眉まゆ根ねを寄せ、頷うなずいた。気が重かった。

　ランサーたちには最良の状態でクエストに臨んでもらいたい。確かに彼らは一流のランサーだが、それはちゃんとしたバックアップがあってこそだ。休息だってちゃんと取ってもらいたいし、補給だって充分にしてあげたい。

　それができなくなったのは、自分のせいだ。足りない分は自分が働いて補おぎなえばいい、それでも足りなかったら何か手持ちの物を処分すればいい。それで何とかなると考えていた。だが、その考えが甘かったのだ。

　アメリアたちは三人連れ立ってやってきた。空き地の入り口で不審そうにこちらを見ている。マリールイズは不安を見せないよう、笑顔を浮かべた。

「おかえりなさい。もうすぐ夕食が出来ますから」

「宿はどうしたんだよ。まさか、部屋取れなかったんじゃねーだろーな」

　マリールイズは言いよどんだ。

「それが、その、手違いで、今日は野営ということに……」

「はあ？　てめー何やってたんだよ。何で街にいるのに野宿しなきゃなんないんだよ」

「す、すみません」

　謝るマリールイズの脇を抜け、アメリアは鍋なべを覗のぞき込んだ。

「うぇ……これ本当に晩ばん飯めしか？」

「正確には今日の夕食と明日の朝食だ。一度に調理した方が安上がりだから」

「にゃ！」

　レイが言うと、アメリアが踏まれた猫のような声を上げ、目を吊つり上げた。

「おい、もっとまともなもん食わせろ。こっちは戦闘してるんだぞ」

「アメリア、落ち着いてください……！　おいしいですよ……きっと……多分……！」

　なだめるマリールイズに、レイがささやいた。

「例の件を」

「……はい」

　マリールイズは深呼吸をし、さらに強こわばった笑顔で言った。

「食事の前にみなさんにお話がありまして……。実は、消しよう耗もう品ひんの補給が完了していません」

「どういうことです？」

　ソフィがたずねてくる。マリールイズはもじもじと手を組み合わせながら言った。

「現在、森林地帯を中心に物流が滞とどこおっているらしいんです。地域によっては生活物資さえままならない状況で、この街でも戦闘用の物資は全く手に入らないそうなんです」

　ずきずき、と心が痛む。レイから、適当に嘘うそを交えるよう言われていた。資金難を知られたくない、というマリールイズの要望を叶かなえるためだ。

「知るかよ。宿も取れない、補給もできない、それでよく運営なんて言ってられるな」

　アメリアが吐はき捨てる。ソフィが言った。

「それで、どうするつもりなのですか？」

「その解決策として、明日以降、ロールを変更しようと思うのですが……」

「ロールを？」

「レイさん、詳しい説明をお願いします」

「わかりました」

　レイがレードルを置いて立ち上がり、軍隊風の休めの姿勢を取った。

「ギルドマスターから説明があった通り、補給は困難です。ですから、これ以上の消耗を避さけるため、一時的にパーティのロールを変更したいと思います。前回までのクエストのデータを見ると、ここからロックフォートで現れるのは主にハウンドです。みなさんの火力は群を抜いています。ですから前衛を二名、後衛を二名にして、前衛が十分に時間を稼げば、多少火力を下げても、十分、戦えるはずです。ユージン」

「何でござる？」

　レイは、不安そうに鍋なべを覗のぞき込んでいたユージンに言った。

「ユージン、あなたには俺と一緒にガードをやってもらいます」

「ええ!?　拙せつ者しや、ガードなんてできないでござる！　それに防具だってないでござる！」

「盾はこちらで用意しました」

　レイはそう言って、背後のドアを指した。柵さくに、大きなドアが立てかけてあった。

「倉庫で使われていたドアです。持ち主と話したら、そろそろ修理したいと仰おつしやっていたので、新しいドアの費用をいくらか負ふ担たんする代わりに、これを貰もらってきました。表面を補強すれば充分使えます」

　ユージンは呆ぼう然ぜんとドアを見下ろしてから、叫んだ。

「こんなの盾じゃないでござる！」

「にゃははははは！　お似合いじゃん！」

「むっ！　無礼でござるよ！」

「巨人族テイターンなんて壁に足が生えたみたいなもんなんだから、大人しくドア持ってろよ」

「なんと!?」

「アメリアはこれを」

　けらけらと笑っていたアメリアに、レイは布とずっしりと重量のある袋を手渡した。

「投石機を用意したから、これで俺たちの掩えん護ごをしてくれ」

「にゃ……」

　アメリアもしばし石と布を眺めてから、怒鳴った。

「どこが投石機だ！　こんなただの布でどうしろっていうんだよ！」

「いい？　こうやって布に石をくるんで、振り回して勢いをつけて、敵に向かって……」

「そういうこと聞いてんじゃねー！」

「あはははは！　お似合いでござる！　それに石ならタダでござるし！」

「んだと、このやろー！」

　くってかかるアメリアとそれをドアで防ぐユージン。そんな二人を眺め、ソフィは嘆たん息そくした。

「……それで、私には何をやらせるつもりですか？」

「あなたは通常通り、魔法でダメージを与えてください」

「「ああ!?」」

　取っ組み合いをしていたアメリアたちが声を上げた。

「不公平だぞ！」

「ずるいでござる！」

　ソフィは二人の非難を涼しい顔で受け流した。

「まあ、そう仰おつしやるのであれば仕方ありませんね。了解しました」

「ただし、大規模な魔術、それからエーテルは使用しないでください」

　ソフィは凍いてつく視線をレイに向けた。

「……何な故ぜ？」

「前回のデータでは、ここからの戦闘は平均して一日に一、二回程度です。それならば大規模な魔術を控えれば、次の戦闘には魔力の回復が間に合うはずです」

「机上の空論ではありませんか。もし、立て続けに戦闘になったらどうするのです？」

「そのときはアメリアにストライカーをやってもらいます。弾薬が無くなったら、ユージンを下げ、アメリアに前衛を。おそらく、そうはならないと思いますが」

「浅せん慮りよは悪徳ですよ。危険だとは思わないのですか。万が一の事態が起こったら、あなたはどう責任を取るつもりなのです」

「責任など取れません。万が一が起これば、真っ先に死ぬのはガードの俺でしょうから」

「ふざけんな！」

　アメリアが目を吊つり上げ、石の入ったバッグを地面に叩たたきつけた。肉食獣を思わせる、凶悪な目つきだった。

「おい、雑用係」

　アメリアの声が一層、低くなる。レイが眉まゆを動かした。

「補給なんてお前の仕事だろーが。てめーらのミスでどうしてあたしが割食わなきゃなんねーんだ。こっちの仕事に文句つけてる暇があったら、とっとと弾たまでも探してこい」

「……バックアップがどうやって君たちを支えているのか、考えたことがあるのか？」

「んなこと知るか、馬鹿」

「れ、レイさん、ちょっとこちらへ！」

　場の険悪な雰ふん囲い気きに耐えきれず、マリールイズはレイを柵さくの近くへと引っ張っていった。

「お、落ち着いてください。アメリアは少し口が悪いだけで悪気があるわけじゃないんです」

「俺は落ち着いています」

「やっぱり、私が物資を調達してきます。今ならお店もまだ開いているでしょうし」

「ですが」

「お金なら何とかしますから、お願いします」

「……わかりました」

　レイが頷うなずく。マリールイズはほっと息をつき、ランサーたちのところへ戻ってくると、笑顔を浮かべた。

「みなさん、すみませんでした。消しよう耗もう品ひんは何とかしますから、とりあえず……」

「現在、現金がありません。このままではギルドは破は綻たんしかねない状況です」

「おおおおう……？」

　マリールイズはおかしな声を上げながら振り返った。背後で、レイは続けた。

「今あるのはわずかな現金だけです。それも食料費と滞在費を払うのでやっとの状況です。これ以上、支出が増えればクエスト自体が遂すい行こうできません」

　マリールイズが、かたかた震える手でレイの袖そでを引っ張った。

「あの、レイさん？　レイさん？」

「何です？」

　レイは平然としている。マリールイズはたずねた。

「あれ？　あれ？　ギルドの財務状況に関してはメンバーに話さないということで話がまとまったような気がしたんですが……」

「こうなった以上は話すより他ありません」

「あのあのでもでも。今、わかりましたっておっしゃってくれたじゃないですか」

「俺はバックアップを何とも思わない人間には腹が立って仕方がないんです……！」

「ええ？」

「後軍のサポートがあって当たり前、少しでも遅れたり足りなかったりすればひたすらに罵ば倒とうする、そんな連中には兵へい站たんがどんな状況なのかはっきりわからせてやらなければなりません……！」

「何で怒ってるんですか!?」

　そのとき、マリールイズは気付いた。

　レイの目が据わっている。普段は優しそうな茶色の瞳ひとみが、虚空の一点を見み据すえたまま動こうとしない。これは一体……。

「……おい」

　アメリアの声に、マリールイズは我に返った。三人のランサーの目が、青ざめているギルドマスターに注がれていた。

「今の……本当か？」

「あの……」

「お金……無いのでござるか？」

「実は……」

「……ギルドの経営状況はそこまで危ないのですか？」

「はい……」

　しぶしぶ認めると、アメリアは血相を変えて、マリールイズの肩をぶんぶん揺さぶった。

「なんでそういうことを早く言わないんだよ!?」

「だって、お金のことでみなさんを不安にさせたくなかったし、それだったら、私の胸の内にしまっておけばいいと思って……」

「そのせいで状況が悪化してるんじゃねーか！」

「おやめなさい」

　ソフィがアメリアを制止した。

「……あなたもギルドの経営状況がいいとは思っていなかったはずです。ギルドマスターがアルバイトをしているのですから」

「ソフィ……」

「ですが、思っていたよりもずっと酷ひどい状態だったことに、私は大変ショックを受けています」

「ご、ごめんなさいぃ……」

　マリールイズが呻うめいている中、レイがランサーたちに告げた。

「幸い、後金が入ればみなさんの報酬はお支払いできます。ですから、協力していただきたいんです」

「……ああ？　だからって、どうしてお前に指図されなきゃなんねーんだ」

　アメリアが再び、食ってかかる。しかし、レイは冷徹な口調で言ってのけた。

「不満があれば、辞めてくれて結構。他にあなたたちを雇やとうギルドがあればですが」

「れ、レイさん！　何を言い出すんですか！」

　マリールイズは驚く。しかしレイは、険悪な表情を浮かべるランサーたちに気け圧おされることなく続けた。

「あなたたちほどの腕を持つランサーがこんな零れい細さいギルドを出て行かなかったのには理由があるはずです。それはご自身、心当たりがあるのではありませんか？」

　その一言で、ランサーたちは一様に顔を曇らせた。

「あなたたちはあまりにも運用コストが掛かり過ぎる。弾薬の消費、武具の管理コスト、魔力の消耗に伴うエーテルの消費。他のギルドがあなたたちを雇わなかったのはそれが理由だったのではありませんか」

　マリールイズは驚き、三人を見た。

　ユージンは腕組みし、目をつぶっている。ソフィは視線を逸そらしている。アメリアは犬歯を剥むきだしにして怒鳴った。

「好き勝手言いやがって！　わかった、今すぐ辞めてやるよ！」

　啖たん呵かを切るアメリアの袖そでをマリールイズが引っ張る。

「待って、アメリア！」

「にゃんだよ、ポンコツ！」

「逆らってはいけません！　レイさんのあの恐ろしい姿は『輜し重ちよう車しやの悪魔』と呼ばれた本当の姿なんです！　『補給部隊の狐きつね』なんです！」

「わけわかんねーこと言ってんじゃねー！」

「お願い！」

　マリールイズは、激げき昂こうするアメリアに深々と頭を下げた。アメリアが目を瞬まばたかせる。

「お願いです。今回は、今回だけはレイさんの言うとおりにやってみましょう。この埋め合わせは必ずしますから！」

「…………今回だけだかんな、マリー」

　アメリアは舌打ちし、そっぽを向いた。ユージンは不安そうに二人の様子を窺うかがい、ソフィは静かに嘆たん息そくした。







　レント村は山岳地帯の外縁にある。

　人口は百人に満たない。野草を採取して、乾燥させ、都市に送る、それだけの小さな産業がこの村を支えていた。こんな社会から忘れ去られた土地にしがみついているのは、他に行き場所がなかったからだ。それでもようやく採算が取れるようになり、ここでの暮らしが成り立つようになった。その矢先だというのに。

「行ったみたいだな」

　男は窓から、様子を窺った。

　最近、ハウンドが増えている。昨晩も、周辺の山からハウンドがうろつく気配がしていた。この村がまだ無事なのは、魔獣避よけの結界のためなのか、住民たちの注意深さのおかげなのか、単にハウンドの気まぐれのせいか、わからなかった。

　男は籠かごを背負った。

「薬草を摘みに行ってくる」

「ハウンドは一度、棲すみ着ついたら離れないんでしょう？」

　部屋の奥から、妻が不安そうにたずねてくる。

「それでも行くしかないだろう。いつまでも閉じこもっていたら、生きていけない。……それよりアインの具合はどうだ」

「まだ熱が下がらないの」

　男はベッドの傍かたわらに立った。アインと呼ばれた彼の息子が顔を真っ赤にして荒い息を吐はいていた。男は息子の頬ほおに手を当てた。

「もうすぐ定期便で薬が届くはずだ。それまでの辛しん抱ぼうだからな」




　家を出ると、村の広場で仲間たちと合流し、山へと入った。

　大木に、幾筋もの傷跡が刻まれていた。魔獣が縄なわ張ばりを示すために付けた爪つめ痕あとだ。

　男は頼りなげに、持っている鉈なたを見下ろした。武器となるようなものはこれくらいしかない。魔獣に対抗出来るような大剣や銃器は、体力的にも金銭的にも、とても自分たちに扱えるようなものではなかった。

「定期便はいつ来てくれるんだ？」

　薬草を探しながら、仲間がたずねてくる。

「条件さえよければ、今日明日にも荷物を持ってきてくれるさ」

「予定日は一昨日おとといだったじゃないか」

「今までだって、早いときも遅いときもあっただろう」

「早いときはなかったよ」

　一人が言った。

「ランサーを雇やとって、ここにいてもらったらどうだ？」

「そんな金がどこにある」

「しかし、こうなった以上、何か手立てを考えなくちゃならんだろう？」

「ランサーなんかに弱みを見せてみろ。どこまでもつけ込まれるぞ」

　繁しげみに目当ての物を見つけ、慎重に手に取った。スレイニア・マンドラゴラ、薬草の一種だ。これが海を越え旧大陸の都市に辿たどりつく頃には、一ひと掴つかみで十万リィルを超えるというが、とても信じられない。自分たちの手元に残るのはわずかな金だというのに。

　男がため息と共にマンドラゴラを籠かごに放ほうり込んだそのとき、微かすかに唸うなり声が聞こえた。

　続けて何かが、近くの茂みを駆け抜けていくのが確かに聞こえた。男たちは目配せをして、身を寄せ合い、円陣を組んだ。

「来たぞ！　固まれ！　固まって声を出せ！」

　男たちは鬨ときの声こえを上げた。せめてもの威い嚇かくだったが、効果を発することはなかった。

　ハウンドが茂みからゆっくりと現れた。真っ赤な毛並み、牛ほどの大きさもある。ハウンドは頭を下げ、一行に飛びかかった。覚悟を決め、男は鉈なたを振り上げた。

「下がってください！」

　そのとき、後方から叫び声が聞こえた。

　鎧よろいを身に付けた騎士が魔獣の前に飛び出していく。横よこ薙なぎに長剣を払うと、ハウンドは後ろに跳んだ。騎士は油断なく盾を構えた。

「下の道に仲間がいます。ゆっくり後退してください！」

　油断なく盾を構え、騎士は叫んだ。同時に、

「こっちです！」

　斜面の下から真しん珠じゆ色いろの髪の少女が現れ、大声を上げていた。白はく銀ぎんの鎧。黒い眼帯。見覚えがある。ギルド〈白き盾〉、ヴァイスシルトの末まつ裔えいの少女だ。

「もう大丈夫ですよ。慌あわてないでこちらに」

　こんな場だというのにその少女は微笑ほほえんでいた。本当に、全員の生還を確信しているかのようだった。

「ユージン！　前に出てください！」

　騎士が指示を出す。ハウンドの前に、ドアを持った巨人族テイターンが立ちはだかった。ハウンドがドアに衝突する。

「……ドア？」

　疑問が思わず口に出た。巨人族は何な故ぜかドアを構え、完全に腰が引けた状態で何やらわめいていた。

「あー！　あー！　何か息がかかったでござる！　ノー！　こっち来ないで！」

「ユージン、落ち着いてください！　アメリア、掩えん護ごを！」

「にゃー！　にゃー！」

　二人の背後から、豹人族リユンクスの少女が懸命に布を振り回して投石をしている。礫つぶてが顔に当たり、ハウンドは、うるさそうに頭を振った。

「アメリア、ちゃんとやるでござる！　うー！　何か生暖かくて生臭いでござる！」

「うるせー！　こんな石ころでハウンドが倒せるわけねーだろ！」

　怒鳴り合う巨人族テイターンと豹人族。そんな中、唯一まともそうに見える騎士風の青年が剣を振るって、ハウンドを牽けん制せいしていた。

　男は思わず、少女にたずねていた。

「……本当に大丈夫なんですか？」

「……大丈夫、大丈夫。私、信じてますから」

　眼帯の少女は、なぜか強こわばった笑顔と、焦点の合ってない左目で戦況を見つめている。

　突然、大爆発が起こった。

　どうなったのかはよくわからない。気が付いたら三人のランサーが地面に転がり、魔獣の姿が消えていた。

　地面に伏せていた少女が起き上がり、斜面の下に向かって叫んだ。

「ソフィ！」

「……何です？」

　下の道に馬車が停とまっており、その御ぎよ者しや台だいにいたエルフが澄ました調子でこたえた。

「危ねーだろーが！　このやろー！」

「ああ、気付きませんでした。魔術に集中していたので。不可抗力です」

「エーテル飲めねーからってふて腐れてんじゃねーよ！」

「はあ？　ふて腐れてませんけど？」

「みなさん、やめてください！　クライアントの前なんですから！」

「油断しないでください！　他の魔獣がいないか警戒して！」

「もう、嫌でござる！」

「おい！　今度はあたしが攻撃役だからな！　いい加減、あたしに大砲撃たせろ！」

　騒さわぎ散らすランサーたちを、男たちは呆ぼう然ぜんと眺めていた。




　その夜、村長の家でささやかな宴うたげが開かれていた。

　テーブルにはジビエと届けられたばかりの酒や食料が並んでいる。

「肉だ、ちゃんとした肉！」

「ちゃんとした肉でござる！」

　豆と臓ぞう物もつばかりの食事に飽き飽きしていたアメリアとユージンがさっそく鳥料理にかぶりついていた。

「暴食はほどほどになさい。悪徳ですよ」

「お前だって、飲んでるじゃねーか」

「飲んでいるのではありません。体調を整えているのです」

　ソフィはすました調子で、カップに注いだエーテルに口をつけた。

「そんなに飲みたかったら、飲めばいいじゃねーか」

「飲酒は罪深い行為ですよ。私は体調を整えるために、エーテルを使用しているだけです。体調を整えるのはランサーとして当然のことですから」

　ソフィの冷たい視線から逃れるように、レイは目の前の紙に集中した。

　残った消しよう耗もう品ひん、これからの日程、想定される戦闘回数。

（……何とか、しのげそうだ）

　思ったよりも戦闘が少なかったのが幸運だった。帰りの行程で平均以上の戦闘が発生しなければ、ロールを元に戻しても、何とかロックフォートまではたどり着けるだろう。

　無事帰還し、後金を受け取れば、ランサーたちへの支払いも大丈夫だ。そのためには積荷を確実に、ロックフォートまで運ぶことだ。

　小さなランプの灯あかりの下、テーブルの向こうから村長が言った。

「こんなところではこれが精一杯ですが、召し上がってください」

「すみません、ごちそうになってしまって」

　ランサーたちを横目に、マリールイズが恐縮してこたえる。

「よく来てくれました。この辺りも随分、物ぶつ騒そうになってしまって、定期便を送るのにも苦労しているとハインツからの手紙で知りました。そんな中、物資を届けてくれた上、うちの者を助けてくださったそうで、何とお礼を言っていいか……」

「いいえ、お役に立てて何よりです」

　マリールイズが笑顔を浮かべる。だが、村長の表情は憂いを帯びていた。

「ここ数ヶ月、魔獣の動きが目に見えて活発になっているんです。この辺りは森林地帯の外縁部で、比較的魔獣は少ない土地だったんですが、最近、ハウンドの群れがうろつくようになってしまって。おそらく森林地帯の深しん奥おう部ぶ辺りで何か異変が起きたのだと思うんですが……。ロックフォートに詳しい情報は入っていませんか？」

「すみません。私たちもまだ詳細はわからないんです」

　マリールイズがかぶりを振ると、村長のとなりにいた若わか長おさが口を開いた。

「ここにはろくな情報も入ってきません。ここ一帯の物流が滞とどこおってしまって、何とか麓ふもとまで下りても、医薬品などは滅めつ多たに手に入らないんです。噂うわさ話ばなしでは、魔獣が平地の人里にまで現れ、中には全滅した集落もあるとかで。本当であれば対策を練らねばならないのですが。我々も生活があります。これが一時的な事態なのかそれとも長期に渡るものなのか判断できないうちには身動きが取れず……」

「そうでしたか……」

　話を聞きながら、同じように表情を曇らせていたマリールイズが、力強く頷うなずいた。

「わかりました！　それでしたら、明日一日、私たちがこの辺りの魔獣駆除をしていきましょうか？」

「え……？」

「もちろん、報酬はいただきません。うかがったついでですから」

　アメリアが料理を噴き出し、咳せき込こんだ。

「馬鹿言ってんじゃねー！　何でただ働きしなきゃなんねーんだよ！」

「アメリア！　困っている人がいたら助けるのは当然のことじゃありませんか」

「お前がそんなだから、街で野宿するはめになるんだろ！」

「ですが、こういうときにランサーギルドがお役に立てなくてどうするんです！」

　力説するマリールイズ。他二人は何も言わないが、ユージンは困ったように腕を組み、ソフィは静かにため息をついた。レイも言葉を失った。物資が心細いのはわかっているだろうに、どうして厄やつ介かいなことを言い出すのか。今、感情の赴おもむくままに行動したら、ギルドの存続だって危ういのに。

　レイはマリールイズの耳元に顔を寄せ、言った。

「ギルドマスター、物資が乏とぼしい今、これ以上の戦闘を行うと、ロックフォートまで帰り着けない可能性があります」

　口元を押さえていたが、依頼人たちには聞こえているはずだ。変に期待を持たれてしまっては困る。レイの言葉に、マリールイズが眉まゆ根ねを寄せた。

「何とかなりませんか。ここまで節約した分、余裕はあると思うんですが」

「俺たちの任務は積荷を送り届けることです。まずはそれを優先すべきです」

「ですが、補給物資を届けても、村が魔獣に襲われてしまっては意味がありません」

　言い合う二人を見て、若わか長おさが慌あわてて口を挟んだ。

「あの、そういうことを言いたかったのではないんです。ただ、外がどんな状況なのか知りたかっただけで……」

　村長がすぐに言葉を継いだ。

「この辺りのハウンドはあなたたちが倒してくれたおかげで、しばらくは大丈夫でしょう。ここで一日を潰つぶすよりも、品物をロックフォートに届けてくれた方が我々も助かります。お気遣いには感謝しますが、ここは積荷の方を優先してください」

「そう、ですか」

　マリールイズは言った。その晩、彼女の表情から曇りが消えることはなかった。






　　　　五、討とう伐ばつ入札






「荷物は確かに受け取りました」

　ハインツ商会の店主は木箱を確認すると、運搬はスタッフに任せ、自分はカンテラの明かりの下、書類にサインをした。

　辺りはすでに闇やみに包まれていた。レント村を出発して三日目の夜、〈白き盾〉の一行は倹約体制ながらも、何とか無事にロックフォートまで辿たどり着いていた。

「本当にありがとうございます。お嬢さんには何とお礼を言っていいか」

「いえ、とんでもない」

　マリールイズはにっこりと微笑ほほえんだ。店主は少女の目を直視できず、俯うつむいた。

「……すみません。一度は他のギルドに乗り換えたのに、こんな時だけ頼りにするなんて」

「いいんですよ。お客さまにはよりよいサービスを選択する権利があるんですから」

　マリールイズが得意気に人差し指を立てると、店主も思わず笑みを漏らした。

「また、定期便をお願いしても構いませんか」

「ええ、喜んで引き受けさせていただきます」

　ハインツ商会を辞すると、マリールイズは路地で待っていたランサーたちのところへ戻った。疲れ切ったランサーたちはぐったりとギルドマスターを迎えた。

「みなさん、お疲れさまでした。クエストはこれで完了です。これもみなさんの活躍があってこそ、ギルドマスターとして感謝いたします」

「…………」

　ランサーたちは無言でこたえた。

「ですが、任務を総括するのもクエストのうちです。今夜はオーナーシェフのところでゆっくり食事をしながら反省会を……」

「あたしは出かける」

　アメリアが自分の装備品を手に立ち上がる。マリールイズは笑顔を強こわばらせた。

「あ、あの、どこに？」

「メシ。この一週間、ろくなもん食えなかったからな」

　アメリアがぶっきらぼうに言うと、マリールイズが手をもじもじと組み合わせた。

「アメリア、そろそろ機嫌を直してくださいよう。後金が入ったら、ちゃんと埋め合わせしますから」

「知るか。そいつと仲良くやってろ」

　マリールイズとレイに向け、いーっ、と犬歯を剥むきだしにすると、アメリアは大通りへ出て行った。マリールイズは眉まゆ根ねを寄せたまま彼女を見送ると、気を取り直し、パーティに向き直った。

「じゃ、じゃ、とりあえず、四人で反省会を……」

「あー、マリールイズ殿、拙せつ者しやは先に湯屋に行ってくるでござる。このところずっと野営続きでござったから」

「私も体調を整えるために、エーテルを調達してきます。これは私費で購入するものですから、文句は言わせません」

　ユージンとソフィも口々に言って、路地を去って行った。取り残されたマリールイズはしばらく固まってから、おそるおそる、レイの様子を窺うかがった。

「ま、まあ、みなさん忙しいようですし、反省会は後にしましょうか？」

「ギルドマスター、クエストのことで俺からも話があるのですが」

　レイが言うと、マリールイズは、ぱっと表情を明るくした。

「何ですか？　遠慮なくおっしゃってください。現場の声をフィードバックするのは運営の大切な仕事ですから」

「二人きりで話したいんです。みんなには内密に」

「？」

　マリールイズは不思議そうな表情を浮かべた。





　　　　◆






「今回の収支計算書です。こちらの書式がわからなかったので自己流でやってみました」

「すごーい！　きれーい！　見やすーい！」












　マリールイズの自室。レイはベッドの脇に、休めの姿勢で立っている。マリールイズは椅い子すに座り、レイの差し出した筆記板を手に目を輝かせていた。

「このまま額に入れて飾っておきたいくらいです。士官学校アカデミーって帳簿の書き方も教えてもらえるんですか？」

「……そんなわけないでしょう」

　レイの表情が曇る。記帳の類たぐいは生家の商家でやらされていただけだ。士官学校でも、それを知った指導教官から会計の雑務を押しつけられていた。それだけのことだった。

　一方、マリールイズは手を組み合わせて、大げさに喜びを表していた。

「こんなことお願いしてなかったのに……。嬉うれしいです。レイさんがこんなに積極的に仕事に取り組んでくれるなんて。やっぱりお招まねきしてよかったです！」

　レイはそれには答えず、紙面を指さした。

「これが今回の収支です」

「えっと……」

「六千リィルの剰じよう余よ金きんです」

　レイが言うと、マリールイズは言葉をしばらく飲み込めない様子だったが、

「すごい！　黒字だなんて。さすが、レイさん！」

　ぱちん、と手を打った。

「そうだ！　せっかくですから、みなさんに特別ボーナスをお支払いしましょう！　ちょっと少ないかもしれませんけどみなさん頑張ってくださいましたし」

「黒字ではありません。赤字です」

「……え？」

「これは今回のクエストだけの収支です。営業や事務の費用、そういった運営に関かかわる経費はここには入っていないんです」

「…………え？」

　怪け訝げんそうな顔をするマリールイズにレイはゆっくりと説明した。

「つまり、あなたの報酬、ここの店たな賃ちん、それに彼らの装備品の減げん価か償しよう却きやく費ひ、修理代、事務手数料、そういったものをここからさらに差し引かなければならないんです」

「そうなると、ええと……」

「赤字です。付け加えるなら、このままではギルドは破は綻たんします」

　仮か借しやくのない言葉にマリールイズは顔を曇らせた。しかし、そこに驚く様子はなかった。ギルドの経営状態は、彼女が一番わかっているはずだった。

　レイは帰路のうちにつけていたメモを取り出した。

「失礼かと思いましたが、過去三回の輸送任務のデータから、ギルドの収支を計算してみました。細かい部分は推測するしかないので、正確なところはわかりません。ですが、報酬と経費が今回のクエストと同程度と仮定した場合、ほとんどのクエストで赤字になっている、そういう結論が出ました」

「…………」

「あなたがアルバイトをしているところを見ると、他のクエストでも利益は出せていないのではありませんか」

　マリールイズは俯うつむき、沈黙した。それは消極的な肯定なのだろう。

「あなたは何のためにギルドを運営しているんですか」

「それは……みんなの役に立ちたいからです。能力と意志があるランサーを支えることが、人々の役に立つと思うからです」

「だとしても、利益も考えずに仕事を引き受けてどうするんです。今回のクエストだって、最初から利益が出ないと……いえ、赤字になるとわかっていたんじゃありませんか？」

「……ハインツさんにはお世話になっています。他に断られたというのなら、私たちが引き受けるしかありません」

「そのためにあなたが犠ぎ牲せいになっては本ほん末まつ転てん倒とうじゃありませんか」

「そんな、犠牲だなんて」

　狭せまい部屋に、重たい沈黙が立ちこめる。次に口を開いたのはレイだった。

「……経費を削るために、一つ考えがあるのですが」

「え？　な、何ですか。レイさんの意見を是非、聞かせてください！」

　マリールイズの表情がぱっと明るくなる。レイはわずかにためらい、覚悟を決めた。

「誰か契約を打ち切るべきです。ソフィ、アメリア、ユージン。三人のうち、少なくとも二人は契約解除をして、新しくランサーを雇やとうべきです」

　マリールイズの表情が凍りつく。筆記板を握る手に、力がこもった。

「ストライカーはコストが掛かり過ぎます。確かにあの人たちの火力は凄すさまじい、それに凄すご腕うでだというのもわかります。ですが、アタッカーの継続した火力に比べると、費用対効率が悪すぎます。弾薬代、武器の維持費、消しよう耗もう品ひんの使用、そういった運用コストが利益を圧迫しています。俺は士官学校アカデミーで会計の手伝いをしたことがありますが、騎士団の一個小隊を雇った方がまだ安く済む計算です。その上、彼らなら斥せつ候こうや治ち癒ゆなど、パーティに必要なスキルを備えています」

「でも……」

「ストライカー三人の瞬間火力が必要となる状況はほとんどありません。ストライカー三人を常時、稼働させておくこともできません。ギルドには効率的な火力と、基本的なことをこなせるスキルを持った人間が必要なんです。ロックフォートならそういう人材がいるはずです」

　マリールイズは強く、かぶりを振った。

「できません！　みんな必要な人材なんです。彼らは、意思と能力のあるランサーです。それに今日まで〈白き盾〉を支えてきてくれたんです！」

「それなら報酬を上げてもらうべきです。できないのであればこれ以上の依頼は……」

「それは……」

　再び、マリールイズは言いよどむ。

　お人ひと好よし。その言葉が頭に浮かぶ。

　自分が彼女を傷つけていることはわかっていた。だが、最後まで言わなくては。これが、自分のできる唯一のことなのだから。

「俺は……」

「あ、あの、私思ったんです！」

　レイの言葉を遮さえぎるように、マリールイズが早口でまくしたてた。

「今回レイさんがやったみたいにちょっとずつ節約してみましょう！　きっと私には気付かない無駄がいっぱいあると思うんです。レイさんに見てもらえればもっと経費を節せつ減げんできるかもしれません！」

「ですが……」

「無理かどうかは、とにかくやってみてからにしましょう！　それでも駄目なら、私もアルバイトを増やします。だからレイさんの力を貸してください！」

「……わかりました」

　マリールイズの赤みがかった瞳ひとみ。それに見つめられ、レイは言葉を飲み込んだ。

　八週間の仮契約。それが終わったら、自分はここを出て行くつもりだった。




「ありがとうございました！」

　翌朝、マリールイズはいつもと変わらない様子でウェイトレスをしていた。

　その様子を裏口から眺め、レイは昨晩の自分の発言を後悔していた。

　あんなこと、言うのではなかった。

　だが、きちんと言わなければ、彼女を待ち受けているのは破滅しかない。

　その間を、レイは揺れ動いていた。

　彼女が、人がいいのはわかる。困っている人がいたら見過ごせない。人々を救うことをランサーギルドの使命と考え、赤字でも仕事を引き受ける。その正義感は素晴らしいと思う。勘違いとはいえ、見ず知らずの自分を雇やとい、そればかりか信用さえしてくれた。

　だが、このままではいつか限界が訪れるのは明らかだ。自ら副業をし、自分の財産を処分してギルドの赤字を埋めていくやり方では、結末は見えている。何もかもを失ってからでは遅すぎるのだ。

「では、オーナーシェフ。私は外回りに行ってきますね」

　朝食のラッシュが終わると、マリールイズはエプロンを外しながら言った。ドワーフの店主が黙って頷うなずく。彼女はレイに、いつもの笑顔を見せた。

「では、行きましょうか。一週間、街を空けてしまいましたから、今日は少しでも取り戻さないと」

「はい」

　レイは俯うつむき加減に答える。彼女の目が直視できなかった。

「失礼。〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の使いの者です」

　その声に、レイは顔を上げた。いつの間にか表に馬車が停とまっており、戸口に黒ずくめの女性が立っていた。

　クレアだ。この前と同じ、黒ずくめの服に、鍔つばの広い黒い帽子という喪服のような格好をしている。

　マリールイズは彼女を見つけると、手にしていたトレイを構えた。

「あなたは〈黒銃士隊〉の……！　一体、何の用ですか！」

「本日は、ギルド会議所加盟者の皆様への伝書使として参りました。〈黒銃士隊〉はギルド会議所の理事を務つとめていますから、こういった連絡も運営の仕事なのです」

　クレアは神妙な様子で言った。この役目が、どこか不本意そうでもある。

「ずっとご連絡しようとしていたのですが、いらっしゃらないということだったので、三日前から通わせていただいていました」

　マリールイズはその様子を見て、にっこり笑った。

「まあ、それはご苦労さまです、伝書使さん。私、クエストで多忙だったものですから」

　例の芝居がかった台詞せりふにクレアは眉まゆをわずかに動かした。が、咳せき払ばらいをすると、重量のあるバッグを近くのテーブルに置いた。そして、そこから紙片を取り出し、静かに書面を読み上げた。

「マリールイズ・ヴァイスシルト殿。この度、行政府主催による入札が公告されました。入札は明日、午後三時より、ホテル・ロックフォートにおいて執り行われ、即日開札となります。入札参加希望のギルドは内訳と共に金額を提出してください。詳しい資料は行政府が用意しましたので、それを参考に」

　クレアはさらに鞄かばんから、辞書のような分厚いファイルを取り出し、隣に置いた。マリールイズはおそるおそる、ファイルを覗のぞき込んだ。

「入札？」

「〈アバドン〉。特級魔獣討とう伐ばつ任務です」

　クレアは厳おごそかに言って、資料を開いた。





　　　　◆






　資料の冒頭、その姿は、あたかも紋章のような簡単な図面で描かれていた。

　四肢を広げた巨竜の姿、その胴体の中心に心臓のような球体が描かれている。そして、不穏な空気を表現するかのように、黒い触手のようなものが八方へと伸びていた。

　これが〈アバドン〉だ。だが、ここに〈アバドン〉そのものは描かれていない。




〈アバドン〉。

　森林地帯、深しん奥おう部ぶ原生の魔獣。

　その本体は、『女王』と呼ばれる一匹の蟲むしだ。『女王』それ自体は全長一メートルにも満たない、貧弱な魔獣に過ぎない。その恐ろしさは他の生物に『寄生』することによって生み出されるのだ。

『女王』は、同じく森林地帯深しん奥おう部ぶに棲すむ巨竜種に寄生する。そしてじっくりと時間をかけ、巨竜の内部に心臓のような形状の『巣』を作り上げる。『巣』からは『女王』の子供たちである『兵隊』が生み出され、『兵隊』は巨竜の臓ぞう腑ふを餌えさに、さらにその数を増していく。

　やがて、巨竜の肉体は『兵隊』の『工場』に作りかえられる。

　臓腑を食らいつくされた巨竜に、もはや正常な感覚は残っていない。

『女王』の放出する分泌物は巨竜の痛覚や眠気を奪い、代わりに必要な栄養と強烈な『食欲』を与える。

　女王から擬似的な『餓うえ』の感覚を与えられた巨竜は、凶暴性を増し、もはや内臓が失われているにもかかわらず、ひたすらに獲物を求めるようになる。ただ『兵隊』を増やすためだけに。

　癒やすことのできない『渇き』と『餓え』。それに取り付かれ、ただひたすらに暴虐を振るい、増殖しようとする生命力の集合体。それが〈アバドン〉だった。




　通常、〈アバドン〉は森林地帯の深奥部、そのさらに中心部に生息しており、人間の目に触れることはほとんどない。陽光を嫌う習性があるからだ。だが、深奥部の気候や環境の変化によって捕食対象が居なくなると、森林地帯・外縁部にまでやってくることがある。記録では過去二回出現し、いずれも村単位の全滅を複数引き起こしていた。

　その脅威から、特級に分類されている魔獣だった。





　　　　◆






「一ヶ月ほど前から、行政府に異変が報告されるようになりました。森林地帯で輸送任務を請け負っていたランサーが行方不明となり、また、音信不通となる集落が現れるようになったのです。その後も報告が相次ぎ、調査の結果、〈アバドン〉が発生したことがわかりました。すでに判明しているだけでも一つの村、六つの輸送部隊が全滅しています」

　クレアの説明を聞き、マリールイズが顔を曇らせたのがレイにもわかった。

「そのため行政府は一刻も早い解決を求め、ロックフォートのギルドに〈アバドン〉討とう伐ばつの依頼をしてきたのです。説明は以上です。何か質問はございますか？」

　マリールイズは、はっと我に返り、かぶりを振った。レイも同様に首を振る。質問と言われても、あまりに規模が大きすぎて、すぐには浮かんでこない。

「では、こちらに受領のサインを」

「はい」

「ふふ、ふふふふふ」

　マリールイズがサインを書き終えた瞬間、クレアは不敵に笑い出した。

「まあ、長々と説明しましたが、今回の入札、あなたには関係のない話でしょうね！」

「ど、どういう意味ですか！」

「〈白き盾〉など、入札に来ても来なくても一緒だということです！」

　クレアは急に、高圧的な態度になった。たぶん、連絡係の役目が終わった以上、今はライバルの運営ということなんだろう。

「〈アバドン〉討とう伐ばつといえば、過去に二例しかない超高難易度クエスト。情報が少ないため不測の事態を考慮しなければならず、人員も一パーティでは足りない。キャンプ地設営や兵へい站たん確保などを含めれば、予算規模も一千万単位。〈白き盾〉の規模では到底、引き受けることのできないクエストです！」

「むむむ……！」

「さらに入札は三十時間後には開始されます。それまでに正確な見積もりを出すことはもはや不可能！　始まる前からあなたはすでに敗北しているのです。結局、この案件も我々〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉が頂くことになるでしょう！」

　クレアは大根役者のように長なが台詞ぜりふを一息にまくし立てた。

「そ、それは仕方ないじゃありませんか。だって、私たちはクエストがあって……」

「運営とは常に大局を見るもの。小さな仕事に気を取られ、大きな仕事に出遅れるようでは運営たる器ではなかったということ！」

「なっ……！　仕事に大きいも小さいもありません！」

「負け惜しみを。冥めい土どの土産に教えてあげましょう。〈黒銃士隊〉では五千万リィルの予算を見積もっています。参加ランサーは五十人規模。森林地帯近郊に二カ所の補給基地を完備し、精鋭部隊の支援にあたることになっています。さらには医療担当の治ち癒ゆ士を揃そろえ、専門の鍛か冶じ・錬金術師も完備。どうです、〈白き盾〉にここまでのクエストが遂すい行こうできますか？　あはははは！」

「あ、あの、クレア！」

　高笑いをするクレアに、思わずレイは口を挟んでいた。クレアは急に笑うのを止やめ、狼おおかみのような視線を向けてきた。

「何だ、レイ・ブラウン。まだ、私の話の途中だぞ」

「いや、〈黒銃士隊〉の予算を話してしまっていいんですか？」

「は？」

「入札は各ギルドが見積もりを出して、その中で一番安い金額を提示したギルドが受注するんですよね？」

「入札なのだからそれが当然だろう」

「だとすれば、入札金額は極秘事項だと思うんですが。〈黒銃士隊〉の入札情報を漏らしてしまったら、他のギルドはその金額をぎりぎり下回る額を記入すればいいわけですし、問題になるのでは……」

「…………はっ！」

　クレアは驚きよう愕がくの表情を浮かべ、よろめき、がたんとテーブルにぶつかった。

「あの、まさか、本当に気付かなかったんですか……」

「レイさん、気をつけてください！」

　なぜだかわからないが、マリールイズがレイの腕を取り、クレアから引き離した。

「これは罠わなです。狡こう猾かつな〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の運営が、そんなミスをするはずがありません。これはあえて高い金額を示してこちらの油断を誘い、入札ではそれより低い金額を提示する、そういった情報戦に違いありません！」

「…………え？」

　マリールイズが、びしっと言い放つ。クレアは目を瞬まばたかせていたが、マリールイズの言葉の意味を理解したところで、再び、笑い始めた。

「ははは！　よくぞ見破りました。その通り、これは偽情報であなたたちを混乱に陥おとしいれようとする私の作戦だったのです！　繰り返す、私の作戦だったのです！」

「あなたもずいぶん混乱しているように見えるんですが……」

「どうやら明日の入札も楽しませてもらえそうですね！　お待ちしております！」

　クレアは逃げるように表に停とめてある馬車の御ぎよ者しや台だいに飛び乗ると、相変わらずの見事な手た綱づな捌さばきで馬車を駆っていった。

　……一体、何がしたかったのだろう。相変わらず、マリールイズとクレアとの戦いのルールがわからない。そもそも、彼女があんな性格だったとは。士官学校アカデミーでのイメージが、がらがらと崩れ去っていく。

　レイが呆ぼう然ぜんと憧あこがれだった騎士を見送っていると、背後から妙な気配を感じた。酒場を振り返ると、マリールイズがテーブルの上の資料をじっと見つめていた。拳こぶしを握りしめ、そして例によって、背中の辺りから不穏な空気を立ち上らせながら。

　嫌な予感。まさか、今から入札に参加するつもりじゃ……。

　資料を凝ぎよう視ししていたマリールイズは、やがて小さく息を吐つくと、

「……確かに、私たちには手に負えない案件ですね」

　呟つぶやいた。その様子を意外そうに見つめているレイに気付き、マリールイズは不思議そうにたずねてきた。

「どうしました？」

「いえ、入札には参加しないのですか？」

「残念ですが、これだけの規模のクエストではとても引き受けられません。あの人の言う通り、今の〈白き盾〉にはそれだけの力はありません」

　その言葉には、寂しさと一緒に、どこか安あん堵どする様子も混じっていた。

「ですが、ロックフォートには立派なギルドがいくつもあります。〈黒銃士隊〉もそうです。〈黒銃士隊〉なら、きっとクエストを成功させてくれるはずです」

　そして、マリールイズは資料を抱え、

「私たちは私たちの仕事をしましょう。待っててください、今、着替えてきますから」

　そう言って、階段を上がっていった。

　そのとき、よかった、とマリールイズが小さくつぶやくのが聞こえた。彼女の心の中にはきっとレント村の人々のこと、そして、会ったこともないであろう、〈アバドン〉の犠ぎ牲せい者しやたちのことが浮かんでいたのだろう。レイはそう思った。







　ロックフォート・ホテルは都市の中心部、城じよう郭かく区内にある。堅けん牢ろうな城郭に守られたこのエリアはロックフォートの高級住宅地であり、貴族や高級役人、商人などの屋敷が建ち並んでいる。ホテルはある地主の屋敷だったものを、のちに上流階級のための宿泊施設にしたものだった。

　ホールに入ると、ここだけ、旧大陸の貴族邸をそのまま持ち込んだような雰ふん囲い気きだった。正面には赤絨じゆう毯たんを敷いた緩やかな大階段、頭上には細やかな金細工の施された巨大なシャンデリアが下がっている。巨大なガラス窓から見える庭園は手入れが行き届いており、赤土など微み塵じんも感じさせず、緑が潤うるおっていた。そして窓際にあるラウンジにはいかにも高級そうなテーブルセットが並んでおり、ロックフォートのギルド会議所の関係者たちは、折り目正しい接客係の給仕を受けながら、雑談を交わしていた。

　その中を、鎧よろいを身に付けたレイが所在なげに歩いていた。

「だったら、別に来なくてもよかったんじゃありませんか？」

「何を言っているんです。同業者が顔を合わせる貴重な機会なんですから。入札に参加しないとはいえ、顔を出しておくのは大事な運営の仕事ですよ」

　雰囲気に気後れすることもなく、眼帯を着けたマリールイズが言った。

　マリールイズは気付いていないのか、それとも気にしていないのかはわからないが、どう考えても自分たちだけが浮いていた。

　他のギルドマスターたちは皆、ランサーには見えないのだ。彼らは背せ広びろ姿で、裕福な商人のように見える。実際、ギルドマスター自身は経営者であって、ランサーではないのかもしれない。この場の雰囲気なら、まだウェイトレス姿の方が違和感が少なかっただろう。

「あちらは〈黄金騎士団〉のキャッシュマンさん。あちらが〈アズール神職会〉のフロレンツィさんです。どちらも大手ギルドのギルドマスターですよ」

　小声でレイに案内しながら、軽装歩兵姿のマリールイズは他のギルド関係者たちと悠ゆう々ゆうと会釈を交わす。一応、相手は会釈をしてくるものの、こちらに向けてくるのは怪け訝げんそうな視線だ。マリールイズにあわせて鎧なんて着てくるんじゃなかった。自分が道化のような気がしてきて、レイは背中を丸めた。

「パパドプロスさん！」

　マリールイズは声を上げ、ラウンジの隅に置いてあるカードテーブルへ駆けていった。テーブルには数人の男が着き、羅ら紗しやの上にはカードとチップが散らばっていた。

　マリールイズが声を掛けたのは屈強な体格のリザードマンだった。肩幅はレイの二倍はありそうだ。彼は無感情な目を動かし、マリールイズの頭をわしづかみにした。

「おう。お嬢じゃないか」

　リザードマンは、マリールイズの真しん珠じゆ色いろの髪をくしゃくしゃと撫なでた。マリールイズはされるがまま、首をぐらぐら揺らしながら微笑ほほえんだ。

「お久しぶりです。お元気でしたか」

「行政府は平和なもんだ。机仕事ばかりで腕が鈍なまってしょうがない。そっちはどうだ？」

「おかげさまで順調です。パパドプロスさんも入札に参加するんですか？」

「半分売り込み、半分休暇みたいなもんだな。さすがにうちだけじゃ〈アバドン〉討とう伐ばつは引き受けられない。その代わり、大手ギルドは専門職は足りないだろうから、一枚噛かめると思ってな。お嬢も入札か？」

「は……」

　と、答えかけ、マリールイズは咳せき払ばらいをした。

「入札に関かかわる情報は機密ですから。パパドプロスさんといえどもお話しできません」

「ははは、機密か。じゃあ、お嬢のところが落札したらよろしく頼む。昔のよしみで週七十万リィルで引き受けてやるぞ」

「ほ、本当ですか？　そのときは是非！」

　マリールイズが目を輝かせる。本気だろうか、それとも社交辞令だろうか。……マリールイズだけは本気のように見えるが。

　マリールイズはレイに向き直った。

「こちらはパパドプロスさんです。お祖じ父いさま……いえ、〈白き盾〉の先代ギルドマスターのご友人で歴戦の重装歩兵、そして、数少ない『ミリオンズ』のお一人なんですよ」

　ミリオンズ。その言葉は聞いたことがある。確か、週百万リィル以上の報酬を取る、凄すご腕うでのランサーのことだ。最低でも、レイの報酬の三十倍は稼いでいる計算になる。

　リザードマンの声の調子と、鱗うろこに刻まれた無数の傷から見て、かなりの年数この業界にいるらしいのが、レイにもわかった。

　マリールイズが紹介すると、リザードマンの目がぎろり、と動いた。それは一瞬、獲物を追う爬は虫ちゆう類るいそのものを思わせた。旧大陸でリザードマンとの接点はほとんどなかったレイは、思わず、息を止めた。

「そいつは？」

「今度、私の手伝いをしてくれることになったレイさんです」

「レイ・ブラウンです。はじめまして」

　パパドプロスはそれそのものが武器のような、鋭するどい爪つめが生えた手を伸ばしてきた。

「よろしく」

　彼はレイの手を握り、すぐに離す。

「剣が振れるようには見えんが、まあ、お前は人を見る目はあるからな」

「ありがとうございます！」

「トカゲ、お前の番だ。さっさとしろ」

　そのとき、正面に座っていたエルフが口を開き、チップの山を中央に押し出した。ヒューマンで言うと二十歳くらいに見えるが、種族的にあてにはならない。魔法衣を着ているところから、彼もランサーなのだろう。

　マリールイズは彼に目を留とめると、同じように会釈をした。

「スティングさんもお久しぶりです」

「話しかけるな、クソガキ。貧乏が移る」

　エルフは端正な顔をしかめ、いらいらと吐はき捨てる。険悪な対応をされたマリールイズは、強こわばった笑顔を浮かべた。

「お、お邪魔してすみません。さ、行きましょうか、レイさん」

　マリールイズはレイの背中を押し、そそくさとカードテーブルから離れた。

　パパドプロスが呆あきれたように言うのが聞こえた。

「負けが込んでるからって他人に当たるなよ」

「黙れ。勝負するのか、降りるのか」

「勝負だ」

　パパドプロスが同額のチップを場に出した瞬間、エルフは笑い、カードを開いた。

「キングのペアだ」

「悪いな、こっちはエースだ」

　カードを開いたパパドプロスが、にっ、と牙きばを剥むき出す。勝ち誇っていたエルフの顔が醜みにくく歪ゆがんだ。

　前触れなく、エルフは近くの壁にグラスを投げつけた。ラウンジにグラスが割れる音が響く。観葉植物の陰辺りにいたレイは、驚き、エルフを見やった途端、凶相を浮かべた彼と目が合った。

「何見てるんだ、クソガキ！」

　エルフがレイに怒鳴る。マリールイズが慌あわてて、レイの体を反転させ、壁を向かせた。

「何なんです、あれは？」

「スティングさんもミリオンズの一人で、ロックフォート一の治ち癒ゆ士なんです」

「あれが、治癒士？」

　レイは思わずラウンジを振り返る。

　エルフに対し、ラウンジのほとんどの人々は腫はれ物ものを扱うかのような対応だった。ギルド関係者たちは一瞬、カードテーブルに視線をやっただけで、再びそれぞれの会話へと戻っていく。給仕係は素知らぬ顔で壁際の砕け散ったグラスを片付けている。

　パパドプロスをはじめ、カードテーブルに同席していた男たちだけが何事もなかったかのような顔で、苛いら立だちを隠そうともしないスティングを相手にゲームを続けていた。

　マリールイズは小声で続けた。

「同行したパーティは必ず生還させることから、付いた異名が『命綱』。特級魔獣討とう伐ばつにも数多く参加している英雄なんです。……まあ、少し気難しい方なのですが」

「英雄……」

　レイは絶句した。あれは気難しいとか、そういうレベルではない。いくら優秀だとしても、博ばく奕ちの勝ち負けで人目もはばからず荒れ狂うような治ち癒ゆ士に治療されたくはない。

　レイがラウンジに気を取られているのに気付き、マリールイズはこほんと咳せき払ばらいをした。

「運営というのは、気性の荒いランサーさんとも上手につきあっていかなければなりません。もし相手に失礼な態度を取られたとしても、軽はずみに『輜し重ちよう車しやの悪魔』に変身しないでくださいね」

「……ですから、俺はそんなのじゃありませんよ」

　二人がこそこそ話しているとしばらくして、バンケットルームの扉が開いた。

「お集まりの皆様。会場の準備が整いました。お入りください」




　バンケットルームもまた豪ごう奢しやな造りになっていた。

　敷き詰められた絨じゆう毯たん。窓の前に机が据えられ、それを取り囲むよう半円状に、ギルド関係者用の椅い子すが並べられている。壁際には主催者側らしい十数人のスタッフが控えていて、その中にクレアもいた。一瞬、こちらに視線を向けてきたが、特に何も言ってこない。今日はホスト役に徹しているようだ。

　最後に部屋に入ったマリールイズとレイは、会場の端、扉の近くに陣取った。パパドプロスも近くの椅子を引き寄せ、レイの隣に座る。

　彼方かなたの机には背せ広びろ姿の男と、この中ではめずらしく術士風の男がいた。一同が席に着くと、術士風の男は立ち上がり、告げた。

「〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉代表、ミカエル・ヴィルトールです。今回、入札を仕切らせていただきます。こちらは行政府の交渉担当官であるウィルソン氏。入札に立ち会っていただきます」

　各ギルドの代表者たちがうなずいた。パパドプロスがぼそり言った。

「あの若造。すっかり、ロックフォートの顔だな」

「聞こえますよ」

　マリールイズがパパドプロスにささやく。

「それでは、入札を開始します。各ギルド、入札金額とその内訳を記した書類を提出してください。開封は隣室にて行政府と市の担当者の立ち会いのもと行われます。政府の設定金額内において、最低金額を提示したギルドに第一交渉権が与えられます。交渉権を得たギルドは主催者との面談を行い、双方が合意に至った後、正式な契約を結ぶことになります。その交渉が不調に終わった場合、権利は二番目に低い金額を提示したギルドに移ります。以降、正式契約が結ばれるまでこの手順を繰り返します。何か質問のある方は？」

　誰も手を上げず、入札は開始された。

　最初に〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の男が封筒を箱へと入れた。それから〈黒銃士隊〉のスタッフの指示に従い、ギルド関係者たちは一人一人、席を立ち、箱へ封筒を入れていく。マリールイズも『入札不参加』の旨むねを書いた封筒を入れに、わざわざ机へと向かっていった。

　入札が完了すると、スタッフの一人が箱を持ち、行政府の担当者と共に隣室へと消えていった。緊張から解き放たれたのか、それとも緊張を紛らわすためなのか、バンケットルームにさざ波のような話し声が起こった。

　ようやく、レイは固まった体を動かした。動くと鎧よろいの金属音が響いてしまうから、入札中は体が動かせなかったのだ。

　リザードマンは大きなあくびを噛かみ殺している。そんな彼の耳元で、マリールイズはこそこそ話しかけた。

「パパドプロスさんはどこが受注すると思います？」

「ん？」

「やっぱり〈黒銃士隊〉でしょうか。でも、〈赤せき鎧がい兵団〉もいい前衛が揃そろってますし……、あ、〈アズール神職会〉も優秀な魔術士を擁していると評判ですよ」

「ま、誰も引き受けんだろうな」

　パパドプロスが言った。意外な答えに、マリールイズは目を瞬まばたかせた。

「どうしてですか？　こんな大きな仕事なのに」

「相手が〈アバドン〉だからさ」

「ロックフォートのギルドはどんな相手でも尻込みしたりしません」

「それはわかってるさ。問題は森林地帯という場所にある。動き回る魔獣を、広大な森林地帯から探し出すのは費用が掛かり過ぎるんだ。拠点を設置するだけでも何百万もかかるし、特級魔獣討とう伐ばつとなれば、高額なギャラが必要な専門職に、特別な装備も必要になる。おまけに失敗すれば違約金が発生するとあってはリスクが大きすぎる」

「でも、まさか……」

「それでも政府とのコネが欲しいギルドは多少の赤字でも引き受けるんだろうがな。通常の隊商護衛、警護、探索任務で十分な利益が上がっている大手ギルドはやりたがらないし、名を上げたい中小ギルドでは体力が足りない。そもそも行政府が本気で入札を成立させる気があるのか、それもわからん」

「本気も何も、〈アバドン〉の出現は緊急事態じゃありませんか」

「今の行政府は貧乏だからな。やってる姿勢だけ上う手まく見せたいんだ。『行政府は予算を投入してる、しかし、巨利を貪むさぼるランサーギルドが渋ってる』、そんな風にな。じきにわかる。そんなに時間は掛からんだろう」

　パパドプロスの言う通りだった。数分後、バンケットルームに役人が戻ってきた。室内がまた静寂に包まれる。役人の持っていた紙片を受け取ると、〈黒銃士隊〉のヴィルトールは立ち上がり、告げた。

「開札が終了しました。結果、行政府の設定金額に合致する提示がなされなかったため、入札は不調に終わりました。これより調整交渉のための時間を設けます。今回の依頼の設定上限は三〇〇〇万リィル。この金額で希望されるギルドは挙手を願います」

　会場がざわめいた。誰かがつぶやくのが、レイの耳に届いた。

「まさかたったの三〇〇〇万とは」

　会場ではギルド関係者たちがあちこちで言葉を交わしている。しかし、手を上げる者は誰もいない。それを見て、ヴィルトールは続けた。

「では、本日の交渉はこれで終了します。行政府担当者は三日間ロックフォートに滞在し、その間は自由交渉となります。契約が完了しなかった場合、今回の入札は打ち切られます」

　入札は閉会となった。ギルド関係者たちはぞろぞろと立ち上がる。その口からは行政府への不満が聞こえてきた。政府担当者は涼しい顔でそれを受け流している。

　パパドプロスもすでに立ち上がっていた。

「さあこれからが本番だぞ。行政府にプレッシャーをかけて、どれだけ金を引き出せるか」

　パパドプロスの見立てを、レイは感心しながら聞いていた。さすが、この世界を長く生き抜いてきただけのことはある。

　そして、何な故ぜかこの部屋の雰ふん囲い気きが懐かしく思えてきた。

　その理由はすぐにわかった。

　彼らは『商人』だ。利と理によって動く、レイのよく知っている人種だったのだ。

　新大陸を訪れる前に抱いていたランサーギルドのイメージはすでに消え去っていた。蛮勇と引き替えに金を得る傭兵、そんなもの、ここには存在しないのだ。

「待ってください！」

　バンケットルームに大だい音おん声じようが響いた。

　会場の目が全すべて、レイの隣に注がれていた。レイ自身も驚き、立ち上がっているマリールイズを見上げた。

　彼女は扉の前に立ちはだかり、帰ろうとしているギルド関係者たちに言った。

「みなさん、聞いてください！　〈アバドン〉の影響はすでに顕けん在ざい化しています。すでに森林地帯では物流が滞とどこおり、人々の生活は困こん窮きゆうしています。ロックフォートのギルドが協力し、早急に〈アバドン〉を討とう伐ばつするべきです！」

　一瞬、バンケットルームが静まりかえった。レイは生きた心地がしなかった。ギルド関係者たちの感情のない目が全てこちらに向けられているのだ。

「私も協力を惜しみません。ですから！」

「〈白き盾〉に何が出来るんだ」

　一人が言った。ついで、別のギルドマスターが口を開く。

「世間知らずにも程がある。三〇〇〇万リィルでどうやって〈アバドン〉を討伐しろというんだ」

「まともな報酬だって払えはしないぞ。ランサーに端はした金がねで命を捨てろというのか？」

「そうだ。住民の保護は行政府の仕事だ。予算が用意できないというのなら、それは行政府の怠たい慢まんじゃないのか」

　口々に言った。不満の矛先の半分はマリールイズではなく、行政府に向いているらしかった。その当人、行政府の担当者は素知らぬ顔で、隣室へと消えていった。

　マリールイズは雑音に負けず、声を張り上げた。

「ですが、人々の代わりに魔獣と戦うのはランサーギルドの使命ではありませんか！　利益のことは置いて、まずこの危機を回避しなければ！」

「じゃあ、お前が引き受けたらいいじゃないか？」

　そのときレイは、マリールイズの顔が一瞬にして真っ赤に染まったのを見た。

「ギルドの使命というのならそうすべきだろう。お前にできればの話だが」

　会場中に失笑が起こった。マリールイズは言葉に詰まり、そのまま俯うつむいた。両の拳こぶしを握りしめ、小刻みに震えている。

　ここにいる誰もが、〈白き盾〉の現状を知っている。たった三人のランサーしかいない弱小ギルドに、一体何ができるというのか。ギルド関係者たちはひとしきり笑った後、ドアに向かい始める。

　そのとき、マリールイズは顔を上げ、会場を睨にらみ返し、叫んだ。

「わかりました！　誰も手を挙あげないのなら、この件は〈白き盾〉が引き受けます！」

　レイは絶句し、慌あわてて、マリールイズの腕を掴つかんだ。

「何を言い出すんですか！　落ち着いてください！」

「私は落ち着いています！」

「とにかくこちらへ、外に出ましょう！」

「まだ話は終わっていません！」

　レイはマリールイズの腕を引き、外へ出ようとする。しかし、彼女の体は鉛のように重く、引きずるようにしか動かせない。レイは後ろから羽は交がい締じめにし、ようやく、バンケットルームの重厚なドアを開け、ラウンジに出た。途端に、室内からさらに大きな笑い声が響いてきた。

　ラウンジをさらに進み、人目に付かない廊下に連れて行った。その間もマリールイズはレイの腕を逃れようと、暴れ続けていた。

「離してください！　入札に戻ります！」

「我々の手に負えないと言ったのはあなたじゃないですか！」

「他ギルドのみなさんの言う通りです。私は甘えていました。これがギルドの使命なら、真っ先に我々が引き受けるべきだったんです！」

「我々に〈アバドン〉が倒せるわけがないでしょう！」

「〈白き盾〉には一流のランサーがいます。アメリアもユージンもソフィも、一流のランサーです！　彼らなら〈アバドン〉を倒せます！」

「資金はどうするんですか？　この前の報酬だってまだ支払っていないのに！」

「借金してでもギルドの経営権を売ってでもなんとかします！」

「いい加減にしてください！　他のギルドが手を出さないのには出さないだけの理由があるんです。それを何も考えずに子供のように駄だ々だをこねてどうするんですか！」

「だったら私一人でもやります！　もう口出ししないでください！」

「あなたが犠ぎ牲せいになったところで誰も救えないのがわからないんですか！」

　苛いら立だちが、自分でも意図しない程の大声を出させた。

　マリールイズの体から力が抜けていく。レイは羽は交がい締じめにしていた彼女の体を解放した。ばつが悪くなり、レイはもう一度、声を抑えて言った。

「これは、あなたのせいじゃありません。仕方のないことなんです」

　マリールイズは、レイに背中を向けたまま、体を震わせていた。口元から、小さく嗚咽おえつが漏れていた。

　そのときレイは、手に濡ぬれた感触があるのに気付いた。

　見下ろすと、手が血で紅あかく染まっていた。一体、いつの間に、どこから。

　マリールイズが振り返り、嗚咽の下から、言葉を絞り出した。

「だからといって……何もせずにいることが正しいことなんですか……？　苦しんでいる人たちを見捨てることが……仕方のないことなんですか……？」

　誰の血か、すぐにわかった。マリールイズは血の涙を流していた。比ひ喩ゆではなく、左の瞳ひとみから、そして眼帯の下から、血が流れ出し、彼女の頬ほおを赤く染めていた。

　驚き、レイはマリールイズの眼帯を外した。

　マリールイズの両方の瞳が深紅に輝いていた。それは人の目というより、紅こう玉ぎよくのような質感だった。血けつ涙るいはそこから溢あふれ、頬を染め、白はく銀ぎんの胸当てを汚していた。

　レイは息を呑のんだ。

「これは……」

「……あれ？」

　マリールイズは頬を拭ぬぐい、自らの手が真っ赤に染まっているのを見た。そして、気を失い、ふらりと崩れ落ちた。

「魔ま眼がんの封印が発動したか。こんなに激げき昂こうしやがって」

　いつの間にか傍そばにいたリザードマンが彼女の体を抱き留とめていた。

　魔眼の封印。言葉の意味を理解するよりも前に、パパドプロスはマリールイズを軽々と抱き上げ、歩き出していた。

「行くぞ。上に部屋を取ってある」




　タオルで、マリールイズの顔を拭った。彼女はベッドで静かに眠っている。血を洗い落とすと、ただ泣き疲れて眠ってしまった子供のように見えた。

　洗面用具を持ってきたボーイにチップを渡し、部屋の主、パパドプロスが戻ってきた。

「酒場には知らせておいた。お嬢が起きたら送っていくよ。まだ、あのドワーフの親父おやじのところに間借りしてるんだろ？」

「すみません。ご迷惑をおかけして」

「迷惑も何も、〈白き盾〉とはこいつの爺じいさまからの付き合いだからな。お嬢はオレの姪めいっ子こみたいなもんだよ」

　部屋には小さなバーが設しつらえてあった。彼はグラスに酒を注ついでいた。その所作に淀よどみはない。リザードマンらしからぬ優ゆう雅がな所作、と言ったら失礼だろう。こういった暮らしが、身に染みついているのだ。

　彼は寝室にやってくると、マリールイズを見下ろした。ヒューマンのレイにはその表情はわかりづらい。

「相変わらず、子供だな。ぶっ倒れるまで暴れて、ゼンマイが切れたらぐっすりか。しばらく寝かせといてやろう」

「医者を呼んでもらえませんか。費用は俺が払います」

「医者は必要ないだろう。ここの医者はぼったくりのヤブが多いからな」

「ですが、目から血を流して気を失ったんですよ。普通じゃない」

「まあ確かにお嬢は普通じゃないが、お前が心配することはないよ」

　パパドプロスはやけに落ち着いていた。怪け訝げんに思い、レイはたずねていた。

「さっき言っていた魔ま眼がんの封印とは何です？　それが関係しているんですか？」

「……そんなこと言ったか？」

　パパドプロスはとぼけた調子で言った。表情はわからないが、内心、口を滑らせたと思っているようだった。

「彼女は魔眼を受け継げなかったと聞きました。違うんですか？」

　彼は答えようとせず、沈黙したまま、マリールイズの寝顔を眺めていた。

「やはり、医者を呼んできます」

「おい」

　しびれを切らし寝室を出ようとしたレイを、パパドプロスが呼び止めた。

「お前は十二のとき、何をしていた？」

　突然、話題を変えた。レイが戸と惑まどっているうちに、パパドプロスは自分のことを話し出した。

「十二なんて周りからは一人前扱いだが、中身は子供のままだ。オレは農場の手伝いをしながら、伯お父じの目を盗んで遊び呆ほうけていた。それが普通だろう？」

　そして、唐突に始まった。

「この子がたった一人で上級魔獣を討とう伐ばつしたのは、五年前、十二のときだ」

「……え？」

「この子は天才だった。本物の、根っからのランサーだった。もしかしたら、初代ヴァイスシルトに匹敵するかもしれない。そう言われていたんだ」




　居室の椅い子すに座り、パパドプロスは語り始めた。

　マリールイズの過去、一人のランサーの過去を。

　英雄カール・ヴァイスシルトの末まつ裔えいとして彼女が生まれたこと。

　ヴァイスシルトの後継者として、彼女自身、ランサーを志こころざし、武芸に傾倒したこと。

　すぐに頭角を現し、多くの魔獣を仕し留とめてきたということ。

　パパドプロスは左腕に走る大きな傷を指した。

「お嬢は生まれながらのランサーだった。オレもこの子の訓練に付き合ったことがあるが、手に負えなかったよ。ほら、これがそのときマリールイズに付けられた傷だ。……いや、こっちだったかな？」

　たぶん両方ともだな、とパパドプロスは笑いながら語る。冗談のような口調だったが、言葉の重みから、それが事実なのだとわかった。

　レイには信じられない話だった。

　一人のランサーの昔話。だが、今の話を聞くにマリールイズはまだ十七のはずだ。十七の少女に過去も何もないではないか。

　マリールイズはまだ寝室で穏やかに眠っている。子供のような寝顔。彼女が剣を振るい、凶暴な魔獣と戦っていたことなど想像もつかない。

「当然、〈白き盾〉はお嬢が継ぐものだと思っていた。だが、先代の爺じいさまは『そのつもりはない。〈白き盾〉は俺の代で終わりにする』と言って、ギルドを解散したんだ。たぶん、先代には魔ま眼がんの力がどういうものかわかっていたんだろう。お嬢の事は、当時の〈白き盾〉のメンバーと、先代と特に親しかった一部の奴やつ以外には秘密にされていたしな」

　話が核心に近づいているのを感じ、レイは耳をそばだてた。

　パパドプロスは厳いかつい手で、目の辺りを指さした。

「『征野の魔眼ヴイグリード』。それがヴァイスシルトに伝わる秘術の名だ。古いにしえの神々との契約によって、魔眼から神界の力を引き出し、その力を体に宿す。ヴァイスシルトの後継者として、お嬢もその魔眼を受け継いでいた。だが、お嬢の魔眼は特異なものだった。一族のこれまでの者とは違い、両目ともが魔眼だったんだ」

「…………」

「二つの魔眼は強大な力を引き出す、その代わり、肉体に莫ばく大だいな負ふ担たんをかけた。お嬢が一人で上級魔獣を倒した直後、とうとう魔眼の力にお嬢の体が耐えきれなくなった。このままいけば良くて失明、悪ければ死ぬ、医師はそう見立てた。それで先代はマリールイズを説き伏せ、魔眼を封印したんだ。ランサーの道は絶たれるが、命には代えられん」

「封印とは？　あの血の涙は一体？」

「急せかすなよ」

　パパドプロスは一呼吸おいて、グラスの酒を呷あおった。

「封印は安全装置みたいなものだ。魔眼が異界への扉を開こうとすれば、その魔力を押さえ込もうと封印が襲いかかる。魔眼と封印の拮きつ抗こうは、痛みや、さっきみたいな血けつ涙るいのような形で現れる。封印が発動してるうちは安心していい、魔眼よりは余程まともだからな」

　パパドプロスは言って、テーブルに目を落とした。

「先代が亡くなったのは魔ま眼がんを封印してからすぐだった。不義理だとは思ったが、その頃はオレも自分のギルドのことで手一杯でな。あの子の傍そばにいてやれなかった。しばらくして、お嬢が元気でギルドの運営をやってると聞いたときは安心したよ」

　話をやめ、パパドプロスが顔を上げた。

「ん……」

　寝室で、マリールイズがもぞもぞと動き出した。

「これ以上は本人に聞いてくれ。オレが言いたいのは、とにかく無理をさせないでくれ、ってことだ。お前はさっきのを止めるくらいの判断力はあるみたいだからな」

　パパドプロスはベッドサイドに向かった。マリールイズは起き出して、目をこすっていた。彼女はパパドプロスを見つけ、小首をかしげた。

「あれ……パパドプロスさん……？　どうして……？」

「見えるか？　ここがどこかわかるか？」

　マリールイズは部屋を見回した。

「？　わからないです」

「質問が悪かったな。ほれ、握手しよう」

「？」

　マリールイズは言われるまま、パパドプロスの手を握った。

「大丈夫みたいだな」

「ギルドマスター、気分は悪くありませんか」

　レイも顔をのぞき込んだ。マリールイズは赤みがかった目を瞬まばたかせていた。

「平気ですけど……。ここはどこですか？」

「オレがとった部屋だ。急に倒れたから、ここまで連れてきたんだ。心配したぞ。相変わらず無茶してるんだろう」

「え！　すみません。お忙しいのに！」

　ベッドから慌あわてて下りようとしたマリールイズをリザードマンが抱え上げた。

「急に動くんじゃない。よしよし、酒場まで送ってってやろう」

「きゃー！　きゃー！　降ろしてくださいって！」

　ドアがノックされた。肩の上でじたばたもがいているマリールイズをなだめながら、パパドプロスはレイに言った。

「今、手が離せない、見てきてくれ。……ん？　しばらく見ないうちに、だいぶ重くなったな。よかったよかった」

「た、体重のことはどうでもいいじゃないですか!?」

　二人のやりとりを後にしてレイがドアを開けると、そこにクレアがいた。

「レイ・ブラウンか」

「クレア。何か？」

「うちのボスからの指示だ。お前たちを丁重にお送りしろ、と」




　馬車は城じよう郭かく区から下町へと向かった。

　いつの間にか、日が沈んでいた。

　パパドプロスとマリールイズは客車にいた。御ぎよ者しや台だいにいたレイが客車の小窓から覗のぞくと、もう大丈夫だと言い張るマリールイズが、毛布にくるまったまま座席に無む理り矢や理り寝かされていた。まるで風邪が治りかけ、外に遊びに行きたがる子供のようだった。

　手た綱づなを握っていたクレアが口を開いた。

「そちらのギルドマスターは大丈夫なのか？」

「ええ、もう平気なようです」

「そうか。それはよかった」

　沈黙が御者台を覆おおった。酒場まではまだ距離がある。レイが言った。

「送っていただいてありがとうございます」

「これはボスの指示だ。正確にはボスの命令を受けた私の上司の命令だ。だから礼なら私の上司に言えば、ボスに伝えてくれるだろう」

「……そう、ですか」

　話はすぐに終わった。急に気まずさが襲ってくる。相手は士官学校アカデミーではずっと格上の騎士候補生だった。何を話していいのかわからない。

　気がつくと、クレアがこちらを見つめていた。その視線に、レイは緊張した。

「どうして、そんな口のきき方をするんだ？」

「え？」

「私たちは同期だぞ。どうして上官相手のような話し方をする？　ここには二人しかいないんだ。堅苦しいのはやめて、普通に話したらどうだ」

「はあ……」

「そういえば、こうやってお前と話すのは久しぶりだな。いつ以来だろう。……よく思い出せないな。相当前のことらしい」

「思い出せないのは多分、こんなふうに話したことがないからだと……」

「そうだったか？」

　今さらながら、彼女は言った。首席である彼女は常に同期たちの中心だった。雑務ばかりしていた自分などいてもいなくても同じなのだろう。

「そういえばお前はどうして新大陸にいるんだ？」

　その質問だけはされたくなかった。彼女の前で自尊心が軋きしむ。しかし、取り繕うことも、嘘うそをつくこともできず、結局レイは正直に答えた。

「……士官学校は放校になったんだ」

　放校。それは見込みのない生徒に与えられる処分だった。軍属を剥はく奪だつされ、騎士団への入団試験さえ受けることもできない。騎士失格の烙らく印いん。

「それでランサーになろうと新大陸へ」

「そうだったか。私と似たような理由だったのだな」

　いや、騎士団を相続するために惜しまれつつ自主退学するのと、士官学校アカデミーを実力不足で追い出されるのとは雲うん泥でいの差だと思うのだが。

　突然、彼女は言った。

「いいギルドに入れて良かったな。彼女は立派なギルドマスターだ」

　意外な言葉だった。彼女の軍隊口調の中に、穏やかな暖かみがあった。クレアは眉まゆ根ねを寄せ、言った。

「……正直なところ、私は、〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉に契約交渉に応じて欲しかった。確かにギルドには利益も大事だろう。だが、〈アバドン〉の危機はすぐそこまで迫っている。だとすれば、ロックフォート最大手の名誉に賭かけて、手を挙あげるべきだと思ったんだ」

　ちらり、クレアは客車を振り返った。

「だから、先ほどの言葉は聞いていて感動した。心強く思った。できるできないはともかく、あれほど人々のことを思っているギルドマスターはそうはいないだろう」

　レイはそれには答えられず、視線を馬の背に落とした。

「あ、別にうちのギルドマスターの悪口を言っているわけではないぞ。あの人は深しん謀ぼう遠えん慮りよの人だからな、一兵卒には計りきれん。……そうだ、もう一つのボスの指示を忘れるところだった」

　彼女は背中の荷台から鞄かばんを引き出し、レイに押しつけた。

「これは？」

「ボスからだ。〈黒銃士隊〉が集めた〈アバドン〉討とう伐ばつの資料が入っている。〈白き盾〉の入札は正式に受理されていない。これを見て、まだ引き受ける気があるのなら行政府と契約をするように、と」

「どうして、そんな大事なものをうちに？」

「私にわかるものか。私は一兵卒だ」

　クレアはそう言い、また沈黙が訪れた。レイはずっしりと重い鞄を抱えた。

　馬車は傭兵ランサー街を進む。やがて、北の端に酒場が見えてきた。

「到着しました」

　クレアは馬車を停とめると、疾風のように御ぎよ者しや台だいから降り、客車の扉を開けた。

「も、もう一人で歩けますから！」

「いまさら何を恥ずかしがってるんだ。ああ、ヒューマンには『反抗期』っていうのがあるんだったな」

「いいから下ろしてください！」

　パパドプロスに抱きかかえられながらマリールイズが姿を現す。と、

「馬車が来たぞ！」

　酒場から、人が溢あふれ出してきた。レイは驚き、後ずさる。二十人近くはいるだろうか。狭せまい酒場の中は、レイが見たことがないほど人々が詰め込まれている。レイの知っている顔、知らない顔、どこかで見たような顔。雑貨店の老婦人もいる。路地に降り立ったマリールイズたちは、あっという間に人ひと混ごみに囲まれた。

「お嬢さん！」

「何があったんです！　もう、大丈夫なんですか？」

「おい、押すんじゃない、とにかく、中に入ってもらえ！」

　店先は混乱の坩る堝つぼと化す。パパドプロスの腕の中で、マリールイズも驚き、たずねた。

「ど、どうしたんですか？　みなさんお揃そろいで」

「おい、ポンコツ！　また余計なことやらかしたんだろ！」

　人混みを掻かき分け、アメリアが姿を現した。彼女はどういうわけか、エプロンとカチューシャという、ウェイトレスの格好をしている。マリールイズは目を瞬まばたかせた。

「アメリア、その格好は？」

「ああ？」

　言われた瞬間、アメリアは、はっと自分の格好に気付いて顔を真っ赤にした。

「……マリーが倒れたって聞いたから、代わりにあたしが働いてやってんだろ……！」

「ご、ごめんなさい！　すぐに代わりますから」

「うるせー！　病人はさっさと部屋に戻って寝ろ！」

　照れ隠しに怒鳴るアメリア。

　そうこうしているうちに、レイは後からやってきた人の群れに押し出された。少し離れた場所にソフィを見つけ、レイはたずねた。

「これは何の騒さわぎですか!?」

「ご近所の方々です。皆、心配して様子を見にいらしたんです」

　静かに呆あきれながら、ソフィが答える。その後ろでユージンが付け加えた。

「アメリアが大騒ぎするからでござるよ」

「倒れたって聞いたからだろ！　大丈夫ならさっさと帰ってくればいいじゃねーか！」

　小柄なアメリアは人混みにもみくちゃにされながら、それでもユージンの声を聞きつけて怒鳴り返してくる。

「ほら、ほら、男どもは下がる！」

　酒場から大声が響き、人混みを左右に割った。雑貨店の老婦人を先頭にした女性陣が現れ、マリールイズをパパドプロスの手から取り返す。老婦人はリザードマンを見上げた。

「パパドプロス、またあなただったのね」

「オレは関係ないぞ」

「嘘うそおっしゃい。あなたが何もしなかったことなんてあった？」

　そう言って、老婦人は踵きびすを返す。女性陣は状況のよくわかっていないマリールイズを取り囲み、人混みを散らし、酒場へと入っていく。

「まったく、あなたは無茶ばかりするんだから」

「マリールイズ。今日はすぐに休むのよ」

「お嬢さんも年頃の娘なんだから、そろそろ考えて行動しないと」

「あ、あの、私は……」

　女性陣は狭せまい階段を二階へと上がっていく。男たちが追いすがるように階段に集まってくると、雑貨店の老婦人は託宣を下す巫み女このように、

「さ、ここからは立ち入り禁止。下で大人しくしていなさい」

　告げて、マリールイズの部屋に消えていった。残された男たちは心配そうに二階を見上げる。リザードマンはカウンターに寄りかかり、ドワーフに話しかけた。

「相変わらずだな、〈白き盾〉は」

「…………」

　ドワーフの店主は鼻を鳴らし、黙って料理を続けた。




　祭りのような騒さわぎだった。

　酒場は、近所の人々でいっぱいになった。普段、彼らはどこに隠れているのか、そう思うほどの人数だった。そして、彼らはマリールイズを見舞いに来たのか、騒ぎに来たのか、それもわからないほど、飲み、食べ、歌い、喋しやべった。これがこの街の見舞いの仕方なのだろうか。

　彼らは皆、マリールイズの奮闘を称たたえ、マリールイズの失敗を笑い、マリールイズにもっと何かしてやれなかったのか自問していた。それもやがて、酒と混乱の中に飲み込まれてはいったが。

　アメリアは客たちに悪態をつきながら、それでも律儀に料理と酒を運ぶ。ユージンは豪快に酒を飲み、客たちと騒いでいる。ソフィは二階でマリールイズの介抱をしていて、ときおり部屋から顔を出し、酒乱という悪徳に浸る人々をうるさそうに睨にらんだ。

　やがて、いつまでも引かない客たちに、ドワーフの店主が怒り、一階の自室に引っ込む。看病をしていた婦人たちが下りてきて、酔った男性陣を追い返す仕事に取りかかる。その頃には酒も料理もなくなっており、男たちは大人しく帰って行った。

　酒場が静けさを取り戻したのは、夜も更けてからだった。

　レイは一人、散らかった酒場に残り、窓からの月明かりを頼りに室内を眺め、思いにふけっていた。

　──マリールイズは、彼女は慕したわれている。先の光景がそれを物語っている。

　そして、それは彼女がヴァイスシルトの末まつ裔えいだから、それだけではないはずだ。

　アメリア、ユージン、ソフィ。あの三人がこのギルドを離れていかないのは、行き場所がないから、そう思っていた。今となっては、それも誤りなのだと思えた。彼らが〈白き盾〉を自らの居場所として選んだ、その理由はマリールイズにあるのだ。

　二階で物音がし、レイは我に返った。

　階段から、ウェイトレス姿のマリールイズが姿を現した。ランプを置き、彼女はテーブルの上の皿を片付け始める。顔を上げた途端、黙ってその様子を見つめていたレイに気付き、声を上げた。

「わ、びっくりした！　声をかけてくれればいいのに」

　いつもと変わらない朗ほがらかな様子で言い。それから、はにかんだ。

「あ、あの……昼間は取り乱してしまってすみませんでした。もう大丈夫ですから」

　いつもと変わらない笑顔。それはもう、『いつも』と同じようには見えなかった。彼女の笑顔の下には、常にあの激情が潜ひそんでいるのだ。

　レイは立ち上がった。

「手伝います」

「大丈夫ですよ。これは私の仕事なんですから」

　レイは黙って、テーブルの上の皿を重ねていった。

「ギルドマスター、聞いてもいいですか？」

「何です？」

「あなたは、どうしてギルドの運営になろうと思ったんですか？」

　マリールイズは戸と惑まどったような表情を浮かべた。

「どうしてと言われても……」

「ランサーの家系に生まれたからですか？　それとも他に理由が？」

「そう……そうかもしれません。先代と同じように、みんなの役に立ちたかったんだと思います。志こころざしがあって、その能力があるランサーたちが安心して戦えるように。そういったサポートを作り上げることが、みんなの役に立つと思ったんです」

「本当は、ランサーになりたかったのではありませんか」

　レイの質問に、マリールイズは沈黙した。ランプの灯あかりの中で、彼女の印象にまた変化が起きていた。

　彼女の陰の部分が、初めて目の前に現れた。レイにとっての騎士失格の烙らく印いん。それと同じように、彼女の立ち入ってはならない部分に触れたのだとわかった。

「パパドプロスさんから、あなたはランサーだったと聞きました。魔ま眼がんを封印し、ランサーを辞めたとも」

「……魔眼は、私には御しきれない力でした。そして、魔眼の力がなければ、私は半人前の能力しかありませんでした。最初から、ランサーには向いていなかったんです」

　彼女はようやく答えた。でも、それは答えになっていなかった。

　ランサーを諦あきらめざるを得なかった少女。

　それでもなお、持て余すほどの熱情をギルドの仕事に注ぎ込む少女。

「そこまでして、ギルドの仕事に打ち込むのはなぜなんです。時間のほとんどを仕事に費やして、アルバイトで赤字を埋めながら、そこまでする意味は何なんです」

　レイは昼間、口に出した言葉を、もう一度繰り返した。

「あなたのせいではありません。今だって、どこかで魔獣の犠ぎ牲せいになっている人がいるかもしれない。全すべての人を救うのは不可能です。あなたがそれを抱え込む必要はないんです」

「……わかっています」

　テーブルに目を落としたまま、マリールイズは言った。

「でも、これが私のやりたいことなんです」

　彼女は純粋だった。それはもはや、狂気と紙一重の純粋さだ。

　レイは改めて、自分の理想にしていた騎士の姿をそこに見ていた。民衆の幸福を自らの使命とし、自らを犠ぎ牲せいにしながら突き進む姿。

　同時に、二の足を踏んでいる自分に気付いた。彼女のようになることを恐れている自分がいた。

　記憶は、入札会場へと立ち戻った。

　マリールイズが嘲ちよう笑しようを浴びせられたとき、自分は動くことができなかった。

　心の中では、自分もまた、彼女を嘲あざ笑わらう側にいたのだ。

　利益の出ない、無謀なクエストを引き受けようとするマリールイズを、心の中では馬鹿にしていた。どれだけ立派な理想を掲げようとも、利益を上げなければそれを実現することはできないじゃないか。

　それはかつて、商人である父が自分に語った言葉に他ならなかった。

　力を得なければ、理想を実現することはできない。

　だが、手に入れた力が理想のために使われることはない、それをレイは知っていた。理想を手に入れるための力は、いつしか力を得るための力へと変わっていく。力を得る度にしがらみが増えていき、身動きが取れなくなっていく。

　そして、彼らは際限なく、力を得るためのゲームにのめり込んでいく。レイは父親のそんな姿に反発して、家を飛び出したのだ。

　それなのに。

　俺は、『本物の騎士』になりたかったんじゃないのか。

　カール・ヴァイスシルトのような、そして、マリールイズ・ヴァイスシルトのような『本物の騎士』になりたくてここまでやってきたんじゃないのか。

「考えてみましょう。俺たちにできることを」

　レイは言った。マリールイズが顔を上げた。そして、あの瞳ひとみでこちらを見つめる。レイはまっすぐマリールイズを見返していた。

「〈アバドン〉を倒すことはできなくても、例えば、森林地帯に物資を送るくらいは可能かもしれません。他ギルドよりも輸送コストを抑える方法があれば、人々の力になることができるはずです」

　彼女の表情が変化する。悲しげな表情は戸と惑まどった表情に、戸惑った表情は驚きに変わり、そして、マリールイズはいつもの笑顔を浮かべて、

「はい！」

　力強く頷うなずいた。







「あといくらですか？」

「三十五万のままです」

「三十五万……」

　酒場のテーブル。ウェイトレス姿のまま、マリールイズはつぶやく。向かいに座ったレイも暗い表情で並べた資料を見つめていた。

「二頭立ての馬車を一頭にしてみるとか、……一日二食にしてみるとか！」

「移動効率が落ちますから、他の経費が増えるかもしれませんし、食事を二回にしても、食べる量自体はあまり変わらないと思いますよ」

「じゃ、じゃ、私、留守番してます！　それなら……」

「それはもう計算に入ってます」

「…………」

　提案をことごとく却下され、マリールイズは俯うつむいた。

　酒場のいつもの席で遅い昼食を食べていたアメリアがユージンにたずねた。

「あいつら何やってんだ？」

「さあ。マリールイズ殿の休憩時間になるとやっているでござる」

「輸送任務の経費を削さく減げんするそうですよ」

　ソフィが書物に目を落としたまま、静かに答える。途端に他の二人がうんざりとした表情を浮かべた。

「経費削減って、またあのくそまずいメシ食いながら石投げなきゃなんねーのかよ……」

「拙せつ者しや、ドアを持つのはもう嫌でござる……」

　ランサーたちがこそこそ話していると、煮詰まったマリールイズが突然立ち上がった。

「今こそパラダイムをシフトするときです！」

「……何ですって？」

　レイがたずねると、マリールイズは得意気に人差し指を立てて見せた。

「こういうときは発想を大胆に転換しなければなりません。常識や慣習を覆くつがえし、思い切って一番大きな部分に改革の手を入れるべきです。王都経済新聞にそう書いてありました」

　レイは資料を捲めくった。

「一番大きいのは人件費、それから装備・消しよう耗もう品ひんなど、ランサーたちの運用予算です」

「人件費……」

　マリールイズは黙考した後、こちらを注視していたアメリアにたずねた。

「あの、これはあくまでもしもの話で、決してそういうことをするわけじゃないんですが、一応、聞いてもらえます？」

「にゃんだよ」

「報酬、ものすごく後払いってできません？」

「砲身に詰めて吹っ飛ばすぞ、ポンコツ」

　アメリアがやぶにらみになった。マリールイズは目を逸そらして、レイにたずねた。

「ちなみにレイさん、次に大きいのは……」

「保険料です。一応言っておきますが、これは絶対に削れません」

「みんな一流のランサーです。保険なんか必要ありません」

「保険も掛けずに荷物を預けてくれるところなんてありません。万が一の事態が起これば、荷主は破産してしまうんですから」

「もうもうもう！　こうなったらいっそ予算オーバーしてしまいましょう！　赤字はアルバイトで何とかしますから！」

「そんなことできるわけないでしょう。依頼を一件受ける度に、最低でも三十五万の赤字が出るんですよ？」

　とうとう無茶を言い出したマリールイズに、レイは嘆たん息そく混じりに答える。

　アメリアが頬ほお杖づえをつき、うんざりと言った。

「無能運営どもが。輸送クエストでけちけち小銭節約するくらいなら〈アバドン〉討とう伐ばつクエスト引き受ければよかっただろ」

「あ、拙せつ者しやもそっちの方がいいでござる！　〈アバドン〉とはまだ立ち合ったことがないでござるから」

「……みなさん、いいですか」

　ランサーたちが話すのを聞きつけ、マリールイズは人差し指を立てた。

「仕事に大きいも小さいもありません。何も大物の魔獣を倒すことだけがランサーの仕事ではないんです。辺境へ物資を届けることも立派なお仕事なんですよ」

　カウンターにドワーフのシェフが現れ、大きな咳せき払ばらいをした。マリールイズははっと振り返り、レイに言った。

「じゃあ、私はそろそろアルバイトに戻ります。レイさんは引き続き経費削さく減げんの件を」

「わかりました」

　レイは頷うなずき、資料を抱え、邪魔にならないよう裏手へと出た。酒さか樽だるの上に資料を置き、レイは木箱に腰掛け、しばらく目頭を押さえていた。

　大手ギルドよりも安い価格で輸送任務を引き受ける。現在の相場である八十万リィルから経費を切り詰め、森林地帯の異変が起こる以前の水準、一件五十万リィルに予算を抑えること。それならば困こん窮きゆうしている人々の力になれるはず。

　その計画が不可能だとわかるまで、さほど時間は掛からなかった。

　現在の見積もり額、およそ八十五万リィル。三十五万の予算超過だ。

　想定される魔獣。戦闘頻ひん度ど。装備品と消しよう耗もう品ひん。積荷の保険料。それらを考慮し、節約できるものは節約し、利益もほとんど削った。それでもその金額しか出せないのだ。

　現在、森林地帯の危険度が上昇している。〈アバドン〉の出現、そして、その影響で深しん奥おう部ぶから溢あふれ出してきた危険な魔獣。それらに対抗するためには十分な装備品・消耗品が必要になる。さらに、リスクが増大したために保険料は高こう騰とうし、以前の水準の五倍にまで達している。審査も厳しくなり、〈白き盾〉の低い信用では、相当の金額を支払わない限り、どの保険会社でも保険を引き受けてくれない状態になっていた。

　そもそも、以前の水準でも〈白き盾〉は利益を出せていないのだ。主な原因は三人のストライカーにあった。彼らは確かに凄すご腕うでだし、相場から見れば、能力の割りに報酬は格段に安い。しかし、装備品・消しよう耗もう品ひんのコストが掛かり過ぎ、費用対効果は非常に悪い。

　輸送任務に必要なものを想定すればするほど、〈白き盾〉に欠けているものを思い知らされる。安定した火力を廉れん価かに行使できるランサー、森林地帯の拠点となる場所、現地の状況を知るための情報網の構築……。

　仮にそれらを揃そろえられたとしても、大手ギルド以上に優良な見積もりが出せるはずはなかった。〈白き盾〉が少し経費を削った程度で利益が出るような依頼なら、大手ギルドが見逃すはずはない。彼らは、〈白き盾〉よりも規模が大きく、人材も物資も、より安いコストで調達することが出来る。そんな大手ギルド相手に、価格競争で勝てるはずはなかった。

　煮詰まると、レイは〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉から渡されたファイルを捲めくるようになっていた。

　最初は参考にするつもりで、何気なく手に取ったものだ。その資料は〈アバドン〉討とう伐ばつのためのものであり、もう〈白き盾〉には不要なものではあるが、森林地帯周辺の輸送任務をするのであれば有益な情報になると思っていた。しかし、資料を見ているうちに、レイは彼らとの力の差を思い知らされることになった。

　下準備の段階でも、それは子細にまとめられていた。

　森林地帯に出現する魔獣の種類や過去一ヶ月のルート別遭そう遇ぐう頻ひん度ど、さらに生存者から聞き取りを行い、〈アバドン〉の出現範囲を絞り込んでいた。それらを踏まえ、キャンプの候補地が挙あげられ、それぞれに中継都市からの距離・輸送コストがまとめられていた。

　討伐軍は六個のパーティで編成されており、すでに候補となるランサーがリストアップされていた。〈アバドン〉と対たい峙じする精鋭班、彼らの露つゆ払はらいを務つとめ〈アバドン〉の居所を探索するパーティが三つ、キャンプ地の設営・護衛を務める工作班、そして医療班。総勢五十名以上のランサーが名を連ねている。

　そして、最後のページにはそれらから導き出された予算案、そして損そん益えき分ぶん岐き点てんが整然と記されていた。

　彼らは商人だ。それも、旧大陸の商人たちに引けを取らないほど有能な。入札会場で感じた、その直感は間違っていなかった。

　レイは有能な商人を打ち倒すのがどれほど困難かを知っていた。

　彼らは用心深く、恐ろしく狡こう猾かつで、利があるとなればどこまでも踏み込む蛮勇を持ち合わせている。傭兵ランサーのプロフェッショナル。レイの相手はそんな人間たちだった。

「……おい、雑用係」

　気がつくと、裏口のあたりに、アメリアが立っていた。

「何か用？」

　レイがたずねると、アメリアはぼそりと言った。

「協力、してやってもいいぞ」

「……え？」

「石投げたり、まずいメシ食ったり、節約に協力してやってもいい、って言ってんだ」

　アメリアは目を伏せながら、もごもごと言った。

「別にお前のためじゃねーぞ。いつもいつも楽勝だとつまんねーからな。たまには、そういうこともしてみたくなるんだ」

　レイは思わず笑みを浮かべていた。それを見て、アメリアが目を吊つり上げた。

「何、笑ってんだ……！」

「ご、ごめん。そういうつもりじゃなかったんだ」

　彼女の申し出が、自分のことのように嬉うれしかった。

　アメリアはマリールイズのことを慕したっている。普段はポンコツ呼ばわりしているが、心のどこかでは大切に思っている。そうでなければ、代わりにウェイトレスの仕事をしたり、こんなことを言い出したりはしない。「マリー」と愛称で呼んだりもしないはずだ。

　だが、アメリアの申し出を受け入れたとしても、それくらいの節約では焼け石に水なのも確かだ。今の森林地帯はハウンドだけではなく、ワイバーンなどのもっと危険な魔獣も想定しなければならない。とても投石で何とかなる相手ではない。

「彼女のこと、慕っているんだな」

「……にゃんでそうなるんだよ」

　アメリアが上目遣いに睨にらんでくる。そのとき裏路地で物音がした。

　酒場の裏口、そこにマリールイズがいた。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす彼女の足元に、バケツが転がっている。

「アメリア……」

　マリールイズは赤みがかった瞳ひとみを潤うるませた。そして、

「アメリアぁ！」

　気まずそうに目を逸そらしたアメリアに、マリールイズは抱きついていた。

「ありがとうございます！　アメリアがこんなにギルドのことを考えてくれていたなんて！　私、とっても嬉うれしいです！」

「……ふん」

　マリールイズにごしごし頭を撫なでられながら、アメリアは頬ほおを赤らめて鼻を鳴らした。

「お前のためでもねーし。ギルドが潰つぶれたら、次探すのが面倒だろ」

「素直じゃないでござるな」

「全く。嘘うそは悪徳ですよ」

「にゃ!?」

　いつの間にか、路地にユージンとソフィがいた。ユージンが壁際で腕組みをし、ソフィは適当な木箱に腰掛け何やら書物を読んでいた。アメリアが顔を真っ赤に染めた。

「てめーら！　いつからいたんだよ！」

「アメリアがいつ運営殿に話しかけようか、そわそわ樽たるの陰で機会を窺うかがっていた頃からでござる」

「盗み聞きしてたのか！」

「たまたま耳に入っただけです。盗み聞きなど悪徳ですから」

　ソフィが何食わぬ顔で言った。だがその口元は笑っている。

　裏手に集まった〈白き盾〉のランサーたち。感極まったマリールイズは瞳ひとみを潤うるませながら、彼らに言った。

「みなさん……！　ありがとうございます！　みなさんの献身、みなさんの熱意、私、決して忘れません！」

「まあ、仕方ありませんね」

　ソフィが静かに言った。

「うむ、乗りかかった船でござるからな」

　ユージンが力強く頷うなずいた。

「わかったらしがみついてないでさっさと節約プランでも作れよ。無能運営ども」

　アメリアが悪態をつく。マリールイズは涙を拭ぬぐい、頷いた。

「わかりました！　レイさん、皆さんのご好意を無駄にしてはなりません。さっそく、経費を切り詰め、新しい企画を……」

「いえ、その必要はありません」

「「「「……え？」」」」

　マリールイズだけでなく、ランサーたちも一瞬、硬直した。

　資料に目をやりながら、レイは言った。

「前回程度の経費削さく減げんでは、輸送任務で利益を上げることなど不可能です。みなさんのお気持ちには感謝しますが、その必要はありません」

　アメリアは目を点にし、それから目を吊つり上げた。

「そこは『ありがとうございます、アメリアさん』だろーが！　何様のつもりだ、てめーは！」

　尻尾しつぽの毛を逆立てながら怒鳴るアメリア。ユージンは巌いわおのような顎あごをあんぐりと開け、ソフィは氷のような視線でレイを貫いている。

　マリールイズは笑顔を引きつらせながら、レイに言った。

「あ、あのー、レイさん？」

「何です？」

「ほら、せっかくみんなの心が一つにまとまったところなんですから、そこはレイさんもこの場のニーズというものに応こたえていただかないと……」

「あなたの仰おつしやるとおりでした。いっそ、予算をオーバーしてしまえばよかったんです」

「え……？」

　思わず聞き返すマリールイズ。

　そのとき、彼女はレイの異変に気付いた。レイは手にした資料を凝ぎよう視ししている。その手が、かすかに震えていた。そして、その目には並々ならぬ緊張が漲みなぎっていた。

「一件の輸送任務にこだわらず、もっと規模を大きくしてしまいましょう。最高のスタッフ、最高の装備品。最高の輸送部隊。それらを作り上げることができれば、利益を上げることが可能です！」

「？」

　興奮しながらまくしたてるレイを、マリールイズたちは怪け訝げんそうに眺めていた。





　　　　◆






　馬車は城じよう郭かく区へと入っていった。

　そこからはやはり別世界だった。旧大陸様式の建物も道の石いし畳だたみも、全すべて白が基調となっていた。ロックフォートの赤い砂の影響など感じさせない。全てが、人間たちの意思と美意識と計算の上に作り上げられた世界だった。

　マリールイズは客車の向かい側で、そわそわと窓の外を眺めていた。

「あの、わざわざ馬車を使うことはなかったんじゃありませんか」

「駄目です。これから商談に行くんですよ」

　レイは言った。

　今日のレイは背せ広びろ姿だった。士官学校アカデミーの儀礼服に似た、上質の服だ。買ったとしたら、レイの装備一式を十セットは整えて、さらにおつりが出る金額だ。

　もちろん、こんなものを買う余裕などない。ロックフォートの商業地区を探して、貸衣装屋を見つけてきたのだ。こういった商売が存在している以上、ロックフォートという街もまた、こういう格好が威力を発揮する世界に違いなかった。

「これは必要経費です」

「必要……、ですか？」

「向こうはこちらが本気かどうかを確かめてくるでしょう。些さ細さいな金額を惜しんで歩いて行ったら、それこそこちらの誠意を疑うだけです」

「そういうものでしょうか。でも、こういう立派な馬車は乗り慣れていなくて」

「あまりそわそわしないように。御者に感づかれます」

「御者さんがどうしたんです？」

　マリールイズが前方を見る。

「御者は同業者同士のネットワークが発達しています。我々が客車でおかしな話や行動をしていれば、噂うわさはあっという間に広がり、先方の耳に入るでしょう」

「まさか……。それ、本当ですか？」

「用心に越したことはありません」

　マリールイズはこくこくと頷うなずく。

「もう一度、確認しておきましょう。主な計画については俺から説明します。あなたに直接質問があった場合は打ち合わせの通りにお願いします」

「わかりました」

「もし、想定していない質問が来ても、決して動揺を見せないでください。曖あい昧まいな返事で時間を稼いでもらえれば、こちらでフォローします。そして、このクエストに対して『絶対に上う手まく行く』と自信を持って臨んでください」

「それなら大丈夫です。レイさんのこと、信頼してますから」

　マリールイズは微笑ほほえんだ。

　彼女はいつもと同じ服装だった。白はく銀ぎんの胸当てに軽装歩兵姿。眼帯を着けてもらうかどうか迷ったが、結局いつも通りにした。着飾った彼女ではなく、普段の姿の彼女が必要だからだ。彼女の力がレイの思う通りのものならば、この商談にも勝機があるはずだった。




　その部屋は、懐かしい雰ふん囲い気きがした。

　匂においのせいだろうか。煙草たばこと香水とが混じったような、甘い匂い。

　高価そうな調度品が並んでいる。中には旧大陸から来た物もあるだろう。眺めれば眺めるほど、レイは生家の光景を思い出し、吐はき気のような緊張が高まっていくのを感じた。

　隣の椅い子すに座っているマリールイズはここに来て、全く落ち着いていた。軽装歩兵姿など場違いでしかないのに、誰にも排除できないような雰囲気がある。心強かった。

「お待たせしました」

　屋敷の主人が現れた。

　小人族ホビツトの中年男性だ。エルナンデス商会、ロックフォートでも五本の指に入る商家の総支配人だった。レイはもとより、マリールイズよりも小柄だが、その威い厳げんはレイとは比べものにならなかった。

　レイが立ち上がる。マリールイズも慌あわてて立ち上がり、手を差し出した。

「本日はお時間を割いていただき、ありがとうございます」

　軽く手を握り、主人は座るように促した。

「先代のヴァイスシルトさんには生前、お世話になりましたから。それで、お話とは？　森林地帯への輸送業務の提案と伺うかがいましたが」

　主人は単刀直入に始めた。一見、それは素っ気ない態度だった。しかしこんな弱小ギルドに面会を申し込まれ、それを断らないのは、向こうにも興味がある証左だ。そのはずだ。

　レイは資料を取り出し、テーブルの上に置いた。

「エルナンデス商会は森林地帯での活動も盛んだと伺いました。現在、〈アバドン〉の被害が広がっていると聞き、お役に立てればと思い、参上した次第です」

「当商会から輸送任務を引き受けたい、ということでいいんですね」

「はい。同地域への輸送任務は、過去に四回を引き受け、全すべて成功させております。ですから……」

「いくらです？」

　単刀直入に主人がたずねてくる。レイはまっすぐ見返しながら答えた。

「数を任せて頂ければ、一件につき、およそ五十万でお引き受けします」

　主人はテーブルに置いたままの資料に、ちらりと目をやった。

「〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉も〈黄金騎士団〉も〈アズール神職会〉も、大手のギルドは全て、最低でもそこから三十万以上積まなければ引き受けられないと言っていました。どうして、その金額で可能なんです？」

　レイは身を乗り出した。

「まず、〈白き盾〉が提案させていただくのは他の商会との共同輸送です。森林地帯に関かかわる商会から輸送業務を受け付け、一本化することによってコストを切り詰めます」

「…………」

「次に、〈白き盾〉では輸送費用自体の見直しも行いました。こちらをご覧ください」

　レイから手を伸ばし、手つかずだった資料を開いた。

「これは〈アバドン〉出現以前と、それ以降の見積もりの比較です。ご覧になればわかりますが、輸送量の高こう騰とうの主な原因は二つ、人件費と保険料です。魔獣の出現率の上昇、魔獣の凶暴化によって腕利きのランサーが必要になり、さらに森林地帯のリスクが増大したことによって積荷の保険料が上昇しています。特に保険料は以前の五倍にまで跳ね上がっています。ですから、これを抑えることで、負ふ担たんは大幅に減ります」

「なるほど……」

　主人はパイプに火を点つけた。そこには、はっきりと失望が浮かんでいた。

「自慢ではありませんが、私の商会は森林地帯の輸送業務において、その半分に関わっています。その私から見れば、あなたがたの計画は穴だらけです」

　主人は資料に指を落とした。

「まず、森林地帯の輸送には、規模効果はさほど期待できないんです。ルートのほとんどが陸路、道も狭せまく、配送先も広範囲に広がっています。計算すればわかりますが、大規模な隊商でも小さなパーティでもさほどコストは変わらないんです。それでも当商会では独自にルートを算定して、経費を削ってきました。コストを下げる余地があるとはとても思えない」

　彼の口調は、次第に諭すようなものへとなっていった。

「それに保険料を削る？　無保険で輸送しようと言うんですか。あなたたちだって素人じゃないんだ。わかるでしょう。もし隊商が襲われ、積荷が失われることがあれば数十万の被害では済まない。何の信用も保証もないランサーに大事な荷を預けられるはずがない」

「無保険で行うわけではありません。こちらの保険に加入していただければ、掛け金は以前の水準に抑えることができます」

　そう言って、レイは一枚の紙片を取り出した。

　主人は手に取り、目を通す。そこには『白き盾保険ヴアイスシルト・インシユランス』と書いてあった。

「『白き盾保険』、今回私どもで独自に用意した保険です。これが全すべてを解決します」





　　　　◆






「時間か」

　スティングはカードを伏せ、ラウンジの柱時計を見た。交渉最終日の午後三時。終了時間が迫っていた。明日には政府の役人は行政府へと戻ることになっている。

　対面にいたリザードマンが口を開いた。

「賭かけるか？」

「入札が成立するかどうか？」

「いや、次の入札がいつになるか」

　スティングの表情がわずかに強こわばった。

「政府の仕事が遅いのはいつものことだからな。一度、行政府に持ち帰ったら報酬の増額を決定するのだって何週間もかかるだろう」

「今日で決まるに一万だ」

　スティングがテーブルに紙幣を放ほうった。

「金は大事にしろよ。聞いたぞ。博ばく打ちの負けが結構な額になってるそうじゃないか」

「端はした金がねだ」

「〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉だって食い詰めるほど困ってるわけじゃないし、行政府だって本気で解決するつもりはないだろうからな。困るのはお前くらいなもんだよ」

　バンケットルームの扉が開いた。政府の役人と〈黒銃士隊〉ギルドマスター、ミカエル・ヴィルトールが連れ立って現れた。スティングは目を凝らし、笑みを漏らした。二人の手に契約書を収めたらしい赤地のファイルがあったからだ。

「オレの勝ちだな」

　ふん、と鼻を鳴らしリザードマンは紙幣を渡す。それを手に、スティングはヴィルトールたちの後を追った。エントランスで政府の役人はヴィルトールと握手すると、馬車に乗り込んだ。スティングはヴィルトールに歩み寄った。

「契約おめでとう、旦だん那な。〈アバドン〉が相手なら一流の治ち癒ゆ士が必要なんじゃないか？」

　スティングが言うと、ヴィルトールは素っ気なく答えた。

「〈アバドン〉の件は〈白き盾〉が三千万で落札した。明日には公示が出ているだろう」

　スティングは一瞬、言葉を失った。

「何だと？　〈白き盾〉？　あんた、正気か？　あんな連中に扱えるクエストじゃないのはわかってるだろう。入札妨害じゃないのか！」

「不正はない。これ以上は守秘義務に反する。君に教えることはない」

　ヴィルトールの前に馬車が回されてきた。彼は付き人を従え、馬車に乗り込んだ。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの体で馬車を見送る。スティングがラウンジに戻ると、いつの間にか〈白き盾〉の二人が待ち受けていた。

　マリールイズ・ヴァイスシルト。そして、付き人の優男。

　スティングが睨にらみ付ける。優男が近づいてきて、スティングに言った。

「失礼。少し時間を頂けませんか」

「……何の用だ」

「あなたを雇やといたい。週あたり、百万リィル。三週で三百万リィルのクエストです」

　優男が言った。






　　　　六、討魔のロジスティクス






　スティングは酒をゆっくりと注ぎ、しばらく黙っていた。時間が必要だった。

　彼の部屋にはマリールイズ・ヴァイスシルト、その付き人。そして、どういうわけかパパドプロスまでがついてきていた。普段なら相手をするのも億おつ劫くうな相手だが、今となっては無下にはできない。ここ数ヶ月で一番の大仕事を受注したギルドなのだ。

　この件には是が非でも噛かみたい。スティングのように高給取りのランサーにとって、それに相応ふさわしい報酬のクエストはそうそうない。だからこそ、他の治ち癒ゆ士に出遅れないために、こんな馬鹿高い部屋代のホテルに居座っていたのだ。

　そして、目もく論ろみ通り、自分に治癒士としての声が掛かった。

　喜ばしいこととは言い切れない。〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉を始めとする大手ギルドから引き受けることと、弱小ギルドから引き受けるのでは雲うん泥でいの差がある。いくら金に困っていようと、泥舟に乗り込むわけにはいかないのだ。

　本当にやる気なのか。勝算はあるのか。どうして、オレを必要としているのか。

「報酬は五〇〇万だ。オレの治癒魔術がどうしても必要なんだろう」

　スティングは座るなり、そう言った。相手の反応を探るためだ。

　青年の眉まゆ根ねが寄った。そこにあったのは駆け引きに対する嫌悪感らしかった。

「腹の探り合いはやめませんか？　他のギルドだって、これほどは出しません。少なくとも、向こう三ヶ月の間なら、これだけ高額な報酬を払えるのは我々だけです。前金で一五〇万、後金で一五〇万。クエストが成功しようと失敗しようと必ずお支払いします」

「必ず、と言われてもな。その保証はあるのか。後になって、もう少し待ってくれなんて、いくらでもある話だからな」

　青年がファイルに閉じられた証書を差し出した。そこには行政府の印章が大きく描かれていた。

「行政府の公庫から二五〇〇万リィルの融資を受けました。あなたの報酬は約束できます」

　スティングは息を呑のんだ。行政府には、公益に適かなう事業に対して低金利で資金を貸し出す制度があった。細かい文面から額面を探し出す。ゼロの数を数え、スティングは青年の言葉が嘘うそではないことを確かめた。

「森林地帯に入り、〈アバドン〉と遭そう遇ぐうし、これを撃破します。そのために必要なランサーに声を掛けているところです。あなたには彼らのサポートをしていただきたいんです」

「……本気で倒せるつもりでいるのか？」

「〈白き盾〉には一流のストライカーがいます。そしてパパドプロス氏のギルド〈翠すい緑りよくの鱗うろこ〉の協力も得られました。戦力は十分です」

　スティングも聞いたことはあった。

『小しよう砲ほう虎こ』、アメリア・ショート。『屠と竜りゆう剣けん』、ユージン・ポポルスキー。『凍いてつく炎』、ソフィ・アーシェ。一流のストライカーたち。

　理屈としては可能だろう。大型の魔獣と対するときに必要なのは、継続的な火力ではなく、瞬間的な大火力だからだ。

　スティングは考えるふりをして、今度は、マリールイズの様子を窺うかがった。

『魔ま眼がんの騎士』と呼ばれた伝説の傭兵ランサー、カール・ヴァイスシルトの末まつ裔えい。彼女自身も将来を嘱しよく望もうされたランサーでありながら、強すぎた魔眼の力によって引退に追い込まれたことは、噂うわさに聞いていた。

　だがここにいるのは、あまりにも場違いで、何の変へん哲てつもない小娘だった。こんな娘が率いる零れい細さいギルドが、どうして大手ギルドを出し抜き、規模もリスクも段違いの仕事を引き受けることができたのか。

　考えられるのは、行政府内部に有力なパトロンが存在する可能性だ。

　公庫からの融資があった以上、あり得ない話ではない。この娘はヴァイスシルトの末裔だ。行政府高官に信奉者がいることは十分考えられる。公金を使う以上、自分の懐ふところは痛まない。おそらくは赤字覚悟で、〈アバドン〉の討とう伐ばつを優先させたのだろう。

　ちらり、リザードマンを見た。

「あんたはどんな条件で引き受けたんだ」

「オレの条件は守秘義務で話せないし、話すつもりもない」

　リザードマンは素っ気なく答える。

　この男の存在もその証左のように思えた。〈白き盾〉だけなら不安でしかないが、このリザードマンが乗るとなると話は別だ。こいつは二十年以上、ランサーであり続けた男だ。間違っても、負け戦をする奴やつではない。

「返事はいつまでに？」

「すぐにでも。クエストは七日後から、三週間を予定しています。遅くても明日中には御返事を頂きたいのです」

　スティングは驚く。

「急な話だな。どうしてそんなに慌あわてる必要がある」

「緊急事態だからです。〈アバドン〉を放置すれば、森林地帯の被害は拡大します。それを防ぐのはランサーギルドの使命です」

「綺き麗れい事ごとだな。で、本当のところは？」

「それ以外に理由はありません。もし、あなたが駄目だというのなら、他の治ち癒ゆ士にあたるしかありませんから」

　選択を迫られ、スティングはさらに考えた。

　心はすでに傾いていた。しかし、できることなら、こいつらの背後にいる人物が何者なのか確かめたかったのだが……。

「条件がある」

「どうぞ」

「オレが治癒を行うのは、安全が確保された状況でだけだ。魔獣の目の前に飛び出していって助けるような真ま似ねはしない。それでも構わないか」

「わかっています」

「それと、オレ個人の撤退に関する裁量が欲しい」

「どういうことです」

「常識の範囲内の話だ。最大限の支援はするが、パーティの前線が全滅し、回復不可能だと判断した時点でオレは逃げる。心中するつもりはないからな」

「……なるほど、いいでしょう」

　青年が頷うなずく。

　カードは全すべて、場に出ている。勝負か。降りるか。スティングは言った。

「引き受けよう」

「では、契約の確認を。契約書は、ギルド会議所とユニオンが定めた書式に準拠します。出された条件は今、ここで書き加えます。よろしいですね」

　青年は一対の契約書のファイルを取り出した。普通、ランサーの契約は口約束が多いが、高額の契約の場合、こういった書面を用意する。

「一つ、ランサーギルド〈白き盾〉とランサー『スティング』は、聖暦九五二年、〈アバドン〉討とう伐ばつに関して、以下の通りの契約に合意する。一つ、〈白き盾〉は、契約期間中、〈アバドン〉討伐に関するスティングの技術と労働の提供に対し、報酬を支払うことに合意する。一つ……」

　青年は項目を読み上げていった。

　契約期間。クエストに参加する日数。現地までの移動手段。装備品・消しよう耗もう品ひんの費用負ふ担たん。滞在費用のギルド負担、しかし嗜し好こう品ひんなどはその限りではない。その他。青年の口調は退屈で、教会の礼拝を思い出させた。

「一つ、緊急時の救命義務について。緊急時にある場合、ランサーは救命義務を負う。これに違反した場合……」

「いい加減にしろ」

　スティングは言った。

「こっちはお前たちよりも経験を積んでるんだ。余計なことは省はぶけ」

「……では、サインを」

　契約書を奪い、目を通した。……特に問題は見当たらない。書き加えられた部分以外は通常の書式だった。

　スティングは二通の契約書にサインを走らせた。
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　契約の翌週。スティングは〈白き盾〉の設営したキャンプに到着した。

　馬車から降り、辺りを見渡す。夕ゆう闇やみの中、すぐそこまで森が迫っていた。

　悪名高き、森林地帯だ。黒い森とも、迷いの森とも呼ばれているが、そんな言葉では表現しきれない。森に慣れ親しんだエルフの自分でも、この場所には恐れを抱いた。

　旧大陸の森とは違う。エルフが共存してきた森とは違い、この森にはか弱い生命力を拒絶するようなどす黒い原始の力が満ちている。

　キャンプ地は一見、丘きゆう陵りように作られた小さな村にも見えるが、そうではない。ここには生活というものが抜け落ちていた。

　ここは森林地帯へ、物資と人を送り込むための基地だ。

　角材で作られた柵さくと櫓やぐら、その入り口では、パパドプロスのギルドの者と思われる屈強なリザードマンたちが警戒にあたっていた。身を改められ、中に入る。敷地には複数の簡易倉庫が建てられている。馬うま屋やでは十数頭の馬が繋つながれ、嘶いなないていた。

　おそらく、ここだけでも五〇〇万は掛かっているはずだ。

　こういった場面に何度か遭そう遇ぐうしているスティングは、そう見積もった。フリーランスにとっては、こういったものの相場を知ることも欠かせないことだった。

　この規模なら悪くない。

〈白き盾〉が基礎的な仕事をきちんとしていることに、スティングは安あん堵どを覚える。

　街道に近い場所には物資輸送のための第一のキャンプを置き、森林地帯の深しん奥おう部ぶ直前には前線基地となる第二のキャンプ地を置く。自分の拠点になるのはその第二のキャンプ地の方だ。

「スティング、よく来てくれました」

〈白き盾〉の青年が天てん幕まくから現れた。

「休む前に、明日の行程を説明したいのですが構いませんか」

「ああ」

「では、こちらへ」

　青年に促され、一つの天幕へと移った。

　テーブルの上には地図が広げてあった。森林地帯の地図に、いくつか赤い点があり、それを結ぶ赤い線が引かれている。出発地点はこのキャンプ、街道に沿って進み、森林地帯の入り口へ、終点は森林地帯の外縁部。青年は地図に指を落とした。

「明日の行程ですが、夜明けとともに出立、一つの村を経由し、ここまで向かいます」

　スティングは地図を凝ぎよう視しした。最初の点が第一キャンプ、終点が第二キャンプなのだろう。

「では、〈アバドン〉を倒すための細かい手順を確認しておきたいのですが」

「後にしてくれ。今日は移動で疲れてるんだ」

「ですが」

「連携を確認するのなら、明日、ランサーたちとする」

「……わかりました。では、宿舎にご案内します」

　天幕を出る。

　馬うま屋やの近くを通りかかると、二台の馬車が用意されていた。荷台には、食料品や資材など、物資が山積みになっている。〈白き盾〉が用意した物資らしい。

　ここにきて、スティングは不安に襲われた。なぜ、キャンプで使う物資が、今頃ここにあるのだろうか。〈アバドン〉討とう伐ばつのための精鋭班が送り込まれる頃には、すでにキャンプの設営は完了していなければならないはずだ。素人が。やはり、経験の浅いギルドでは段取りが拙つたない。これではまるで、輸送クエストではないか。

「よう、来たか」

　馬に跨またがったパパドプロスが通りかかった。〈白き盾〉の青年が声を掛ける。

「どちらへ？」

「酒が切れた。ちょっと街へ行って来る」

「一人歩きは危険ですよ」

「若造、俺を誰だと思ってるんだ」

　軽口を叩たたくパパドプロスに、スティングは言った。

「ずいぶん気楽だな」

「まあ、俺の出番はまだ先だからな。そっちこそ、せいぜい気をつけて行ってこいよ」

　スティングは違和感を覚えた。

　出番はまだ先？　そっちこそ？

「どういうことだ？　出立は明日だろう。一緒に移動するんじゃないのか？」

「今回は留守番だ。うちのギルドの連中にも経験を積ませないとならないからな」

「何？」

　スティングが怪け訝げんそうな表情を浮かべていると、パパドプロスが笑った。

「何だ、まだ聞いていなかったのか？」

　何かがおかしい。フリーランス特有の、主に依頼主に対して発揮される危機察知能力がうずく。

　嫌な予感がし、スティングは〈白き盾〉の青年を見た。

「どういうことだ？　どうして第二キャンプに別便で行かなきゃならないんだ」

「キャンプはここだけです。他にはありません」

　青年が素っ気無く言う。スティングは地図で見た、赤い線を思い出した。

「じゃあ、あの地図は何だったんだ？　あれがキャンプじゃないのか？」

「言ったでしょう。あれは目的地です」

　青年は、じっとこちらを見み据すえていた。何か、重大なことを隠している目。

　スティングは凶相を浮かべた。

「……全部話せ、場合によっては帰らせてもらう」

　スティングの憎ぞう悪おの視線を、青年は受け流した。

「三週間で二十件の輸送クエストを受注しました。あなたにもそれに同行してもらいます」

「ふざけるな！　どうして俺がそんなことを……」

「今さら引き返すわけにはいきませんよ。俺たちとあなたが契約していることはロックフォート中のギルド関係者が知っています。『命綱』と呼ばれたあなたがクエストを放棄したと知られたら、これからの商売に差さし支つかえるんじゃありませんか」

　青年は静かに、確信に満ちた口調で言った。

　スティングは拳こぶしを握りしめた。

　嵌はめられた。だが、何のために？　あの契約書は本物だし、すでに一五〇万の前金を受け取っている。この俺を輸送任務に参加させるためにあれだけの金を払ったのか？

「オレは〈アバドン〉討とう伐ばつに雇やとわれたんじゃないのか？」

「その通りです」

「だったら、これは何なんだ。どうして、輸送クエストの真ま似ね事ごとをする必要がある？」

「〈アバドン〉に遭そう遇ぐうするためにはこれが必要だからです」

　軍隊風の直立姿勢を取り、青年は言った。

「我々は輸送任務の『ついで』に〈アバドン〉を倒します。……詳しく説明しましょうか」
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　ロックフォートの商業地区。

　その中心に、正方形の大広場がある。中央にはランサーの群像を描いた大理石の像。最新の街灯が整然と並び、ガスの灯あかりが石いし畳だたみを照らしていた。商業地区の一等地であるその周囲には、まだ新しい高層建築が立ち並んでおり、行き交う人々を見下ろしていた。

　その建物の一つが、ランサーギルド〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の本拠地だった。広場に面する壁には交差する歩兵銃を象かたどった紋章が嵌はめ込まれており、その威勢を示していた。

　入札の翌日、マリールイズはレイに連れられ、〈黒銃士隊〉を訪れていた。

　そこに立ち入ったのは、これが初めてだ。背せ広びろを着た男性に案内され、階段を上がる途中、部屋の光景が目に入った。意外なことにランサーらしい人はいない。武器らしい武器もない。背広や婦人服の男女が、紙の束の積まれた机で何やら忙しそうに働いていた。

　マリールイズたちが通されたのは最上階の一室だった。

　そこだけ、何かの儀式を執り行うかのような雰ふん囲い気きだった。

　暗い室内。本棚に囲まれた中に机があり、そこに〈黒銃士隊〉ギルドマスター、ミカエル・ヴィルトールがいた。

　彼は、他のギルドマスターたちとは違い、術士風の衣装を身に纏まとっていた。撫なでつけた黒髪、どこか謎なぞめいた、隠者を思わせる風ふう貌ぼう。

　雰囲気同様、経歴も謎めいた人物だった。彼について知られていることはさほど多くはない。正確な年齢すらわからない。だが、彼が数年前、当時中堅ギルドであった〈黒銃士隊〉のマスターに就任して以来さまざまな施策を打ち出し、〈黒銃士隊〉をロックフォート最大手のギルドに押し上げたのは間違いのない事実だった。

　マリールイズは机の前の椅い子すに座り、北風を浴びているような緊張を感じていた。ヴィルトールからは、魔獣と対たい峙じするときとも、『輜し重ちよう車しやの悪魔』と化したレイとも違う、独特の怖さを感じた。

　それでも、マリールイズはじっと動かずにいた。レイからは自信たっぷりの様子でいること、そわそわと動かないこと、そう注意されていた。

　隣には、レイが座っていた。いつもとは違う、背広姿だった。同年代のはずなのに、レイは、ずっと大人っぽく、落ち着いていて、いつもより頼もしく見えた。

　マリールイズはじっと座ったまま、レイが『計画』を説明するのを見守っていた。

「直接費用と間接費用、要は予算配分の問題なのです」

　椅子から身を乗り出すようにして、レイは話を続けた。

「〈アバドン〉は強敵です。倒すためには一流のランサーを集める必要があります。ミリオンズと呼ばれる週給一〇〇万リィル以上の一流ランサー、彼ら六名でパーティを組むことを考えると、費用は週あたり六〇〇万超、三週で約二〇〇〇万リィルに達します。大金です。ですが、二〇〇〇万なら行政府の予算内に収まる範囲です」

　レイは〈黒銃士隊〉の資料を開いた。

「〈黒銃士隊〉の予算案を拝見しました。これによれば三週間で五六〇〇万リィルの費用を見込んでいます。この資料でも、〈アバドン〉と戦闘を行うパーティの費用は二〇〇〇万程度。つまり、〈アバドン〉との戦闘とは直接関係のない費用、間接費用を削ることができれば、一流のランサーを確保しながら行政府の予算に収めることが可能です」

　ヴィルトールが口を開いた。

「間接費用を削ると言うが、それらはキャンプの設置費用や情報網の構築、精鋭班のバックアップのための費用だ。一流のランサーを揃そろえたとしても、それらがなければ精鋭班を〈アバドン〉のところへ送り込むことはできない」

「確かにその通りです。ですが、探索のための費用はどうでしょう？　資料によれば間接費用のかなりの割合を探索のための費用が占めています。編成では六つのパーティが組まれていますが、そのうち三班は、森林地帯から〈アバドン〉を捕ほ捉そくする役割を担になっています」

「森林地帯は広大だ。探索に十分な予算を組まなければ、短期間の内に〈アバドン〉を探し出すことはできない。そして、期間が長引けば長引くほど人件費は膨ふくらみ、結果コストは増大していく。それはわかっているのか？」

「探すのではなく、あちらから来させればいい」

　その言葉にも、ヴィルトールは表情を変えなかった。

「実際に襲われた輸送部隊がある以上、森林地帯に立ち入ることは〈アバドン〉と遭そう遇ぐうするリスクを伴います。我々にとってそのリスクこそが好機なのです」

　レイはヴィルトールから感情を引きだそうとするように話を続けた。

「私たちの計画はこうです。森林地帯で事業を行っている商家から依頼をまとめて受注します。森林地帯で動き回るのは我々のみ、その状態で輸送業務をしながら〈アバドン〉を待ち受けるのです。我々は釣り針であり、〈アバドン〉は魚です。森林地帯は海であり、パーティは船です。そうやって向こうが襲える相手を限定することができれば、探索費用を抑えることができ、さらには輸送任務から利益を上げることも可能になります」

〈アバドン〉を『釣る』。

　マリールイズのために、レイはそう説明してくれた。

　危険な森林地帯を歩き回って物資を安全に運ぶには十分な火力が必要になる。しかし、さらにランサーを雇やとうことは荷主にとって負ふ担たんとなる。

〈アバドン〉を探し出すためには森林地帯を歩き回らなければならない。それは〈アバドン〉の討とう伐ばつには直接使われない費用だ。

　では、二つのクエストを同時に行ったのなら。

　輸送任務では火力を補おぎなうことができる。

〈アバドン〉討伐では森林地帯の探索費用を省はぶくことができる。

　輸送のための護衛費を〈アバドン〉討伐の報酬で賄まかなうとも、〈アバドン〉探索の費用を輸送任務の報酬で賄うとも言える。二つのクエストはお互いにお互いを補完することができる。二つのクエストは表裏一体なのだ。

〈白き盾〉のストライカー三人なら、この表裏一体のクエストを成立させられる。

「いかがでしょうか？　計画は不可能ではないはずです」

　レイがたずねると、ヴィルトールは素っ気なく言った。

「成否を判断するのは私ではない。そちらがやるというのであれば、行政府の担当者との面談を手配しよう」

「その前に、〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉にお願いがあるのですが」

「何か？」

「計画には多額の資金が必要になります。ですが、〈白き盾〉にはそれだけの額を用意することができません。ですから、〈黒銃士隊〉に資金調達をお願いしたいのです」

「どうして、我々が？」

「それがあなたの望みでもあるからです」

　はじめて、ヴィルトールの表情がわずかに動いたように、マリールイズには見えた。

「我々に資料を渡したのはどうしてです？」

「…………」

「あなたには〈アバドン〉問題を早期に解決する必要があった。その理由は想像するしかありません。人々の批判を避さけたいのかもしれない。あるいは森林地帯の被害に心を痛めているのかもしれない」

　ヴィルトールはこたえない。レイはさらに畳みかけた。

「リスクを冒せば予算内に収められることくらい、あなたなら気付いていたはずだ。失敗するリスクを支払えば間接費用を削ることができる。だが、〈黒銃士隊〉をそんな危険にさらすわけにはいかない。〈白き盾〉のような零れい細さいギルドと違って、もし破は綻たんすればその影響は大きすぎる」

「…………」

「〈白き盾〉ならそのリスクを支払うかもしれない、あなたはそう踏んだはずだ。失敗したとしても、行政府が報酬額を上げるまでの時間稼ぎにはなるし、ギルド会議所が事態を放置したという批判は避けられる。それくらいの理由がなければ、多くの費用と時間をかけて作成した資料を渡すメリットはない」

　レイとヴィルトールの視線が交錯する。怖かった。ヴィルトールはもちろん怖いが、レイもとっくに『輜し重ちよう車しやの悪魔』に変身している。マリールイズはぎゅっと手を握った。

　しばらく沈黙のあと、ヴィルトールは手元に視線を外した。

「行政府にギルドに対する融資制度がある。公共性が高い事業に低金利で資金を貸し出す制度だ。そちらが望むのなら、関係者に働きかけ、審査のための時間を設けよう」

　緊張が和やわらぎ、レイは微笑を浮かべた。

「ありがとうございます」

「あ、ありがとうございます、ヴィルトールさん！」

　レイに促され、マリールイズが礼を述べる。ヴィルトールは少し笑った、ように見えた。

「〈黒銃士隊〉ができるのは融資の申請と、審査の場を設けることまでだ。審査に参加するギルドマスターや行政府の担当者を納得させるのはそちらの仕事だ」

　ヴィルトールは言った。

「計画の要かなめ、輸送任務だが、〈アバドン〉討とう伐ばつと並行するのであれば少なくとも二十件は請け負わなければならないはずだ。交渉入札の期限は明後日あさつての午後三時。それまでにそれだけの数の依頼を集められるのか？」

「ご心配ありがとうございます」

　レイは言った。

「もちろん、勝算はあります。それに関連して、明日、保険引受人アンダーテイカーに面会する予定です」
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「それで、用件というのは？」

　ギルバート卿きようは言った。上品な、白髪の男性で、ロックフォートでは有名な人だ。

　彼はエルフであり、貴族であり、資産家であり、ロックフォート一の保険引受人だった。城じよう郭かく区の他の建物同様、彼の屋敷もやっぱり豪華で、マリールイズはやっぱり落ち着かなかった。

　レイがすかさず口を開いた。

「まずはお見舞い申し上げます。今回は、大変な損害だったと伺うかがいました」

「こんなのは事業の一側面に過ぎない」

　卿はパイプに火を点つけた。マリールイズは煙を吸って小さく咳せき込こみ、慌あわてて口を押さえた。

「それで話は？　森林地帯について何かお話があると聞いたから通したのだ」

「保険を引き受けて頂きたいのです」

「代理店に聞かなかったのか？　現在、新規の保険は引き受けてはいないのだ」

　ギルバート卿は再び煙を吐はいた。マリールイズはもういっそ息を止めてしまおうと思った。五分くらいなら大丈夫だし、自分が喋しやべることはほとんどないからだ。

「特に森林地帯ではな。知っての通り、〈アバドン〉が現れて以来、事態は悪化する一方だ。新規の、しかも一見の客相手ではこちらのリスクが大きすぎる」

「私たちの保険ではありません。あなたの常客の保険を引き受けてほしいのです」

「それはすでにやっているし、お前に言われるまでもない」

「現在、保険料の高こう騰とうによって森林地帯の輸送コストまでもが跳ね上がっています。それにより輸送自体を諦あきらめる業者も現れ、森林地帯では重大な物資不足に陥おちいっているのです」

「私に説教する気か。だが、どうしろというのだ。リスクが増えた以上、掛金を増やさざるを得ない。保険は商品だ。私の商品が不満なら、よそに行ってもらうしかない」

「輸送自体が無くなれば掛金の収入は入ってきません。それに顧客との取引も失いかねない。あなたもお困りのはずです」

「余計なお世話だ」

「ですから、以前と同じ利率の掛金で、彼らの保険を引き受けて頂きたいのです」

　ギルバート卿きようは目を見開き、レイをにらみつけた。

「誰の差し金だ？」

「誰でもありません」

「だとしたら、お前らは大馬鹿者だ！　以前と同じ掛金だと？　あそこがどんな状況かわかっているのか！」

　大声に、マリールイズは肩を震わせそうになった。どうしよう、怒らせてしまった。私が取りなすべきだろうか。でも、レイからはなるべく動かないように言われている。

　レイは落ち着いていた。

「いいえ。私には、あなたほどの森の知識も情報網もありません」

「帰れ。ヴァイスシルトの一族だから会ってやったが、もう話はない」

「お待ちください。まだ、途中です」

　杖つえを手に、ギルバート卿が腰を上げる。それを追って、レイも立ち上がった。

「〈白き盾〉と共同で保険を引き受けて頂きたいのです。もし、保険支払いが発生した場合、それは全額〈白き盾〉がお支払いします。もちろん、掛金はそのまま受け取って頂いて構いません」

　ギルバート卿は足を止めた。

「何？　自分が何を言っているのか、わかっているのか？　儲もうけは私が引き受け、保険金の支払いはお前たちが引き受ける。それを共同とは言わないぞ」

「その代わり、情報を提供して頂きたいのです。森林地帯の情報、〈アバドン〉が出現したときの森林地帯の情報です」

「……ほう？」

「掛金の設定には、情報収集が欠かせないはずです。輸送部隊のルート、魔獣の出現率、〈アバドン〉が出現した場所。あなたの情報網ならそれがわかるはずです」

　マリールイズには、レイの言っている意味がわからなかった。この都市に来たばかりのレイが、どうしてそんなことを知っているのかもわからない。

　でも、ギルバート卿にはわかったようだった。

「……なるほど。要は掛金の代わりに、情報を買いたいというわけか」

　ギルバート卿は何か考えるように、杖の石突きを床に打ちつけた。

「悪くない。だが、うますぎる話だな。そちらはそれで、本当に利益が出るのかね？」

「矛盾するかもしれませんが、我々は保険金を支払うつもりはありません。そうならないように手を打った上で、依頼を受けるつもりですから」
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「なるほど……。万が一の場合、あなたたちが保険金を支払う、とおっしゃるのですね」

　ヴァイスシルト・インシュランス。その資料を前に、エルナンデス支配人は言った。

　マリールイズは例によって、高級そうな椅い子すに所在なげに座って、レイと支配人のやりとりを聞いていた。

「私たちはいつも通りの報酬、いつも通りの保険料を支払うだけで、あの危険地帯に積荷を送り込むことができる、そういうことですね」

「いかがでしょうか？　我々に積荷を任せていただけませんか」

　レイがたずねると、支配人は難色を示した。

「確かに、私たちは困っています。特に森林地帯で事業をしている商家は。本当にこの条件であれば、非常に助かる。……ですが、〈白き盾〉に本当に保険金の支払いが可能なのですか？」

　支配人が当然の疑問をぶつけてきた。レイは言った。

「ご心配なく、我々は保険金の支払いをするつもりはありませんから」

「な……」

　絶句する支配人が次に口を開く前に、レイは言った。

「失礼、語弊がありました。もちろん、積荷に損害が及べば補償金をお支払いしますし、そのための原資も公庫の融資から用意します。『支払うつもりがない』というのは、リスクを下げるために可能な限りの手を打ち、積荷を必ずお守りするという意味です」

「それはそのおつもりでしょう。しかし、口だけなら何とでも……」

「護衛する部隊が、〈アバドン〉討とう伐ばつすら可能なパーティでも、ご不満がありますか」

「……何ですって？」

　支配人が驚きの声を上げる。レイは資料を捲めくった。

「〈翠すい緑りよくの鱗うろこ〉パパドプロス率いる彼のギルドのランサーたち、『命綱』スティング、そして、〈白き盾〉のストライカーが三名。森林地帯の魔獣は相手にならず、〈アバドン〉の火力すら凌りよう駕がするメンバーです」

　予定しているランサーのリストを支配人は食い入るように見つめた。

「確かに、軍隊のようなパーティが護衛してくれるのなら安心でしょうが……」

　動揺する支配人に、レイは、マリールイズが見たこともないような微笑を浮かべた。

「積荷を失うこと、顧客の信頼を失うこと、補償金の支払いが必要になること、そのような事態は万が一にもないと自負しております。我々〈白き盾〉は、最高のランサー、最良のパーティ、そして史上最高の輸送部隊であなたの積荷をお守りします」

『輜し重ちよう車しやの悪魔』と化したレイは、堂々と言ってのけた。
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　公庫融資の最終審査は、ホテル・ロックフォートのバンケットルームで行われていた。

　壁際に並べられた椅子には政府の責任者、市の担当者、そして大手ギルドの主あるじたちが座っていた。〈黄金騎士団〉、〈赤せき鎧がい兵団〉、〈アズール神職会〉、そして〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉。

　そうそうたるメンバーの顔が、今、戸と惑まどいに満ちていた。

「保険引受人アンダーテイカーのデータから、〈アバドン〉遭そう遇ぐうの確率を割り出しました。六件の襲撃が起こった期間、森林地帯には延べ五十近いパーティが入っていたことがわかっています。一往復あたりの〈アバドン〉襲撃の確率は十二パーセント。今回、〈白き盾〉の計画では輸送任務に伴い、三十回の深しん奥おう部ぶ横断を予定しております。この場合、期間中に〈アバドン〉に遭遇する確率は八十五パーセントになります。〈アバドン〉討とう伐ばつの成功報酬が三〇〇〇万、期待値は二五五〇万。これに輸送任務二十件の報酬総額一〇〇〇万を足せば、三五五〇万リィルの予算があることになります。

　予定している人件費の総額は約一二〇〇万リィル。装備品・消しよう耗もう品ひんに約九〇〇万リィル。キャンプ地の設営に約四〇〇万。馬車などの調達費、その他含め八〇〇万。総額三三〇〇万の費用を計上しています。一件あたりに換算すると約一六五万リィルになります。これは〈アバドン〉が現れる以前の水準から考えれば三倍以上の経費になりますが、もちろん、護衛にあたっている戦力は比べものになりません。

　そして、補償金の支払い責任を負っているのは〈白き盾〉ではありますが、護衛にあたっているパーティは〈アバドン〉討伐のためのパーティです。戦闘に関する懸け念ねんはなく、補償金のリスクは無視できるものと考えています。

　以上から、この輸送任務一件あたり、約十二万リィルの利益が見込めると判断しました。十分、勝負できる数字です」

　レイは言葉を切り、室内を見回した。

〈白き盾〉の揃そろえた資料。商家たちに依頼されたクエスト計画書の束、保険引受人から提供された調査表の束。それらを目の前にして、ギルドマスターたちは困惑し、お互いに顔を見合わせていた。

　レイは油断無く、彼らの表情を探っていた。

　ここまでは上う手まくいった。有力な商人、保険引受人の協力を事前に得て、膨ぼう大だいな情報と詳細な数字で論理を築き上げ、眼前の相手を威圧する。それには成功した。

　だが、これで終わりではないはずだ。少なくとも自分だったら、弱小ギルドにこんな大きな案件を任せたりはしない。

「しかし、相手は〈アバドン〉だぞ。〈白き盾〉の戦力で倒せるわけがない」

　当然の疑問がギルドマスターの一人から出る。その声にはわずかに迷いの色があった。

　ここからだ。最後まで押し通す。

　レイは表情は穏やかに保ったまま、腹に力を込めた。

「お言葉ですが、このようなケースではギルドの規模は問題にはなりません。強力な魔獣と戦うためには、パーティを構成する頭数よりも、パーティを構成する人間の熟練度が重要になってきます。並のランサーを百人集めようと魔獣に蹂じゆう躙りんされるだけ。〈アバドン〉を倒すには、一騎当千のランサーで構成されたパーティが必要なのです」

　隣に座っていたマリールイズに目配せする。マリールイズは膝ひざの上に開いてあった資料を差し出してきた。

「〈白き盾〉ではかねてより、ギルドマスターの少数精鋭の方針の下、高い戦闘能力の持ち主と契約を結んできました。彼らはかつて大手ギルドにおいてもその能力を発揮し、ここにおられる皆様の中には、その実力をよくご存ぞん知じの方もおられるはずです」

　そこで、〈赤せき鎧がい兵団〉ルート・ヴァン・ゲルダーを見た。

「『屠と竜りゆう剣けん』ユージン・ポポルスキー」

　ついで、〈アズール神職会〉フランチェスコ・フロレンツィを見た。

「『凍いてつく炎』ソフィ・アーシェ」

　ギルドマスターたちの表情が動くのを確認し、レイは視線を資料に戻すと、さらにランサーの名前を挙あげた。

「そして、『小しよう砲ほう虎こ』アメリア・ショート。さらに〈翠すい緑りよくの鱗うろこ〉パパドプロスとそのスタッフの参加が決定しております。現在交渉中ではありますが、ここに『命綱』スティング氏の名前も加わる予定です。大手ギルドと遜そん色しよくのない、最高のパーティであると自負しております」

　レイの口調は自信に満ちている。ギルドマスターの一人がかろうじて言った。

「結局は机上の空論じゃないか。これほどの案件を実績のないギルドに任せるには……」

「〈アバドン〉討とう伐ばつは数十年に一度のクエストです。大手ギルドが引き受けたとしても、不確定要素が出てくるのは変わりません。その中で、我々は保険引受人アンダーテイカーなどの協力を得て、正確な情報を元に、実行可能な計画を提示しました。是非、我々にお任せください」

　レイは言って、ギルドマスターたちを見み据すえた。

　誰もためらったように動こうとしない。

　行政府の責任者は様子を窺うかがっている。おそらく、本当に可能かどうか、本職であるギルドマスターたちに判断を委ゆだねているのだろう。

　レイはヴィルトールの気配を窺った。彼は先ほどから資料に目を落としたまま、発言しようともしない。

　あとは彼次第だ。他のギルドマスターたちをいかに賛成に誘導できるか。

「私から質問が」

　ヴィルトールが口を開いた。

「一番重要な問題です。もし失敗した場合、どう責任を取るつもりなのですか？」

　心の中に冷ひや水みずを注ぎ込まれたような気がした。

　何な故ぜだ。何故、この期に及んで邪魔をするんだ。

　失敗のリスクこそ、この計画の最大の問題点なのは彼にもわかっているはずだ。

　計算上は利益は出る。だが、短い期間で結果を出さなければならない以上、この『偶然』に頼る方法は『賭かけ』に他ならない。その問題点をどうして掘り返すのだ。

　レイは息を呑のんだ。迷いの中にいたギルドマスターたちの視線が、力を取り戻し、レイに突き刺さるのを感じた。レイはかろうじて言った。

「失敗のリスクはありますが……」

「〈白き盾〉の責任者からうかがいたい」

　静かに、強く、レイの声が遮さえぎられた。マリールイズに向け、ヴィルトールは言った。

「よく考えてください。もし、失敗すればあなたは多額の負債を抱えることになる。それでも融資を受けたいのですか？」

　隣にいたマリールイズが、はっとしたように顔を上げ、頷うなずいた。

「もちろんです。もし失敗した場合でも、お金は必ずお返しします」

「単純な損失だけでも二五〇〇万リィルです。違約金を含めればそれ以上になる。あなたの残りの生しよう涯がいをかけても返済できないかもしれない」

「あ、あの、〈白き盾〉にはギルドの経営権や先代が残してくれた装備品がまだ残っています。ですから、それを換金して、足りなかった分は何年掛かってでも働いて……」

「何な故ぜです？　何故、そこまでするのです？　そこまでしてクエストを行う意味があなたにあるのですか？」

　ヴィルトールの言葉に、レイははっとなった。

　このクエストを計画してから、何度、同じような質問をされただろう。

　それは誰もがする質問だった。ギルバート卿きようも、エルナンデス支配人も、自分たちが会った人々は誰もがそうたずねてきた。何のためにそんなことをするのか。そんな危険な橋を渡って、あなたに何の利益があるのか。

　そして、レイは思い出していた。その言葉は、あの夜、レイがマリールイズに投げかけた言葉でもあったことを。

　何のために、あなたはギルドを運営しているのか。

　その瞬間、レイは、自分が彼女と出会うずっと前から、ずっと同じ質問をされ続けてきたのだと気付いた。アメリアも、ユージンも、ソフィも、きっと尋たずねたはずだ。他の人も、雑貨店の老婦人、ハインツ商会の主人も同じような質問をしたはずだ。彼女と出会った人々は、皆、そう尋ねたはずだ。

　何のために。

　そしてきっと、マリールイズは同じ答えを返してきたはずだ。いくつもの言葉で、何通りもの言い方で、彼女の中にある変わらない気持ちを表現してきたはずだ。

　今回も同じだった。彼女はまっすぐヴィルトールの目を見つめて、答えた。何のためらいもなく。何の憂いもなく。何の気負いもなく。何一つの偽りもなく。何度でも、同じように。

「この大地に生きる人々の幸福、それを守るのがギルドの使命だからです」

　綺き麗れい事ごとだった。

　この言葉だけなら、誰だって口にできる。口にするだけなら懐ふところも痛まないし、何かを犠ぎ牲せいにすることもない。だから、口にしたところで誰からも相手にされない、そんな言葉だ。

　だが、その瞬間を、レイは確かに見た。ギルドマスターたちが沈黙する。マリールイズの目を直視することができず、恥じ入るように手元に目を落とした。

　他の誰が言っても駄目だっただろう。俺でも駄目だ。ここにいるギルドマスターだって駄目だ。利益や理屈で動いてきた人間には無理だったはずだ。

　マリールイズだから。

　ギルドのためにただひたすら邁まい進しんしてきた彼女だからこそ、はじめてその言葉が力を持つのだ。人々の平和を自らの使命と考えた少女、その純粋さ、狂気が、人を動かし、絵空事でしかなかった計画に命を吹き込んだのだ。

　沈黙を破ったのは〈黄金騎士団〉ジョージ・キャッシュマンだった。

「……融資に賛成しよう」

　行政府の役人たちに向けて言った。ついで、ギルドマスターたちは諦あきらめたかのように、次々と無言で頷うなずいた。ヴィルトールが一瞬こちらを向き、微笑ほほえんだように見えた。
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　顛てん末まつを聞き、呆ぼう然ぜんとして返す言葉すら出てこないスティングに、さらにレイは告げた。

「三週間の間、森林地帯深しん奥おうルートの輸送は〈白き盾〉が独占しました。その間、深奥部をうろつくのは俺たちだけです。襲われるとすれば、俺たちのはずです」

　ようやく、スティングにもレイの意図がわかった。

「あなたを誘った理由は二つ。一つは〈アバドン〉を倒すためには一流の治ち癒ゆ士が必要だったから。もう一つは商家から依頼を一括で引き受け、公庫から融資を引き出すのには、あなたのような大物の名前が必要だったからです」

「ふざけるな！」

　スティングは叫んでいた。

「こんな計画が上う手まくいくわけがないだろう！　いくら数字でごまかしたところでこれは博ばく打ちだ。しかも、これは狩りじゃない。こちらが有利な場におびき寄せるでもなく、罠わなに嵌はめるでもなく、それで〈アバドン〉が倒せるつもりなのか？　向こうの奇襲を受ける危険を冒して、それでも勝てるつもりでいるのか？　パパドプロス！」

　スティングは馬上のパパドプロスに言った。

「聞いただろ！　お前も何とか言え！　俺たちは騙だまされたんだ！」

「別に騙されてなどいない」

　スティングは言葉に詰まる。

「じゃ、じゃあ、どうしてこんな依頼を引き受けた！」

「ランサーが魔獣から逃げるわけにはいかないだろう」

　リザードマンは真顔で言った。スティングは今度こそ絶句した。






　　　　七、〈白き盾〉






　森林地帯。深しん奥おう部ぶを掠かすめる街道を、二台の馬車が進んでいく。

　前方を行く馬車の御者は〈白き盾〉のマリールイズが務つとめている。前方にはパパドプロスとその配下のリザードマンが出て警戒に当たっている。レイは馬車に併走し、いつでもマリールイズを庇かばえるようにしていた。

　スティングは後方の馬車の傍そばにいた。ソフィが手た綱づなを握り、ユージンとアメリアは側面と後方を警戒していた。

　ランサー六名、非戦闘員二名、総勢八名のパーティだった。

「来たぞ！」

　突如、アメリアが叫んだ。

　スティングは頭上を見上げた。

　何も見えない……。いや、目を凝らすと、小さな影が木々の間を横切るのが見えた。

　今度はワイバーンだった。ワイバーンは頭上を旋回しながら、こちらの隙すきを窺うかがっていた。

　馬車はすぐさま停止し、ランサーたちが迎げい撃げき態勢に移る。

　スティングは速やかに馬車の陰に後退した。念のため、防護魔術の準備を整える。獣人とエルフが対空攻撃の準備を整える。リザードマン二体は前方を、巨人族テイターンと〈白き盾〉の青年が後方をカバーした。

　ワイバーンは降下に移った。体を反転させ、翼を畳み、真っ逆さまに突っ込んでくる。

　パパドプロスに襲いかかろうとした瞬間、ワイバーンは体を回転させ、横に逸それる。

　今回、狙ねらわれたのはあの青年だった。風切りの音とともに、レイは消えていた。直撃したのか、風圧で吹き飛んだのか、避よけたのかはわからない。それを確かめる暇もなかった。

　どん！という轟ごう音おんが鳴り響いた。

　獣人の対空砲火に引っかかり、ワイバーンの巨体が体勢を崩した。再び舞い上がることはできず、隊列の頭上を滑空し、背後の木々の中に墜落した。樹木が雷のような音を立て、へし折れた。

「『海かい燕えん』」

　エルフの放った、高速の魔術が森を疾走する。爆発がワイバーンに止とどめを刺した。赤い炎が消える頃、魔獣の遺い骸がいは灰と化していた。

「運営殿、無事でござるか！」

　それを確認する前に、ユージンが藪やぶに駆け寄っていった。

「平気です、ただのかすり傷です……！」

　繁しげみの中から、青年がふらふらと現れ、仲間たちに叫んだ。

「被害を報告してください！　誰か、怪け我が人にんはいませんか！」

　クエスト開始から十五日目。〈アバドン〉はいまだ現れなかった。




　水辺に出たところで、レイは告げた。

「休憩にしましょう」

「もうすぐ、村なんだろ。そこで休めばいいだろうが」

　一行が馬車を停止させると、その背後についていたスティングが言った。

　彼の言っていることは正論だった。まだ日没までには時間があるというのに、辺りは薄暗い。休むのであれば、村まで行った方が安全に決まっている。

「村まで後二時間。消しよう耗もう品ひんはまだ余裕があります。焦っても仕方ありません」

「焦ってるのはお前の方だろう」

「俺は見回りに行ってきます。掩えん護ごを頼みます」

〈翠すい緑りよくの鱗うろこ〉と〈白き盾〉のランサーたちが頷うなずく。

　レイは隊を離れると、メンバーにわからないよう、木にもたれかかった。

　疲労で、感覚が麻ま痺ひしかけている。今、ここで、〈アバドン〉が現れてくれればいい、そう考えている自分に気付いたが、その思考が異常なのか正常なのかさえ区別がつかなかった。

　強行軍で積み重なった疲労が体を蝕むしばんでいた。背中から腰が装備の重量で張り詰め、膝ひざから下は衝撃を吸収することができなくなるほど固まり、歩く度に痛みが走る。

　今さらながら、力が劣おとっていることを思い知らされた。

　他のランサーたちは疲れている様子など露つゆほども見せない。優男のようなスティングでさえもだ。

　肉体の疲労にも増して、レイを苦しめていたのは精神的な疲労だった。

　スティングの言葉通り、レイは確かに焦っていた。

　すでに、今回のルートでも外郭部に辿たどりついてしまっている。ここまで来ると、〈アバドン〉が出てくる可能性は急激に低下する。どの輸送部隊が襲われたのも、もっと深しん奥おう部ぶに近い場所だったからだ。

　残されたのはあと六日間。その間に〈アバドン〉を倒さなければならない。もし、その間に現れなければ……。

　今のところ、〈アバドン〉の気配すら感じられない。木に付けられた傷、宿主である巨竜が地面を抉えぐる足跡、腐臭、蟲むしの遺い骸がい、そんなものは見つからなかった。

　ルートを変更すべきか。〈アバドン〉が現れるとすれば、もっと深奥に近い場所だ。しかし、そこへ近付けば近付くほど、危険な魔獣と遭そう遇ぐうする確率は上がっていく。その遭遇率が想定以上であれば補給が間に合わず、全滅の危険性もある。

　何が悪かったんだ。運が悪かったのか。それとも重大な見落としがあったのか。どうする。どうすればいい。もう、資金は尽き掛けている。後戻りはできないんだぞ。

　博ばく打ちで身を滅ぼす人間の気持ちが、レイにもようやくわかった。

　破滅に向かいながらも、やめることができない。取り返すことはできないとわかっていながら、さらに深みへと嵌はまっていく。

　もし失敗したら、マリールイズに何と謝ればいいのだろう。

　自分だけの問題ではないのだ。これにはマリールイズの人生がかかっている。〈アバドン〉を倒せなかったら、彼女は多額の借金を背負い、破滅する。自分にできる無理なら何でもするつもりだった。だが、自分を犠ぎ牲せいにしたところで彼女を救えはしないのだ。

「レイさん」

　振り向くと、そこに水筒を抱えたマリールイズがいた。

「レイさんも休んでください」

「ここは危険です。あなたはみんなのところに」

「あまり心配しないでください」

「いえ、外縁部とはいえまだ油断は……」

「心配、しないでください」

　その声音にレイは、はっとなる。マリールイズは穏やかに言った。

「私たちが〈アバドン〉と遭そう遇ぐうしないのなら、〈アバドン〉は深しん奥おう中心部に引きこもっているはずです。〈アバドン〉が深奥中心部から出てこないのなら、周辺の村は襲われていないということです。それならいいじゃありませんか」

　心を見通され、レイは俯うつむいた。

「……すみません。俺の力が足りなかったんです」

「レイさんが謝ることはありません。レイさんは立派な仕事をしました」

　マリールイズは続けた。

「計画がうまくいかなかったとしても、私たちのやっていることは無駄ではありません。物資を届けることは人々のためになります。私たちが時間を稼げれば、行政府も報酬額を上げてくれて、今度こそロックフォートのギルドが〈アバドン〉を倒してくれます」

　そう言って、マリールイズは笑った。あの狂気を秘めた純粋な笑顔で。

「さ、そろそろ戻りましょう。クエストはまだ一週間あります。無理をすると体が保もちませんよ」

「……はい」

　レイは頷うなずいた。

　……たかが数千万の借金くらい、何とかなるだろう。一人なら無理でも、二人なら半分で済む。

　レイは彼女の後を追い、仲間たちの元へ帰っていった。




「お前ら、本気か？」

　地面に座り込み、スティングは愚ぐ痴ちっていた。

「本気で勝てるつもりなのか。相手は〈アバドン〉なんだぞ。しかも、一パーティだけでだ。正気の沙さ汰たじゃない」

「にゃは、魚がいる」

「人の話を聞け！」

　スティングは湖を覗のぞき込んでいるアメリアに言った。

　この豹人族リユンクスはすっかり緊張感が抜け落ちている。いや、そんなものは始めからなかったかもしれない。

「毎日毎日、うるせーな。ミリオンズのくせに今さらびびってんじゃねーよ」

　ひょいひょい、と水みな面もの上で狙ねらいを定めていたアメリアがうるさそうに振り返る。

「お前らみたいな馬鹿と心中したくないだけだ。おい、どうして止めるように進言しない。お前の言うことなら聞くだろう」

「あなたのような破戒者にはわかりません」

　話しかけられた森人族エルフはフラスクからエーテルをあおっていた。

「ふう……。労働というのは大変、気持ちのいいものです。それが社会のためになるというのであれば、なおさらです」

「……お前は飲み放題だから嬉うれしくてたまんねーんだろ」

「人々の盾になる、それはランサーとしての使命ですから。マリールイズのその信念に惹ひかれて、私は〈白き盾〉と契約したのですよ」

　口を挟む獣人にも、森人族は上機嫌に答える。その傍かたわらで鼻歌まじりに大おお太だ刀ちの手入れをしていた巨人族テイターンが言った。

「〈アバドン〉、早く出ないでござるかなー。サムライが命を賭かけて戦う相手に、〈アバドン〉ならばふさわしいでござる」

　こいつらは、大馬鹿だ。

　どうすればいい。逃げるわけにはいかない。契約を反ほ故ごにするようなことがあれば、それは今後の信用に関かかわる。自分がこの件に関わっていることはロックフォート中に知れ渡っている。フリーランスの治ち癒ゆ士として、それは致命的だ。

「まあいいさ、今回も空振りだ」

　スティングは皮肉な笑みを浮かべた。

「あと六日、現れるわけがない。最初から無理な計画だったんだ」

　言いながら、スティングは嫌な感触に襲われていた。

　この感触をスティングは知っていた。

　例えばカジノでクラップをプレイしているとき。あの目さえ出なければ。そう思っていながらも、心に嫌な予感が棲すみついて離れない。出るな、不安を押し殺しながら、ダイスを転がすと、何か得体の知れない力に導かれるように唯一の負けの目に吸い込まれていく。

　その感触が、体に棲みついて離れない。

　やめてくれ。ふざけるな。オレはそんなに運の悪い人間じゃない。エルフどもの古臭い迷信が頭を過よぎる。過去、自分が犯してきた悪徳が頭を過ぎる。だから何だ。この世に必然などあるものか。




「そろそろ出立しましょう」

　アメリアが魚を相手するのに飽き始めた頃、ようやくマリールイズとレイが戻ってきた。

「おい、雑用係。腹減ったぞ、何か食わせろ」

「もうすぐ村だから、そこまで我慢してくれ」

「旨うまそうなベーコンあっただろ？　あれがいい」

「あれは村に届ける食料だぞ……」

「いいだろ、ちょっとくらい」

　ベーコンの居所を探すために、アメリアは積荷に鼻を近づけた。途端、酸っぱい臭においが鼻を襲った。

「うえ、何だよこの臭い。何か腐ってんぞ」

「まさか。鮮度は出立前に確認したんだ、腐ってるわけ……」

　全員の動きが止まった。

　腐臭。

　周囲で、一斉に鳥が飛び立った。

　場合によっては魔獣に類する猛もう禽きんどもが、森の上に出る。

　それを追い、『黒い霧』のようなものが触手のように伸びた。それは四方八方に、変幻自在に動き回る。一羽の猛禽がそれに捕まった。一瞬ののち、猛禽は消え去っていた。

　一匹の『蟲むし』が、パーティの頭上に迷い込んできた。手のひらほどの大きさの羽虫。光沢のある体に、異様に長い脚あし。それは黒い雪の結晶のように見えた。

　全員が森の奥を見た。

　暗い森。その深い闇やみの中に、さらに暗い闇があった。

　羽音が聞こえてくる。無数の羽音は唸うなりのように、低く、低く、森の静寂に染み込んでいく。

　前触れなく、暗い闇から黒い霧が噴き出してきた。

「『氷雪』！」

　スティングの唱えた防護魔術が黒い霧を遮さえぎる。風雪が蟲を吹き飛ばし、闇の奥にあった本体の姿を露あらわにした。

　腐った魔獣の巨体。

〈アバドン〉に寄生された竜の成れの果て。

　だらしなく膨ふくらんだ肉体で這はいずるように、木々をへし折りながら、ずるり、ずるり、進む。鱗うろこはところどころ剥はがれ落ち、代わりに黒い蟲が密集して張り付いていた。目があった場所は暗い窪くぼみがあるだけ。盛んに鼻先を動かしながら気配を探っていた〈アバドン〉の宿主は、数十メートル先で動きを止め、こちらに顔を向けた。その瞬間、竜に取り付いている無数の蟲たちの目も、一斉にこちらを見たような気がした。

「来るぞ！」

　アメリアが荷台から大砲を掴つかみ取ると同時に、竜が大きく顎あごを開ける。












　次の瞬間、巨竜の怒号とともに、蟲むしたちが解き放たれた。




〈アバドン〉が顎あごを広げた。そこから黒い霧が吹き出し、触手のように伸びる。

「『氷壁』！」

　背後でスティングが再度魔術を完成させた。一行の周囲に、氷の粒子が現れた。無数の氷片の嵐あらしが虫を切り裂さき、侵攻を遅らせる。

「前に出るぞ！」

　かねてよりの打ち合わせ通り、パパドプロスが部下を伴い、防護魔術の加護の下、〈アバドン〉の前に出る。蟲の群れが、黒い触手のように襲いかかる。

「ぬうん！」

　パパドプロスが剣を振るい、黒い霧を切り裂く。雲うん霞かを散らすかのように、蟲の死し骸がいが空中に散った。竜が首を無造作に振るう。重い、重い一撃をパパドプロスは巨大な盾で受け止めた。衝撃に、パパドプロスの体が後退する。だが、決して倒れることはなかった。

　後衛のために、これ以上の進行をくい止める。

　前衛の役割はあくまで壁だ。ストライカーたちが火力を行使する時間を稼げればいい。




　アメリア・ショートは大砲を掴つかみ、そのまま右から回り込んだ。

　駆けながら大砲の機関部を開放し、弾丸を押し込む。一発だけで三万リィルもする、特注の成形炸さく薬やく弾だ。アバドン用に二十発を購入した。アメリアは口元に笑みを浮かべた。これを注文したときの、銃砲店の親父おやじの驚いた顔。

　アメリアは体勢を整えた。ハンドルを握り、トリガーに手を掛ける。

　前方では、トカゲ男どもが蟲どもの注意を引いている。アメリアはその奥、アバドンに寄生された巨竜の胴体に狙ねらいを付ける。この距離、あの馬鹿でかさなら外しようがない。

　食らいやがれ。

　トリガー。雷管が爆はぜる。

　森を震わす爆音。

　完かん璧ぺきな一撃が炸さく裂れつし、胴体に爆発が起こった。体に巣くっていた蟲どもが一斉に霧散する。

　その間に、蟲の群れが迫ってきていた。アメリアは素早く弾丸を装そう填てんし、今度は榴りゆう散さん弾だんを蟲の群れに撃ち込んだ。爆はぜた鉄片と熱風が蟲を散らす。アメリアはすぐさま場所を変え、スティングの魔術の庇ひ護ごに入る。木の陰で排はい莢きようしながら、〈アバドン〉の様子を窺うかがった。

「にゃ……」

　思わず、声が漏れた。

〈アバドン〉の巨体はよろめくこともなく、そこにあった。

　とっておきの弾丸だった。並の魔獣なら一発で甲こう殻かくを貫かん通つうし、内部から焼き尽くすはずの弾丸なのに。それなのに、〈アバドン〉はそこにいた。肉体の表面に発はつ露ろした赤い炎を黒い蟲むしどもはあっという間に覆おおい尽くした。穿うがたれた穴を蟲どもが埋め尽くし、再び黒い霧を構成している。

「にゃ……にゃ……にゃーははははは！」

　思わず、笑ってしまった。笑い声が止まらない。心の底から愉ゆ悦えつが湧わき上がってくる。

　強い。でかい。すさまじく、しぶとい。

　自分の持てる技、持てる知識、全すべてを注ぐことが出来る敵が目の前にいた。

　体が総毛立つほどの快感。

　ここにある弾たま、思う存分、あるだけ撃てるのだ。

　後のことなど、どうでもいい。全力で、蜂はちの巣にしてやる。




　ユージン・ポポルスキーは大おお太だ刀ちを構えた。

　巨人族テイターン特有の筋肉が盛り上がる。気合いを丹たん田でんに押し込め、その一瞬に集中する。

　黒い霧に爆発が起こった。アメリアの一撃が突き刺さる。〈アバドン〉の意識は、攻撃を仕掛けたアメリアに向かっている。

　ユージンの目が、蟲の群れの中にわずかな間かん隙げきを見つけた。

　隙すきあり。蟲を薙なぎ払いながら、彼は一気に間合いを詰めた。

　秘剣、霞かすみ斬ぎり。

「チェストおぉぉぉ！」

　上段からの、全力の打ち込み。竜の胴体に大太刀が触れる。蟲を切り裂さいていた刃やいばから、突如、金属のような手て応ごたえが返ってくる。

　さらに太た刀ちを押し込み、力任せに斬きった。一瞬、蟲の層の下から、腐った鱗うろこが現れる。振り抜いた太刀の後から、じわり傷きず痕あとが浮かび上がり、直後、青い血が噴き出した。

　殺気を感じ、ユージンは太刀を振り上げた。〈アバドン〉の巨大な尾が迫っていた。振り上げた太刀が尾と打ち合わさり、その勢いを利用してユージンは後退した。目標を失った尾はユージンのいた場所を大きく抉えぐり取った。

　その一撃を紙一重で躱かわしたユージンは、巌いわおのような顎あごを歪ゆがめ、にやりと笑った。

　このやり取り。生と死の境目にいる実感。

　これぞ、サムライが命を賭かけるにふさわしい死地だった。




　ソフィ・アーシェは呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。

「火の精霊よ」

　彼女の手から複数の火球が放たれ、空中に舞い上がる。

「『禿はげ鷹たか』」

　詠唱の完成とともに、上空で火球が展開した。無数の炎の鳥たちが、渦うずを巻きながら空中に漂う蟲を焼き尽くしていく。炎は速さを増し、〈アバドン〉の頭上から本体に殺到する。赤い炎の渦が、魔獣の巨体を押しつぶした。

　魔術の効果が消え、炎が魔力の粒子と化す。その後に残ったのは焼け焦こげた森と、なおも健在であった〈アバドン〉の姿だった。

　ソフィは懸け念ねんした。これは長期戦になる。

　ちらり、手元に目をやる。自分の鞄かばんには魔力回復用のエーテルが備えてある。それだけではなく、背後の馬車にも予備のエーテルが積んであった。大型の魔術を連発しても、しばらくは魔力を保てるだろう。

　と、なると問題は……。彼女は思案した。

　ソフィはエルフの部族の生まれだった。それも戒かい律りつの厳しい部族に育った。自然と共に暮らし、理性を友とし、誘惑を最大の敵として教えられた。色欲、酒乱は罪深いもの、禁きん忌きとして扱われていた。

　そして、歩きながら飲み食いすることも禁忌の一つだった。

　現状はどうだろう。目の前には〈アバドン〉がいる。長期戦は避さけられない。大型の攻撃魔術を使い続けるにはエーテルを摂取しなければならない。それも、蟲むしの攻撃を躱かわしながら。一箇所に座り込んでエーテルを摂取するなど不可能だった。

　掟おきてと、大切な仲間たち。私はどちらを守ればいいのか。

　答えは決まっている。ソフィはフラスクを開けると、エーテルを一気に飲み干し、

「ふうっ！」

　大きく息を吐はき、法ほう衣いの袖そでで口を拭ぬぐった。




　馬車の陰に潜ひそみながら、スティングはおののいていた。

　そこは狂気の世界だった。

　ストライカー三人の三重奏。

　こんな……こんな馬鹿げた戦いは見たことがない。

　普通のギルドなら、常識を持ったギルドなら、こんな編成はしない。本来、複数のストライカーを組ませる機会自体がないはずだ。こんな火力が必要となる場面自体滅めつ多たにないし、そんな場面がないのならコストの無駄でしかないからだ。

　その無駄なコストを払いながら、連携が成熟するまでパーティを組ませるなど正気の沙さ汰たではない。仮にロックフォートの第一線のストライカーを雇やとったとしても、こんな戦いはできない。普通なら、連携が成熟する期間など与えられないから、お互いの火力がお互いを邪魔しあって戦闘になどならないはずだ。

　一体、あの小娘は、誰に喧けん嘩かを売るつもりでこんな編成をしていたんだ。

　スティングは馬車の陰に釘くぎ付づけになっていた。自分には防護魔術を展開し続ける役割がある。そう、自分に言い聞かせながら。

　出て行ったところでどうなる。本来、彼がフォローしなければならないガードたちは、もはやどこにいるのかわからない。わかったとしても、近付くこともできない。近付けば、味方の火力でこちらがやられるかもしれない。どうして連中が同士討ちせずに戦えるのか、不思議でならない。

　爆発音が響き、スティングは体を強こわばらせた。残響に混じって、どこからか笑い声が聞こえてきた。

　狂気の世界。それ以外に例えようのない光景を、恐怖と共に見つめているしかなかった。




　戦闘開始から、どれほどの時間が経たったのだろう。

　アメリアの砲弾が背部に直撃した瞬間、〈アバドン〉の巨体がぐらり、と揺れた。

　一瞬、黒い霧が晴れ、抉えぐられた背中から太い脊せき柱ちゆうが剥むきだしになった。

　そこに、〈アバドン〉の『巣』があった。それは巨大な心臓のようだった。蜂はちの巣のような質感。あちこちに孔あながあり、そこからどくりどくりと黒い蟲むしを吐はき出していた。

　竜が鎌かま首くびをもたげる。身がすくむような竜の絶叫が森に響き渡った。




　通った！

　アメリアは砲尾に弾丸を押し込みながら、確かにそれを見た。

　豹人族リユンクスの双そう眸ぼうに危険な光が宿った。




　通った！

　ユージンは荒く息を吐はきながら、確かにそれを見た。

　巨人族テイターンが歓喜の表情を浮かべた。




　通った！

　ソフィは精神を集中させながら、確かにそれを見た。

　森人族エルフの冷たい容よう貌ぼうが、一層冷徹に変わった。




　それはストライカーが持つ、特有の感覚だった。

　幾度となく、魔獣への止とどめを刺してきた者が持つ、死を嗅かぎ付ける感覚。

　魔獣の無限とも思える体力、無限とも思える装甲。

　そこへ現れたわずかな陰り。感情を見せないはずの魔獣が、怯ひるみ、恐怖し、怒る、その瞬間、魔獣はそれを恥ずべきことのように、さらに凶暴な本性を見せる。

　だがそれは、人の手の及ばない強大な力が、地面に引ひき摺ずり下ろされた瞬間でもあったのだ。

　決着へ向け、攻撃はさらに加速した。




　馬車とマリールイズを庇かばいながら、レイは戦いを見守っていた。

　手出しすることはできなかった。

　自分の力では〈アバドン〉にダメージを負わせることはできない。自分の力では〈アバドン〉に近づくことさえできない。

　自分の役目は馬車とマリールイズを、群れからはぐれてきた蟲むしから守ることだった。だが、いつの間にか、それも必要なくなっていた。

　静かな歓喜の中、レイは戦いを見守っていた。

　すさまじい火力の中、〈アバドン〉が打ちのめされている。砲撃が、刀術が、魔術が、絶え間なく、叩たたき込まれている。〈アバドン〉の巨体が、木々の中で悶もだえ苦しんでいた。黒き森さえも〈アバドン〉を見放し、ランサーたちに味方しているように見えた。

　いける。押し込める。レイにはそう見えた。

　誰かが腕に触れた。

　馬車の陰に隠れていたはずのマリールイズがすぐ傍そばにいた。

　レイの興奮とは逆に、彼女の表情は憂いに満ちていた。

「レイさん、後のことはよろしくお願いします」

　言葉の意味がわかったのは、その直後のことだった。

　戦闘中だというのに、戦場が静まりかえっていた。砲撃の爆音も、刀術の金属音も、呪じゆ文もんの詠えい唱しようも聞こえない。

　その瞬間、レイは自分の判断が、この計画そのものが甘かったのだと悟った。




（もらった！）

　森を駆けながら、アメリアは唇を舐なめた。

　あと一押し。〈アバドン〉の首はあたしのものだ。

　砲弾を装そう填てんするために、ハンドルを握る。刹せつ那な、その顔が曇った。

「にゃっ!?」

　動かない。

　灼やけた。特別製の弾丸を連発しすぎたせいで、砲身が歪ゆがんだのだ。アメリアは力任せに引っ張ったが、機関部はわずかに動いただけだった。

（まずい！）

〈アバドン〉は瀕ひん死しだった。蟲はもう、全身を覆おおうことができなくなっていた。露あらわになった鱗うろこは、成形炸さく薬やく弾によって灼かれ、めくりあがり、青い筋組織を露出させていた。体中の切り傷から体液が漏れている。大木のような尾は途中で切断されている。周囲には焼け焦こげた臭においが充満していた。

　だが、〈アバドン〉は生きていた。最後の力を振り絞り、暴虐の限りを尽くしていた。

　パパドプロスとその手下は、暴れ狂う本体に押されはじめていた。元々、火力の高い武器は持っていない。進行速度を遅らせることが精一杯だった。

　アメリアはユージンに叫んだ。

「デカブツ！　とどめをくれてやる！」

「拙せつ者しやのカタナが……」

　大おお太だ刀ちの破片を眺め、放心しているユージンがいた。彼の大太刀は無残にも、先端部が欠損していた。

「デカブツ、座り込んでんじゃねー！　さっさと止とどめを刺せ！」

「これではもう無理でござる！　拙せつ者しや、未熟でござった……魔獣の手に掛かるくらいなら、いっそセップクして果てるよりほか……」

「くそ……ソフィ！　魔術はまだか？」

「なんれすかぁ？」

　アメリアが指示を飛ばすと、ソフィは宝ほう杖じようにもたれかかり、間延びした返事をした。アメリアはわずかに絶句し、怒鳴った。

「寝てんじゃねーよ、馬鹿！」

「む、寝てませんけど」

「いいから！　さっさと撃て！」

「ええ、面倒くさい……」

「ああ？」

「いいですか。眠いときに寝るのが生命として、自然な行為だと思います。そして、私は自然と共に生きる民、エルフ」

「〈アバドン〉はまだ生きてんだぞ！」

「いいじゃないですかもう。かなりの半殺しにしたんですから、ほとんど全殺しですよ、これは」

「わけのわかんねーこと、言ってんじゃねー！」

「うるさ……すー、すー」

　ソフィは静かに目を閉じた。

　連中がふざけていないことはアメリアにもわかった。アメリアの大砲と同じように、二人の得物、ユージンの大太刀もソフィの魔力も、とっくに限界が来ていたのだ。

　攻撃が止まったことで一瞬の隙すきが生まれた。

　治ち癒ゆ士の防護魔術を、蟲むしの一群が突破してくる。アメリア目がけ、黒い触手が伸びた。

「ちっ！」

　アメリアは下がりながら、特製弾を装そう填てんしようとする。何とか機関部を開き排はい莢きようをしたが、そのときすでに、黒い霧は目の前に迫っていた。

　間に合わない！

　あたしにあれが耐えられるか？　アメリアは覚悟を決め、体を丸めた。

　……しかし、その瞬間は、いつまでたってもやってこなかった。

　おそるおそる、目を開ける。

「アメリア、怪け我がはありませんか？」

「ポンコツ……？」

　目の前に立ちはだかっていたのは、マリールイズだった。

　無防備な姿だった。軽装歩兵姿ですらない。マリールイズはいつも着けている白はく銀ぎんの胸当てを外し、右手にぶら下げていた。

　マリールイズは背を向けたまま、わずかに振り返った。

「私が〈アバドン〉を引きつけます。アメリアはその隙すきに止とどめを」

　言葉の意味がようやく理解でき、アメリアは叫んでいた。

「ば、馬鹿言うな！　おめーに何ができんだよ！」

「大丈夫」

　マリールイズは左手を顔に回す。眼帯が、するりと地面に落ちた。

「ヴァイスシルトの受け継ぎし『征野の魔眼ヴイグリード』は何者も通しません」

　彼女の両目が紅あかく染まった。

　見たことのない目だった。普段の赤みがかった優しげな目は、紅こう玉ぎよくのような無機質なものへと変わっていた。

「〈アバドン〉、私を見なさい」

　マリー！

　アメリアの伸ばした手をすり抜け、マリールイズは〈アバドン〉に向かい、飛び出していった。




「ギルドマスター！」

　思わず、レイは叫んでいた。

　アメリアを助けたマリールイズは、そのまま、〈アバドン〉に突進する。

　全く追いつけなかった。

　ロックフォートの街を散々、引きずり回された経験から、彼女の脚力の強さは知っているつもりだった。

　それは、全くの見当違いだった。

　彼女は、力の半分も出していなかったのだ。燕つばめが飛ぶように、彼女は森を突き進む。レイがアメリアの傍そばまでやってきたときには、マリールイズは黒い霧の中に飛び込んでいた。

　全くの無防備のまま。

　当然のように、黒い霧が襲い、彼女を直撃した。

　マリールイズの体が吹き飛ぶ。レイの心臓は、見えない力に握りつぶされた。

　だが、彼女は無事だった。空中で彼女の体が俊しゆん敏びんに翻ひるがえる。黒い霧の中に、赤い光が輝く。

　さらに蟲むしが殺到する。マリールイズは右手に提げた白銀の胸当てを振るった。黒い流れは勢いを削がれ、大木の一つにぶつかった。

　次から次へ、マリールイズは小さな胸当てだけで、〈アバドン〉の攻撃を凌しのいでいく。

　戦場にもかかわらず、レイは見み惚ほれていた。

　とても、死地の中にいるとは思えなかった。

　今や、黒い霧の全すべてがマリールイズに襲いかかっていた。

　吹き荒れる黒い暴力。それなのに、マリールイズはいまだに動き続けていた。跳び、右手を振るい、ときおり、レイの動体視力の限界を超え、視界から消える。

　自ら跳んでいるのか、ただ、黒い霧に嬲なぶられているのか、レイにはそれさえわからなくなってきた。

　ただ一つ確かなのは、彼女のいる地点から、黒い霧が突然、断絶されていることだった。まるで、彼女自身が盾となり、〈アバドン〉の攻撃からパーティを守っているようだった。

「雑用！　ぼけっとしてんじゃねー！　こっちを手伝え！」

　機関部を無む理り矢や理り押し込んで閉じながら、アメリアが叫んでいた。レイはアメリアに駆け寄り、叫んだ。

「あれは一体！」

「あたしが知るか！　お前は弾丸を押し込めばいいんだ！」

　レイは一緒になって、大砲に砲弾を押し込む。砲弾が暴発する可能性を忘れ、腕を叩たたきつけるように機関部を砲身に収める。

「くっ！」

　尾栓をロックすると、アメリアが奪い取るように脇に抱え、雷管をセットした。

「てめーら、下がりやがれ！」

　アメリアが大砲を構えた。蟲むしたちに押されはじめていたパパドプロスたちは、最後に一撃を見舞い、後退する。

「んにゃろー！」

　トリガー。

　黒い霧の中を、白い閃せん光こうが走る。

　光が暗い森にいた竜の姿を浮かび上がらせた直後。

〈アバドン〉の『巣』を、白い熱が突き抜けた。





　　　　◆






　マリールイズは眼帯を剥はぎ取った。

　赤みがかった両目が、深紅に変わる。質感は紅こう玉ぎよくのようになり、暗い森の中で、淡い光を放ち始めた。

　戦神よ、我に加護を。

　目の奥から、体に力が流れ込む。四肢に力が漲みなぎる。

　マリールイズは〈アバドン〉と正対した。

「〈アバドン〉、私を見なさい」

　同時に、無数の黒い触手が殺到してきた。まるで、マリールイズの目の輝きに引き寄せられるように。

　マリールイズは〈アバドン〉に向かって突き進んだ。

　蟲むしの突撃に呼吸を合わせ、マリールイズは腕を振るった。

　右腕に結びつけた白はく銀ぎんの胸当てに、強い衝撃が走る。マリールイズの華きや奢しやな腕がそれを支え、受け流す。

　体が宙を舞った。それに反応し、さらに黒い触手が襲いかかる。彼女はそれさえも受けきると、大木の幹に着地した。全くの無傷のまま、マリールイズは次の攻撃に備えた。

『征野の魔眼ヴイグリード』。

　それは古き神々と、ヴァイスシルトが結んだ契約。

　異界の魔を打ち払うために、神界から与えられた力。

　魔ま眼がんの輝きは、重なり合ういくつもの世界を貫き、一つに結びつける。

　その目に宿る光は、神々にとっては道みち標しるべとなり、魔にとっては誘惑の灯ともし火びとなる。神も魔も、全すべてこの眼めに引き寄せられるのだ。

　それはすなわち、神と魔の戦いの場として、自らの肉体を捧ささげることだ。

　ヴァイスシルトのいる場所こそが最前線。その先には一歩たりとも進ませない。

　それがヴァイスシルトの使命であり、宿命だった。

　両目を激痛が襲い、マリールイズは顔をしかめた。目から血の涙が溢あふれ出し、視界を赤く染めた。

　だが、痛みや血けつ涙るいは恐ろしいものではなかった。それはマリールイズの肉体を守るため、封印が与えてくれるものだから。祖父が、マリールイズの身を案じて与えてくれたものだから。

　本当の敵は魔眼そのものだった。神々の強すぎる力に、人の肉体が耐えられるわけがない。肉体の限界はいずれ訪れる。

　魔獣の純然たる暴力、それに対抗する神々の力。

　内外からの二つの力は、確実に肉体を蝕むしばみ、滅ぼす。

　異変はすでに現れていた。

　わずか数秒で、息が上がり始めていた。

　体が重い。体が軋きしむ。

　溢れ出る魔力が、〈アバドン〉の攻撃の圧力が、マリールイズの体を苛さいなむ。

　黒い触手が伸びる。

　マリールイズはそれを受け止め、勢いを殺すため、跳んだ。

　直後、ふつり、体から力が抜けた。体を支えている全ての糸が、突如、音もなく断ち切られたようだった。マリールイズは姿勢を制御できず、体は地面に落下した。

　黒い霧が、全方位から襲いかかってくる。

　甘かった。

　今の自分では〈アバドン〉を倒すだけの力は出せない。

　それでも最低限の装備で防御に専念すれば、数分は保もたせられる。そう過信していた。

　もう自分はランサーではない。戦わなくなってから何年も経たつというのに、どうしてあの頃のような力が出せると思ったのだろう。こうならないために、自分はランサーとしての自分を忘れようとしていたのに。

　頭上を、光が通り抜けた。

　後方から飛来した物体は、黒い霧を突き抜け、〈アバドン〉に突き刺さった。

　一瞬、時間が静止したように静まりかえった直後、〈アバドン〉の体内で爆発が起こった。

　赤い炎が、ランプのように、竜の内部から〈アバドン〉の核を浮かび上がらせた。

　骨、蠢うごめく蟲むしたち、そして、肥大した心臓のような核。

　膨ふくらみかけた〈アバドン〉の皮膚が破れ、炎を噴き出しながら焼き尽くされていく。

　マリールイズは安あん堵どの息を吐はいた。何が起こったのか、確かめるまでもなかった。

　彼らがやってくれた。

　アメリア、ユージン、ソフィ、〈白き盾〉の仲間たち。スティング、パパドプロスとその部下、一流のランサーたち。志こころざしを持ち、その能力を持ったランサーたち。

　そして、レイ。彼がいなかったら、ランサーたちをここまで連れてくることはできなかっただろう。あの日、レイと出会ったことは偶然ではない。きっと運命が、彼に相応ふさわしい場所へ導くために、私と出会わせてくれたのだ。

　もう、大丈夫。彼らはこれからも人々の力になってくれるはずだ。

　振り返る力は残っていなかった。

　マリールイズは倒れたまま、アバドンの最期を見守っていた。

　炎の礫つぶてが、頬ほおに当たり、熱を伝えてきた。

　アバドンの肉体が膨らんでいく。腐臭とともに、肉体を突き破って、蟲たちが飛び出そうとしている。魔獣の最期の咆ほう哮こうが始まろうとしている。でも、もう避よけようがなかった。

（……これでよかったんだ）

　マリールイズはランサーだった頃の思考へ戻っていった。

　父のように、母のように、祖父のように、ランサーとして死ぬ。それで自分は満足なんだ。そう思うことにした。

　何者かが、自分の体を持ち上げた。

「ギルドマスター！」

　何な故ぜか、傍かたわらにレイがいた。レイはマリールイズに肩を貸し、体を引っ張り上げる。

　マリールイズは恐怖した。

　駄目だ。ここにいては駄目だ。

　私のことはいい、早く逃げて。そう言おうとしたが、声が出なかった。マリールイズはレイの腕から逃れようと、腕に力を込めた。

　その、わずかな抵抗を感じ取ったのかもしれない。レイはマリールイズの目を覗のぞき込み、怒鳴った。

「言ったはずでしょう！　あなたが犠ぎ牲せいになっても誰も救えないって！」

　言葉の衝撃がマリールイズを襲った。彼は心の底から怒っているように見えた。

「みんなにはあなたの力が必要なんです！　ランサーとしての力じゃない！　魔ま眼がんの力じゃない！　あなたというギルドマスターが必要なんだ！」

　視界の端で、赤い炎が迫ってくるのが見えた。

　レイはその場に屈み込むと、何かを地面に置いた。それは、アメリアが用意していた榴りゆう弾だんだった。レイはその伝火孔に直接、雷管を置き、マリールイズを庇かばうように抱きかかえると、左手で盾を構えた。

　断末魔とともに、ついに巨竜の体が爆はぜた。巨竜の中に溜め込まれた力が、炎を纏まとった無数の蟲むしを巻き込み、爆風となって押し寄せてくる。

　その瞬間、レイは雷管に盾を叩たたき付けた。雷管が爆ぜ、榴弾が炸さく裂れつした。噴き上がった衝撃は爆風を遮さえぎり、蟲の群れを上空へと押し流すと同時に、レイの構えた盾ごと、二人の体を大きく後方に吹き飛ばした。




　レイとマリールイズの意識は、そこで途絶えた。






　　　　終章






「実に危ないところでした」

　ロックフォートホテル。そのラウンジに人の輪が出来ていた。

　その中心にはスティングがいた。彼は優ゆう雅がなローブを身にまとい、椅い子すに掛け、婦人たちに取り囲まれていた。彼女たちは皆、暇をもてあましている城じよう郭かく区の住人たちだ。普段、スティングが家庭医として、健康管理と退屈しのぎの手助けをしている人々だ。

　彼らの注目は特級魔獣討とう伐ばつから帰ってきたスティング、そして彼の背後のスペースに飾られている奇妙な物体に集まっていた。

　暗あん褐かつ色しよくの巨大な心臓。あちこち欠けてはいるが、それは〈アバドン〉の『巣』だった。〈アバドン〉討伐の戦利品として、巨竜の体内から残ざん骸がいを抜き出し、丹念に貼はり合わせて元の形を再現した物だ。

　スティングはそのトロフィーの前で、得意気に冒ぼう険けん譚たんを語っていた。いつもの険けんのある表情もなりを潜ひそめ、上流階級向けの微笑を浮かべている。

「ねえ、何のお話？」

　騒さわぎに気付き、新たにやってきた婦人がたずねると、その場にいた一人が〈アバドン〉の『巣』を指さした。

「魔獣討伐の話よ。ほら例の伝説の魔獣の」

「まあ、一緒に行かれた凄すご腕うでの治ち癒ゆ士というのはあなたのことだったの？」

「しっ、いいところなのよ。スティングさん、続きを」

　促され、スティングは微笑を浮かべた。

「どこまで話しましたか……。そう、そのとき誰もが〈アバドン〉を倒したと思いました。ですが、まだ危険が残っているということに、私だけが気付いていました。〈アバドン〉はその死に際、生命力の奔ほん流りゆうとも呼ぶべき蟲むしの暴走を引き起こすのです。私は避難するように告げましたが、油断したパーティメンバーの一人がそれに巻きこまれ、重傷を負ってしまいました」

「まあ、それでどうなさったの？」

「〈アバドン〉が斃たおれたとはいえ、戦場はまだ危険でした。そこには統率を失った蟲がひしめいている。下手に飛び出していけばこちらの命も危ない。ですが、私に選択肢はなかったのです」

　スティングは包帯の巻かれた左手をさすりながら、窓の外、陽光の差す中庭に視線をやった。

「私は彼の治療をするために駆け出していました。たとえ、この身に危険が及ぼうとも、私に傍ぼう観かんしているという選択肢はなかった。命を救う、それが治癒士の使命なのですから」

　ラウンジに黄色い悲鳴が上がった。




「何が治癒士の使命だ」

　同じくロックフォートホテル。少し離れたレストランのバーカウンターで、アメリアは冷たいミルクを飲みながら愚ぐ痴ちっていた。

「あの野郎、『馬鹿が！　俺の連続無死者生還記録を途切れさせるつもりか！』とか怒鳴りながらレイの治療してたくせに」

「陰口など悪徳ですよ」

　隣のスツールでエーテルのグラスを傾けていたソフィが、静かに言った。

「まあ確かに、レイの治療に使った高級霊薬の代金代わりに、日が沈んだ森林地帯で〈アバドン〉の残ざん骸がいを集めさせるような、あの虚飾の過ぎる陰湿で軟弱な破戒者に対するあなたの気持ちもわからなくはありませんが」

「左に同じく」

　さらに隣の席でグリーン・ティーを飲んでいたユージンが憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

「しかし、拙せつ者しやたちが大人しく黙って、あの自慢話の引き立て役でいさえすれば、あの御ご仁じんの機嫌も麗しく、レイ殿の治療費もまけてもらえるのでござるから」

　三人は、うんざりとため息をついた。




「いい気なものですね。彼は」

　同じくロックフォートホテル。フロアを通りかかった〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の男は、ミカエル・ヴィルトールに言った。

「ほとんど自分の手柄のように。下準備をしたのは我々だというのに」

「やったのは〈白き盾〉だ、それに彼も参加している。我々には関係ないことだ」

　ヴィルトールは素っ気なくこたえた。

「しかし、行政府公庫の融資を通させたのは〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉ですよ。〈白き盾〉が使った資料も私たちが用意したものです。それなのに、あんな奴やつに好き放題言わせておいていいんですか？」

「関係ない」

　ヴィルトールはエントランスに出る。喪服のような姿のクレアが馬車の側そばに控えていた。彼女は、資料の入った箱を抱えていた。

「ギルドマスター。〈白き盾〉から資料の返却がありました。『ご助力、感謝します』とのことです。後でお礼に伺うかがうと」

「そうか。彼の具合はどうだ？」

「ご心配ありがとうございます。経過は順調でもう命の心配はないようです。じきに動けるようになるそうです」

　クレアは客車のドアを開けた。ヴィルトールはステップに足を掛けたところで、ふと彼女に尋たずねた。

「レイ・ブラウンと言ったか。君は彼と知り合いなのか？」

「はっ！」

　クレア・キャンベルは軍隊風の返事をして踵かかとを鳴らすと、

「私の士官学校アカデミー時代のライバルです。『輜し重ちよう車しやの悪魔』と呼ばれた、優秀な男です」

　得意気に言った。





　　　　◆






　二段ベッドの下。レイは無事だった右手で筆記板を持ち、収支を眺めていた。

　紙を捲めくろうとして体を動かした瞬間、左半身に激痛が走った。添え木で固定された上腕部は、ことあるごとに痛みをもたらす。高熱は引いたのだが、それでも熱っぽさが腕から全身に広がっている。

　上じよう腕わん骨こつ骨折、左肩の脱だつ臼きゆう。その他、細かい捻ねん挫ざ、擦さつ過か傷しようは数える気にもならない。

　これだけで済んだのは僥ぎよう倖こうだろう。スティングの現場での治療がなければ、榴りゆう散さん弾だんの『自爆』で死んでいたところだった。さすが、『命綱』と呼ばれているだけのことはある。

　水を口に含み、気休めの薬草を飲んだ。

　傭兵街には当然、強い鎮痛剤も売られている。が、医院の治ち癒ゆ士が調合した効果の確かな品は高くて手に入らない。裏路地で売っている安物は、効果がないどころか、原材料さえ不明なものらしい。傭兵街特有の物価がこたえた。












　最後の欄を見た。八三五〇〇〇リィルの剰余金。四週間、必死で働いて、死ぬ気で戦って、その結果がこれだった。渡と航こう費ひを稼いでいたときの日ひ雇やとい仕事の方が、まだ割がいい。

　少なくとも、あと三〇〇万は彼女に残せるはずだったのに。

〈アバドン〉の戦いで、積荷を守りきれなかったのだ。送り届けるはずの物資、中継した村で預かった高額商材。それらは荒れ狂う蟲むし、そしてランサーたちの引き起こした攻撃に晒さらされ、商品としての価値を失っていた。それで利益が飛んだ。

　加えて、レイの傷は全治四週間。

〈白き盾〉との仮契約は傷の完治を待たずして、もうすぐ切れる。今回の報酬も、ここの滞在費と治療費で消えてしまうだろう。

　レイに立ちはだかったのは、またしても金だった。どこへ行っても、逃れられないものはあるのだ。結局、自分には何も残らなかった。

　階段を軽やかに上ってくる音が聞こえ、ドアがノックされた。

「レイさん。お加減はいかがですか？」

　軽装歩兵のマリールイズが入ってきた。あれから二週間。彼女は魔ま眼がんの後遺症からすっかり回復して、相変わらずのバイタリティを発揮している。自分とは大違いだ。

　レイはベッドから体を起こそうとして、痛みに顔をしかめた。

「寝ててください！　無理はいっぱいしたんですから、今は休んでいないと」

「精算はどうなりました？　トラブルは？」

　マリールイズは笑顔を浮かべ、得意気に白はく銀ぎんのプレートに手を当てた。

「万事滞とどこおりなく。ちゃんと商家のみなさんからの報酬は受け取りました。政府からの報酬は、そのまま公庫への返済に充あてて、残りは外注のランサーたちの報酬に。支払いは全すべて完了しました」

　彼女は、鞄かばんから束になった領収書を取り出した。レイはそれを受け取り、一枚一枚、目を通した。

「スティングは文句を言ってきませんでしたか？」

「いいえ、何も」

　マリールイズはかぶりを振った。

　スティングのサインの入った受取を見つけ、ようやく肩の荷が下りた。

　あのフリーランサーには、罠わなに嵌はめるような真ま似ねをしたのだ。もしかしたら係争になるかもしれない、それが不安だった。でも、これで全て、終わった。

　マリールイズはベッド脇の椅い子すに、紙袋を置いた。

「お薬、置いときますね」

「費用は俺の報酬から差し引いてください」

「いいんですよ、これは必要経費ですから」

「そういうわけにはいきません。治療費も食費も、とにかく動けない期間に掛かった金は全て支払います」

「……怪け我がをしたのは私のせいなんですから、これくらいさせてください。今はお金の心配などせず、怪我を治すことに専念しないと」

　マリールイズは困ったように笑うと、話を切り上げ、部屋を出て行こうとする。その背中に向けて、レイは言った。

「契約期間が終わったら、俺は出て行きます」

　レイの言葉に、マリールイズは一瞬、体を強こわばらせる。振り返ったとき、彼女は笑顔を浮かべていた。

「まあまあ、契約のことは後でもいいじゃありませんか」

「……俺は何の役にも立てませんでした」

　レイは言った。

「大口を叩たたき、あなたにあれだけのリスクを負わせたにもかかわらず、結局、大した利益を上げることはできませんでした。おまけに積荷を守れず、ギルドに大きな損失を与えました」

「損失だなんて。八〇万の利益ですよ」

　マリールイズが言った。

「レイさんは立派な仕事をしました。レイさんがいたから、このクエストは成功させることができたんです。私、あんなにいっぱい契約したの、生まれて初めてです」

　マリールイズが両手を組み合わせ、あくまで明るい声音を作る。だが、レイの表情は沈み込んだままだった。

「それは全すべて、あなたの力です」

「私……？」

　怪け訝げんそうなマリールイズに、レイは言った。

「俺一人では、誰も話など聞いてくれなかったはずです。商家の人たちも保険引受人アンダーテイカーも他のギルドマスターたちも、あなただから話を聞いてくれたんです。それはみんな、あなたがこの街で積み上げてきたものがあったからです。俺はそれを利用して、計画を立てたに過ぎません。そしてその計画も、甘い見立てのために失敗しかけました。あなたがいなければ、きっと失敗していたでしょう」

　レイは息を吐ついた。

「俺ができたのは些さ細さいなことだけです。だから、俺はここを出て行きます」

「…………」

　俯うつむくマリールイズ。そんな彼女に、レイは続けた。

「ここを出て行き、外で怪け我がを治し、自分を鍛きたえ直してきます。そうしたらもう一度、俺に機会をもらえませんか？」

「……え？」

「今の俺では何も成すことはできません。ですが、いつか必ずあなたの役に立てる人間になって戻ってきます。そのとき、もう一度、俺と契約してほしいんです」

　マリールイズは左目を瞬まばたかせた。

　新大陸。ここへ来て、レイは多くのことを知った。

　新大陸には屈強なランサーたちがいた。

　アメリア、ユージン、ソフィ。〈翠すい緑りよくの鱗うろこ〉のパパドプロス、『命綱』スティング。自分が足元にも及ばない戦士たち。俺は弱い。彼らと出会って、自分が騎士になれなかった理由を、ようやく認めることが出来た。

　新大陸には賢明で、狡こう猾かつな大人たちがいた。

〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉ミカエル・ヴィルトールをはじめとするランサーギルドのマスターたち。保険引受人ギルバート卿きよう、豪商のエルナンデス氏。父親と同じ人種。自分が逃げ出してきた世界が、そこにはあった。

　新大陸には人々の生活があった。

　ロックフォートの人々。森林地帯に暮らす人々。新大陸は、レイの思い描いたような新世界ではなかった。そこは旧大陸と同じく、日々の糧かてを得るために、人々が懸命に生きる場所だった。

　そして、新大陸には彼女がいた。

　ランサーの道を絶たれながら、それでも自分の意志を貫こうとする『本物の騎士』がいた。利益、成否、勝敗。そんなものに関係なく、ただひたすらに困難に立ち向かう人がいた。同じ道を歩む、この場所で生きていく、そう決意をさせてくれた人がいた。

　彼女の赤みがかった目を覗のぞき込み、レイは言った。

「俺はまだ未熟です。ですが、必ず、俺はあなたの役に立てるような人間になってみせます。だから……」

「駄目です」

　マリールイズは即答した。彼女はこほんと咳せき払ばらいすると、澄ました調子で懐ふところから一枚の契約書とペンを取り出した。

「所属しているスタッフに怪け我がをさせて、そのまま放ほうり出すなんてことをしたら〈白き盾〉のギルドイメージに関かかわりますからね。それに〈白き盾〉は人手不足なんですよ。優秀な人材を遊ばせておく余裕なんてありません」

　そこにはすでに正式契約の文言が書かれていて、あとはレイがサインをするだけになっていた。

　レイは一瞬、呆あつ気けにとられ、それから、思わず笑ってしまった。マリールイズもあの笑顔を浮かべ、手を差し出してきた。

「よろしくお願いします、レイ」

「こちらこそ、マリールイズ」

　レイはマリールイズの手を握った。彼女の手は、固く、暖かかった。






　　　　あとがき






　新大陸。魔獣が蠢うごめき、人間たちが虐しいたげられる世界。

　新大陸を訪れたレイ・ブラウンは、ある目的のため傭兵に身を窶やつし、人類と魔獣、その戦いの最前線に飛び込むことになる。

　頼れるのは己の肉体と、一振りの剣のみ。明日をも知れぬ身、散っていく仲間たち。終わりなき戦いの中、彼は戦場で一人の少女と出会う。

「あなたのような人を探していました」

　彼女の名はマリールイズ・ヴァイスシルト。伝説の傭兵、『魔ま眼がんの騎士』の後継者。

　これは、やがて新大陸の運命を変えることになる二人の出会い、そしてギルド〈白き盾〉の夜明け前を描いた物語……。




　ではなく、裏方街道まっしぐらのレイくんが脱裏方を目指してやってきた新大陸。しかし、そこで待ち受けていたのはポンコツギルドマスターのマリールイズさん。うっかり彼女に捕まってしまったレイくんは面倒くさい先輩傭兵たちのわがままに振り回されながら、主にお金のことで頭を悩ませる、という物語です。おきらくごくらく気軽にお楽しみいただける内容となっております。




　はじめまして、方波見咲と申します。かたばみさく、と読みます。男です。

　このたび、第十一回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で最優秀賞を頂ちよう戴だいし、ようやくスタートラインに立つことのできたひよこです。皆様、よろしくお願い申し上げます。

　さあ、あとがきです。

　学生時代、ぼんやりと作家を志こころざしていた頃、いつかあとがきを書くことになったらどんなものを書こうか、そう思いを巡めぐらせたものです。作品の解説、制作時の裏話、そうだ登場人物と会話もしてみたいな、おしゃれな音楽を聴きながらあとがきを書いて最後に曲名を記しておくんだ、などとぼんやり考えていました。

　ただ、いざそのときになってみると何を書いていいのか全くわからないものです。おしゃれな音楽用に買ってきたノラ・ジョーンズが延々リピートされています。早くあとがきを書き終わって深夜ラジオのポッドキャストを聴きたいです。




　さて、この『ギルド〈白き盾〉の夜明譚オーバード』ですが、投稿時のタイトルは『白盾騎士団・営業部』というものでした。

　パーティを編成するのは楽しい。デッキを組むのは楽しい。

　ＲＰＧやシミュレーション、あるいはカードゲームがお好きな方なら同意していただけると思います。キャラクターのステータス、カードに記載された数値とスキル、そういったデータを穴があくほど見つめ、限られた持ち駒ごまをやりくりし、最高の力が発揮できる組み合わせを考える。そんな試行錯誤の時間は、実際プレイするよりも楽しかったりします。

　そんな楽しさのある物語を作りたい。そう思いながらも上う手まくいかず、苦戦していたとき、浮かんできたのが『営業部』という言葉でした。

　ギルドだってお金がなければ運営できません。どうやって依頼者を見つけ、冒険者を雇やとい、物資を調達し、クエストを遂すい行こうし、利益を上げるのか。そこにはそういう仕事を担になう人々が存在するはず。そういえば、冒険者の登場するゲームでは酒場の親父おやじに仕事を紹介してもらったり、酒場の掲示板に依頼が貼はり出されていたりするのがお約束で、実際にお金と冒険者を結びつける人々の苦労はあまり描かれていません。きっと冒険者たちが竜と戦っているその裏では、巧みな話術で依頼を集めてくる凄すご腕うでの営業の物語が、逆に間違った営業観でギルドをあさっての方向に猛進させる駄目な営業の物語があるに違いない。こうして営業という言葉をきっかけにしてマリールイズが生まれ、彼女に引っ張られるようにしてレイが、〈白き盾〉のメンバーが、物語の骨格ができあがっていきました。

　そして『白盾騎士団・営業部』は無事完成、見事、賞を射止めたのです、が。

担当様「これ、営業部じゃないですね。どちらかといったら経理部です」

方かた波ば見み「……え？」

担当様「あと、これ騎士団でもないですよね？　みんな傭兵ですよね？」

方波見「…………え？」

　そうです。間違った営業観を持っていたのはマリールイズだけではありませんでした。

　担当様との打ち合わせの結果、タイトルは再考となり、紆余曲折の末、私が担当様におんぶにだっこという形で『ギルド〈白き盾〉の夜明譚オーバード』というタイトルに決定、ようやく作品が完成したのでした。

　走る方向があさってでも、たまにはいいことがあるみたいです。




　最後になりましたが、お礼の言葉を。

　担当様、最初から最後までご迷惑をおかけして申し訳ありません。作品を完成に導いてくださり、ありがとうございました。

　審査員の先生方、厚く御礼申し上げます。最優秀賞という栄誉に負けぬよう、これからも精進いたします。

　編集部の皆様、本書にご助力くださった皆様、心より感謝申し上げます。

　イラストを担当してくださった白しら井い様、私の「あの！　あの！　この娘はアメショ風味で！」という投げっぱなしな要望を素敵なイラストで叶かなえていただき本当にありがとうございました。

　そして、お手に取ってくださった皆様へ。

　ありがとうございます。またお目にかかれたら幸いに存じます。


方かた波ば見み咲さく　　











　著者

　方波見咲（かたばみ・さく）

　　第11回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。

　　１９８１年生まれ、茨城県在住。

　　長いことふらふらしてしまったなまけもの。

　　好きなナマケモノはノドチャミユビナマケモノ。

　　嫌いなナマケモノはノドジロミユビナマケモノ。




　イラスト

　白井秀実（しらい・ひでみ）

　　香川出身、フリーランスのイラストレーターです。

　　ＴＣＧやソーシャルゲームのカードイラストを描いています。

　　お刺身とお肉が好きです。
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